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はじめに  
 
（１）調査の目的 
 

南吹田地域は、昭和51年（1976年）に南吹田第1土地区画整理事業が完了して、おお

むね 30 年が経過している。その間、南吹田一・二丁目を中心とした南吹田地域では、周辺

道路網の未整備や大阪外環状線鉄道の進捗の遅れなどから、土地の有効・高度利用や都市機

能の整備が進んでいない状況にあった。しかし、近年ようやく大阪外環状線鉄道の具体化・

周辺の幹線道路整備など新たな市街化への動きがあらわれてきた。 

本調査は、この機をとらえ、当地域が市南部の新たな地域拠点として、地域特性を生かし

た魅力的な都市環境の形成を図るため、地域の現況把握とアンケート調査などの意向調査を

行い、調査区域のもつ特性を整理し、そこから今後のまちづくりを考える上での基本的な視

点を導き出し、市民参加によるまちの方向性を検討するための課題の整理を行うものである。 

 
（２）調査区域の設定 
 

調査区域は、大阪外環状線鉄道の新駅の位置を中心に概ね半径約500ｍの区域とする。な

お、アンケート調査や統計データなどを整理する調査対象範囲としては、自治会の範囲など

を勘案し、南吹田一・二・三丁目、川岸町、南清和園町、清和園町を基本とする。 

1



【調査区域周辺の航空写真】 

 
（平成17年(2005年)５月撮影） 
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（３）調査の流れ 
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１．調査区域の位置付け  
 
（１）調査区域の概要 
 
１）調査区域の位置 

 
調査区域は、吹田市南端部に位置しており、大阪市東淀川区と神崎川を挟んで隣接してい

る。また、JR東淀川駅と地下鉄御堂筋線江坂駅、阪急吹田駅、下新庄駅の4駅からほぼ中

間の位置にある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【吹田市の概要】 

 市域面積 36.11km2 

 南北 9.6km 

 東西 6.3km 
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２）調査区域の沿革 
 

調査区域及び周辺地域はもともと湿田地帯であったが、昭和に入り徐々に工場等の進出及

び市街化が進んできた。昭和 51 年には調査区域を含んだ南吹田第 1 土地区画整理事業が

完了し、都市基盤の整備が進められ、その後、市街化が進み今日に至っている。 

南吹田地域に関する都市基盤施設の整備などの主な経緯は下表のとおりである。 

 

■南吹田地域に関する主な経緯 

年 月 日 主な経緯 

昭和27年(1952年) 12月 城東貨物線客車運行促進同盟会結成 

昭和35年(1960年)  新幹線新大阪駅構想決定にともない、外環駅起点が吹田駅から新

大阪駅に変更 

昭和36年(1961年) 8月24日 南吹田第1土地区画整理事業 都市計画決定 

126.1ha 

  

昭和40年(1965年) 2月10日 南吹田第1土地区画整理事業 事業認可 

昭和41年(1966年) 6月13日 都市計画道路西吹田駅前線 都市計画決定 

交通広場3,550㎡ 

昭和41年(1966年) 10月28日 南吹田第1土地区画整理事業 事業変更認可 

昭和41年(1966年) 11月26日 南吹田第1土地区画整理事業 仮換地指定 

  

昭和51年(1976年) 12月24日 南吹田第1土地区画整理事業 換地処分 

  

平成  8年(1996年) 11月 6日 大阪外環状鉄道株式会社設立 

平成  9年(1997年)  3月 新大吹橋(都市計画道路十三高槻線) 架橋 (延長=323m) 

平成10年(1998年)  1月13日 都市計画道路十三高槻線(寿町工区 延長=748m) 事業認可 

平成11年(1999年)  2月17日 大阪外環状線鉄道 都島～久宝寺間工事施行運輸大臣認可 

平成14年(2002年) 12月20日 大阪外環状線鉄道 新大阪～都島間工事施行国土交通大臣認可 

平成17年(2005年)  2月22日 大阪外環状線鉄道工事完成時期について 

大阪外環状鉄道株式会社公表 

全区間(新大阪～久宝寺間)約20.3kmの内 

放出～久宝寺間(南区間約 9.2km) 

事業中 (H19年度末完成予定) 

新大阪～放出間(北区間約11.1km) 

事業予定 (H18年度～H23年度末) 

 

～ 
～ ～ 

～ 
～ 
～ 

～ 
～ 

～ 
～ 

～ 
～ 

～ 
～ ～ 

～ ～ 
～ 
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■南吹田地域の変遷 
明治 18 年（1885 年） 大正 12 年（1923 年）（昭和 2年部分修正） 昭和 4年（1929 年） 

周辺に吹田村・垂水村がある南吹田地域は、概ね湿田になっており、水

路沿いに上新田・下新田の集落がある。 

現・阪急千里線の位置に明治9年（1876年）に開通した国鉄が走って

いる。 

 

大正期に入っても、湿田が広がる地域であるが、神崎川沿いに工場の立

地が進み出している。 

国鉄東海道線は現在の位置に移り、その路線跡に新京阪電気鉄道が開通

している。（現・阪急千里線） 

吹田駅前の開発が進み、明治22年（1889年）現アサヒビールも進出

している。 

昭和期に入っても、湿田が広がる地域である。 
昭和6年（1931年）には城東貨物線が開通している。 
 

   
昭和 42 年（1967 年） 昭和 61 年（1986 年） 平成 18 年（2006 年） 

南吹田第 1 土地区画整理事業がはじまり、JR 以北で基盤整備が進んで

いる。JR以南でも道路整備が進捗中であることがわかる。 
江坂周辺の南吹田第2土地区画整理事業も進捗している。 
清和園町・南清和園町の開発が進み住宅地となった。 

昭和 45年（1970年）には大阪万博が開催され、新御堂筋が開通する

などし、江坂周辺の開発が進み出している。昭和51年（1976年）に

は南吹田第1土地区画整理事業が完了し、工場や倉庫などの立地が進ん

できている。 

平成9年（1997年）に新大吹橋が開通し、神崎川左岸と南吹田地域が

幹線道路で接続された。 
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（２）上位計画、関連計画の整理 
 

調査区域及び大阪外環状線鉄道新駅周辺に関する、吹田市の上位計画、関連計画を整理す

ると以下のとおりである。 

 

①吹田市第 3次総合計画（平成 17 年度策定：企画部） 

計画の概要 【計画の期間】 

平成18年度（2006年度）から平成32年度（2020年度）まで 
（ただし、基本計画については、中間年度の平成25年度（2013年度）までに必要な見直しを行う）

 

【将来像】 

「人が輝き、感動あふれる美しい都市
ま ち

 すいた」 

 

【施策の大綱】 

１ すべての人がいきいき輝くまちづくり 

 

２ 市民自治が育む自立のまちづくり 

 

３ 健康で安心して暮らせるまちづくり 

 

４ 個性がひかる学びと文化創造のまちづくり 

 

５ 環境を守り育てるまちづくり 

 

６ 安全で魅力的なまちづくり 

 

７ 活力あふれにぎわいのあるまちづくり 

地区の 

位置付け 

【まちづくりの基本方向】 

これまで営まれてきた地域でのさまざまなコミュニティ活動と連携し、住みよ

いまちづくりを進めます。 

誰もが安心して暮らせるまちづくりを進めます。 

河川を生かし、ふれあいの場として活用します。 

緑化の推進などに努め、生活環境の向上を図ります。 

環境と調和した工業の振興を図ります。 

【計画】 

（仮称）西吹田駅前の整備については、地域の特性を生かした、魅力あるまち

づくりに向けて、市民、事業者の参画の下で、協働により取り組みます。 
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②都市計画マスタープラン（平成 15 年度策定：都市整備部） 

計画の概要 【基本理念】 
１暮らしに安心と快適性をもたらすまちづくり 
（１）人にやさしい歩いて暮らせるまちづくり 

（２）災害と犯罪に強く安心・安全で健康に暮らせるまちづくり 

（３）多様なライフスタイルを支える環境づくり 

（４）都市活動を支える都市基盤の充実と計画的土地利用の誘導 

２誇りと愛着の持てる定住のまちづくり 
（１）個性豊かな地域づくり 

（２）地球環境の保全と環境への負荷の小さいライフスタイルへの支援 

（３）吹田らしい特徴のある文化都市づくり 

（４）多様な主体の協働によるまちづくり 

地区の 

位置付け 

【全体構想】 

《都市空間の将来像》（地域拠点としての位置付け） 

・西吹田駅（仮称）周辺は、駅の設置とあわせて利便性の高い市街地環境の整

備を進め、市域南部の新しい地域拠点の形成をめざします。 

《まちづくりの方針》 

○市街地整備の方針（大阪外環状線西吹田駅（仮称）周辺） 

・都市計画道路や駅前広場の整備を図り、新駅設置によるポテンシャル向上を

踏まえた土地の有効・高度利用に努めるとともに、地域のまちづくりの促進

を検討します。 

○土地利用の方針（住宅系市街地・工業系市街地としての位置付け） 

（住宅系市街地） 
・多様なライフスタイルを支援する住宅地づくり 

・良好な住宅地の維持と育成 

・住宅・住宅地の供給 

（工業系市街地） 
工業地では工場が操業する環境の保全／工場・流通施設が混在する地域の居住機能と

共存する市街地形成  など 
 

【地域別構想】 

○市街地形成の基本方向（土地利用） 
・西吹田駅（仮称）周辺では南部の新しい地域拠点として、駅の設置とあわせて商業機

能等の立地を誘導し、利便性の高い市街地の形成をめざします。 

○まちづくりの重点方針 
・西吹田駅（仮称）周辺は大阪外環状線鉄道事業の進捗にあわせて西吹田駅前線の整備

を促進し、新駅設置に伴う地域ポテンシャルの向上を踏まえて、駅前としての利便性

や集客性をめざした都市機能の立地誘導など土地の有効・高度利用を図るとともに、

魅力的な環境の形成を図るためのまちづくりをめざします。 
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③住宅マスタープラン（平成 17 年度策定：都市整備部） 

計画の概要 【計画期間】 平成18年度（2006年度）から平成27年度(2015年度) 

 

【基本理念】 

「すべての市民が住み続けたくなる安心で魅力ある住まいづくり」 

 

【基本目標】 

（１）多様なニーズを実現できる住まいとまちづくり 

（２）安心して安全に暮らせる住まいとまちづくり 

（３）循環型社会の実現に向けた住宅ストックの質の向上 

（４）地域特性を活かした居住地魅力の向上 

（５）市民等との協働による住まいとまちづくり 

地区の 

位置付け 

【関連する施策の展開方向】 

地域特性を活かした住まいづくり（特色のある住宅づくり） 

歴史的なまちなみ・景観を持つ住宅地や商業・業務施設と複合した住宅地等の

地域特性を活かし、各種制度を活用しながら特色ある住宅・住宅地づくりを進

めます。 

《施策例（抜粋）》 
・コンバージョン等によるSOHO型住宅に関する情報提供 

・地区計画制度や建築協定等の活用による特色ある住宅地形成の誘導 

・都市景観要綱や都市景観賞を活用した住宅地景観の誘導 

 
④新商工振興ビジョン（平成 17 年度策定：市民文化部） 

計画の概要 【計画期間】 平成18年度（2006年度）から平成27年度(2015年度) 

 

【基本理念】 「快適ライブタウンの創世をめざして」 

 

【商工業の振興方向体系】 

■商工業の活性化 

 ・市民生活を支える地域密着型商業の展開 
   地域の生活者ニーズに対応した商業機能の強化／地域交流活動の促進 

 ・魅力ある商業地づくり 

 ・都市型工業の振興 
   大都市近郊の立地を活かした工業の振興／産学官連携による企業活動の支援推進／

居住機能との調和の促進 

 ・人・もの・情報の交流機能の強化 

■商工業における新たな展開 

 ・生活支援ニーズへの対応 
   商工業における生活支援機能の強化／生活支援型サービス業の振興 

 ・産業支援型サービス業の集積促進 

 ・起業家への支援 

■商工業を支える基盤づくり 

 ・人づくり・組織づくり 
   人材の育成／組織活動の活性化 

地区の 

位置付け 

【地域別振興方向】（豊津・江坂・南吹田地域としての位置付け） 
○小曽根南泉線南側の住宅と工場や倉庫が混在している地区では、産業機能と居住機能が

調和した市街地の形成をめざします。 

○また、豊津・江坂・南吹田地域は本市の商工業の中心であることから、工業者と商業者

との交流の場づくりを進め、製販連携による新たな商品やサービスの創造を図り、公的

機関による技術指導や市内に立地する大学や研究期間との交流活動を通じて、製品の高

付加価値化を進め、本市の商工業の核となるよう支援策を検討していきます。 
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⑤みんなで創る！歴史と文化のまちづくり（平成 15 年度策定：市民文化部） 

計画の概要 【将来像】 

「歴史・文化の再発見と未来への都市文化創造」 

 

【目標・展開方向】 

目標 A「歴史・文化資源の保全と活用を進める」 
・歴史的な資源を保全・活用しよう！ 

・歴史や伝統を保全・継承しよう！ 

・歴史に親しめる拠点を整備し、活用しよう！ 

・遊歩道や案内板・説明板、マップなどを整備し、活用しよう！ 

目標 B「文化に関わる活動と交流を活発にする」 
・文化に関わる活動の環境を整備しよう！ 

・活動のネットワークや情報の共有を進めよう！ 

・多世代に渡る市民交流を進めよう！ 

・大学等と市民との交流を進めよう！ 

目標 C「誇れるまちなみを育てる」 
・個性と魅力あるまちなみを育てよう！ 

・花や緑によってうるおいのあるまちなみを演出しよう！ 

・楽しめる道づくりを進めよう！ 

・道や広場を交流の場として活用しよう！ 

目標 D「身近に親しめる自然を守り・活用する」 
・親しめる水辺を育て・交流の場として活用しよう！ 

・みどりの保全と活用を進めよう！ 

・公園の多様な活用を進めよう！ 

目標 E「にぎわいのある交流ゾーンをつくる」 
・交流の場にふさわしい快適でにぎわいのある商業空間をつくろう！ 

・企業と市民との交流の場をつくろう！ 

地区の 

位置付け 

【地域での進め方】 

《ＪＲ以南地域としての位置付け》 

○ふれあい文化のまち 
 （目標像） 

ショッピングや工場等の開放を通じた人々

の交流と文化活動 

 （内容） 

  ショッピングを通じた交流や文化活動の場の

充実／工場等の開放と地域との交流／少し古

いまちなみの保全 

 

《豊津・南吹田地域としての位置付け》 

○企業文化のまち 
 （目標像） 

江坂駅界わいにおける企業文化ビジネスの集

積を通じた全国への文化発信 

 （内容） 

  企業文化ビジネスを通じた文化の発信／ふれ

あいと魅力のあるまちづくり 

○神崎川ゾーン 
 （目標像） 

神崎川の自然を活かしたまちづくり 

 （内容） 

  親しめる水辺の整備と活用 
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⑥吹田市景観まちづくり計画（平成 18年度策定予定：都市整備部） 

計画の概要 【計画の目標年次】 長期（ただし推進目標年次は平成32年度(2020年度)） 

 

【基本目標・基本方針】 

A.地勢を活かした、潤いのある景観をまもり、はぐくむ 
・緑の保全と育成を進めます。 

・潤いのある水辺景観を育成します。 

・共生の景観保全・整備を進めます。 

B.すべての人が快適に暮らせる「生きる景観」をまもり、はぐくむ 
・良好な住環境の保全・育成を進めます。 

・歴史的な景観の保全・整備を進めます。 

・潜在的な景観資源の活用を進めます。 

C.調和とめりはりのある景観をつくり、はぐくむ 
・地域に調和するまちづくりを進めます。 

 

【類型別景観】 

以下の4つの類型に区分してそれぞれの目標・方針を設定している 
１．自然の景観（緑の景観、水辺の景観） 

２．歴史と文化の景観 

（歴史の景観、学術文化の景観、地域文化拠点と特徴的建造物の景観） 

３．暮らしの景観（住宅地の景観、商業・業務地の景観、産業の景観、交通の景観） 

４．眺望の景観（眺めの景観） 

地区の 

位置付け 

【地域別景観まちづくり計画】（豊津・江坂・南吹田地域としての位置付け） 

○目標 
・江坂駅を中心とする魅力と賑わいのある景観をはぐくむ。 

・水辺と緑を活かした潤いのある景観をはぐくむ。 

○方針 
・幹線道路沿いの建物の景観を整える。 

・ゆとりや潤いのある住宅地の景観を育てる。 

・神崎川沿いの見通しのよい景観をまもり、整える。 

・南吹田地域での新駅予定地周辺におけるめりはりのある、洗練された駅前の景観をつ

くる。 

 

【類型別景観まちづくり計画】（住宅地・産業・交通としての位置付け） 

《住宅地の景観》 

○目標 
・落ち着きや安らぎのある、潤い豊かで良好な住宅地の景観をはぐくむ。 

○方針 
・生垣や並木、屋根などの連続性や統一性をまもり、はぐくむ。 

・地形になじみ、周辺の景観に調和する建物づくりに努める。 

・落ち着きの中にも地域の特徴や表情、活力の感じられる空間の創出をはかる。 

・敷際に花や緑による演出をはかる。 

○個別指針 
・計画的戸建て住宅地区や第一種低層住居専用地域、風致地区では、緑豊かで落ち着い

たまちなみをまもり、そだてる。 

 

《産業の景観》 

○目標 
・活力の中にも潤いと親しみのある景観をはぐくむ。 

○方針 
・建物の配置やデザイン・緑化などにより、潤いのある景観の形成に努める。 

・敷地と道路の一体整備、緑化、塀・柵のデザインなどにより、周囲に開かれた景観づ

くりに努める。 
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・単調さや威圧感を軽減し、開放感のある景観の形成に努める。 

 

《交通の景観》 

○目標 
・潤いがあり表情豊かな交通の景観をはぐくむ。 

○方針 
・道路の舗装や街路樹、街路灯などにより潤いを高め、連続性や統一感を演出する。 

・電柱や照明灯、標識等の整理をはかり、照明灯のデザインなどで夜間景観の演出をは

かる。 

・沿道施設との一体整備やバリアフリーへの配慮などにより、安全で快適な歩行者空間

の創出をはかる。 

・沿道の施設や住宅地との調和をはかる。 

・沿道の広告物の整理をはかる。 

・道路・鉄道の遮音壁や高架下、線路周辺の緑化や修景に努める。 

・鉄道施設のデザインの向上などをはかり、地域のシンボルとなる景観の形成に努める。

 
 
 
■まとめ 
上位計画・関連計画から導き出される調査区域の位置付けをまとめると、おおむね以下の

とおりである。 

 

 
【土地利用】 

○利便性の高い市街地環境を形成する市域南部の地域拠点。 

○産業機能と居住機能が調和した市街地の形成。 

○駅前としての土地の有効・高度利用と魅力的なまちづくり。 

 

【立地機能など】 

○工業者と商業者の交流の場づくりを進め、製販連携による新たな商品やサービスの創

造を図り、公的機関による技術指導や市内に立地する大学や研究機関との交流活動を

通じて、製品の高付加価値化を進め、本市の商工業の核となるよう支援策を検討する。 

 

【活用する資源】 

○神崎川の自然を活かしたまちづくり。 

○水辺と緑を活かした潤いのある景観をはぐくむ。 

 

【推進方策】 

○市民、事業者の参画の下で、協働により取り組む。 

○地域特性を生かす。
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（３）周辺の主要プロジェクト 
 
１）調査区域における主要プロジェクトの概要 
 
調査区域においては、大阪外環状線鉄道の整備による新駅の設置や都市計画道路十三高槻線の整備が進

むことにより、地区外とのつながりが強化される。 
都市計画道路西吹田駅前線の整備により、調査区域と JR を挟んで西側の市街地とのつながりが強化さ

れる。 
そのほか、吹田貨物ターミナル駅の整備に伴う貨物関連自動車専用道路の整備や、阪急千里線の連続立体

交差事業が計画されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■大阪外環状線鉄道の整備 
JR城東貨物線を活用して整備される

大阪外環状線鉄道は、新大阪駅を起点に

JR 関西線の久宝寺駅に至る鉄道であ

る。 

現在、第三セクターの「大阪外環状鉄

道株式会社」により工事が進められてお

り、完成後はJR西日本より旅客輸送が

行われることになる。 

路線のうち、「放出」から「久宝寺」

までは平成20年春に完成予定であり、

「新大阪」から「放出」までの区間は平

成18年度～平成23年度事業予定であ

る。 

吹田市内では、南吹田二丁目に新駅が

計画されている。 

■貨物専用道路の整備 
貨物専用道路は、吹田貨物ターミナル駅(仮称)の整
備に伴い、貨物駅に出入りする貨物関連自動車の運行

経路として設置される専用の通路で、南清和園公園付

近に出入口が設けられる。計画では平成22年度末に

開通予定となっている。 

■十三高槻線の一部改修 
新大吹橋北詰～寿町工区起点ま

での間において、歩道を拡幅して、

植樹帯を設けるなど改修を行う予

定である。 

■都市計画道路西吹田駅前線 

（駅前広場を含む）の整備 
都市計画道路西吹田駅前線は、JR東海道線を

はさむ東西市街地を結び、大阪外環状線鉄道の新

駅へのアクセス路となる重要な道路である。 

現在、大阪外環状線鉄道の新駅設置にあわせ

た、整備を計画している。 

■阪急京都線・千里線連続立体交差事業 
阪急淡路駅周辺において踏切の遮断時間が長く、交通の渋滞など地域の発展

に様々な影響を及ぼしている。 
そのため、大阪市が事業主体となり阪急京都線・千里線の連続立体交差事業

を行い、地域分断の解消及び交通の円滑化を図るとともに、淡路駅周辺地区に

於いては、土地区画整理事業を併せて行い、交通結節点にふさわしい街づくり

の推進が計画されている。 
高架化される駅は、「崇禅寺駅」「淡路駅」「柴島駅」「下新庄駅」である。 

■十三高槻線（寿町工区）の整備 
都市計画道路十三高槻線は、高槻から新大吹橋を経て十三へ至る幹線道路で

あり、南吹田地域と周辺地域を結ぶ重要な道路である。 
現在、阪急千里線を地下で立体交差するための工事を含め、国道479号（大

阪内環状線）から吹田第六小学校前付近の区間（寿町工区）で事業が進められ

ている。計画では平成22年度末に開通予定となっている。 
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２）周辺における主要プロジェクトの概要 

 
調査区域周辺においては、市街地整備や道路等の基盤整備など、様々なプロジェクトが推進されて

おり、調査区域におけるまちづくりに直接的、間接的に効果・影響を及ぼす可能性がある。 

ここでは調査区域周辺における主要なプロジェクトの概要を整理しており、これらの事業の進捗を

注視しつつ、調査区域のまちづくりを検討する必要がある。 

 
■調査区域周辺における主要プロジェクト位置図 

  
 

※大阪外環状線鉄道の駅名は新大阪駅を除き仮称 
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３）大阪外環状線鉄道各駅の位置付け 
 

大阪外環状線鉄道沿線まちづくり調査（平成4年度：大阪府ほか）では、東大阪市の「高井田駅」「柏

田駅」などは、周辺の工場立地などとの共存をはかりながら居住環境の向上や拠点機能の確保が述べら

れている。大阪市の「放出駅」や東大阪市の「永和駅」などは、大型商業や集客機能などを想定した都

市拠点としての機能充実が述べられている。 
また、八尾市の「久宝寺駅」については、複合型広域拠点として、産業機能、居住機能、集客機能な

どの導入が述べられている。 
「西吹田駅」については、都市型居住地としての性格付けとともに、産業機能との調和が述べられて

いる。 
その他の駅も、生活拠点等としての機能集積が述べられている。 
これらの各駅を中心とした拠点が鉄道で結ばれ機能連携がはかられることで、各駅周辺市街地の機能

がさらに向上する相乗効果を期待したまちづくりの視点が必要となってくる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※   囲いの駅名以外は仮称 

事業延長：20.3km 

北区間 ：11.1km  

南区間 ：9.2km 

北区間 
（平成18年度～平成23年度

事業予定）

南区間 
（平成20年春完成予定） 

鴫野 
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■大阪外環状線鉄道各駅の位置付け 
大阪外環状線鉄道沿線まちづくり調査（平成4年度）による各駅周辺地域の位置付け 

駅名 
駅立地 

場所 
イメージキーワード 整備のねらい 導入機能などの基本方針 

大阪外環状線鉄道各駅の位置付けがされている 

主な行政計画・事業 

新大阪※ 大阪市 

淀川区 

－ － － － 

西吹田 吹田市 都市型居住地のモデ

ルとなる生活創造拠

点 

・吹田市南部地域の都市型居住地域の形成（江坂、市役所地域

との連携） 

・関連道路網の整備と沿道での業務・サービス機能の集積 

・地域の生活拠点の形成（近隣商業核、生活利便施設など） 

・下水処理場、浄水場の環境改善、上部空間の活用の検討 

・住宅系が中心（民間の賃貸マンションの建設誘導） 

・駅前での近隣商業核 

・幹線道路沿道での商業・業務・サービス機能の立地誘導 

・下水場、浄水場の上部空間活用（テニス、サッカー場等） 

・宅地規模が小さいため、協同・協調建設化の促進 

総合計画・都市計画マスタープランなどでの位置付け 
○利便性の高い市街地環境を形成する市域南部の地域拠点。 

○産業機能と居住機能が調和した市街地の形成。 

○駅前としての土地の有効・高度利用と魅力的なまちづくり。 

淡路 大阪市 

東淀川区 

高感度の生活文化・

交流の広域拠点 

・面的な市街地整備と地域の都市核の形成 

・後背圏の婦人層、学生、OL などをターゲットとした都市機

能の集積 

・駅前の拠点地区の形成 

・後背圏をにらんだ特化型専門店と既存商店街のリニューアル 

・若者をターゲットにしたアミューズメント、飲食、交流（小ホール） 

・専門学校、ビジネススクール、予備校等の教育サービス 

・コミュニティホテル 

・対事業所サービス業向けのオフィス 

・都市型住宅 

 

都島 大阪市 

都島区 

河川空間などのアメ

ニティ豊かな生活拠

点 

・地域の生活拠点の形成（既存商業の活性化と駅前の生活利便

施設の整備） 

・バスネットワークの拠点整備（駅周辺地区を生活利便拠点と

して整備することにより周辺地域の開発整備を促進する） 

・低層部は生活利便施設の立地促進（近隣的商業施設、フィットネスクラブ、各種文化施設、カ

ルチャーセンターなど） 

・上層部は中高層住宅 

・商店街の協同・協調建て替え 

 

野江 大阪市 

城東区 

交通の結節点として

の利便性を活かした

生活創造拠点 

・広域幹線道路整備と合わせた交通利便性重視型の商業・業務

機能の集積 

・交通アクセス重視型の商業・業務施設（特化型専門店の集積（パワーセンター）、専門学校など）

・特徴ある小規模な美術館・ギャラリーなど 

・中高層階は住宅 

 

鴫野※ 大阪市 

城東区 

近都心型居住地の生

活拠点 

・駅前広場の整備と合わせた生活利便施設の整備 

・面的な市街地開発による良好な都市型住宅地の形成 

【第1段階】 

・近隣商業程度の店舗 

・上層階は住宅 

【第2段階】 

・面的な基盤施設整備と協同・協調建て

替えによる中高層住宅地 

 

放出※ 大阪市 

鶴見区 

21 世紀に向けた福

祉、健康、スポーツ

等の複合広域拠点 

・大規模空閑地を活用した魅力・集客施設の整備 

（高齢者福祉・健康増進・スポーツをテーマとした開発） 

・片町線沿線の開発及び鉄道の利便性を活かした開発 

【第1段階】 

・北側は住宅＋低層店舗 

・南側は高齢者福祉施設、スポーツ・メディカル施設、

クアハウス、関連専門学校、展示施設など大阪外環

状線、片町線沿線からの集客が見込める施設 

【第2段階】 

・近隣型商業施設の活性化 

・面的な基盤施設の整備と中高層住宅の

建設促進 

 

高井田 東大阪市 都市型住宅と先端の

情報発信による新た

な住工共存のモデル

拠点 

・駅隣接地での基盤整備と産業情報拠点の形成 

・駅前の都市計画公園を活用したゆとりのある都市型住宅地 

・都市型工業と住宅との共存 

・新都心との連携 

・商業施設、業務オフィス、コンピューター専門学校など 

・産業情報センター（小規模展示場、研修・会議場等）（府立専業技術総合研究所跡地に予定され

ている（仮称）産業技術支援センターや新都心との連携） 

・住工共存による中高層住宅 

東大阪市第 2次総合計画（平成 15年策定） 

【高井田駅周辺を含む地域の整備基本方向】 
○商業・業務機能の拡充に努め、本市の拠点となる新都心整備を進めるとともに、住環境

の整備や交通体系の整備などを図り、利便性が高く、安全で活気のある地域を形成する。

【高井田駅に関連する計画】 
○大阪外環状線鉄道の整備を促進し、圏域の交通利便性の向上を図るとともに、関連する

周辺整備を進めます。 

永和 東大阪市 市西部のコミュニテ

ィ核としての生活創

造拠点 

・駅南側地区の再開発の促進 

・公益施設のストックを活用した工事都市機能の誘引 

・市民会館、福祉事務所、市役所支所等の機能更新（（都）永和高井田線のシンボルロード化） 

・公益施設の建て替えとあわせた高次都市機能の誘引 

・大型商業・アミューズメント施設 

・中高層住宅 

・既存商店街の活性化（高感度な小規模店舗などの立地促進） 

俊徳道 東大阪市 周辺の学生街を活か

した高感度の生活拠

点 

・駅前地区の再開発の促進 

・周辺地域での共同・協調建て替えの促進と基盤施設整備 

・周辺に立地する大学を活かした地域整備 

・中高層住宅 

・近隣的な商業施設 

東大阪市第 2次総合計画（平成 15年策定） 

【永和駅、俊徳道駅周辺を含む地域の整備基本方向】 
○本市の中心商業地にふさわしい近代的商業・業務地区の形成を図るため、土地の高度利

用などにより高次機能の集積を促進する。また、モノづくりのまちや学園都市としての

魅力を活かした、にぎわいと活気のある東大阪市の中心商業・業務地にふさわしい、ま

ちづくりを進める。 

【永和駅、俊徳道駅に関連する計画】 
○大阪外環状線鉄道の整備の促進に努め、圏域の交通利便性の向上を図るとともに、関連

する周辺整備を進めます。 

アーバントライアングル計画（平成 17 年：市民事業者らによる計画） 

【まとめの項目】 
・地域資源を活用したまちづくり  ・身近な緑化からはじめるまちづくり 

・人々が集い、協働活動を展開する ・地域のにぎわいをつくる 

柏田 東大阪市 地域コミュニティの

生活拠点 

・一定範囲での老朽木造住宅の建て替え促進と基盤施設整備 

・駅周辺地区での再開発の促進 

・住宅と工場との併存建て替えの促進 

【第1段階】 

・中高層住宅 

・近隣商業・サービス機能 

【第2段階】 

・住宅＋中小工場 

・住宅と工場との併存建て替え（共同住宅＋低層部に中小工場） 

東大阪市第 2次総合計画（平成 15年策定） 

【柏田駅周辺を含む地域の整備基本方向】 
○道路、公園などの整備を進め、安全な市街地の形成に努めるとともに、鉄軌道の早期事

業化や延伸、連続立体交差化の促進により、文教的雰囲気を活かした安全で快適な活気

のあるまちづくりを進める。 

【柏田駅に関連する計画】 
○大阪外環状線鉄道の整備の促進に努め、圏域の交通利便性の向上を図るとともに、関連

する周辺整備を進めます。 

加美 大阪市 

平野区 

歴史・文化を今に活

かした生活拠点 

・駅前広場とアクセス道路との整備 

・人の動線を考慮した駅位置、駅間動線の整備 

・市営住宅の建て替えとの連携 

・住宅 

・近隣商業・サービス機能 

・南側では既存の保健・福祉施設を活用した高齢者向け住宅など（市営住宅建て替えとの連携）

 

久宝寺※ 八尾市 先端技術と河内文化

とが交流する複合型

広域拠点 

・交通の利便性を活かした新たな都市機能の集積による都市核

の形成 

・都市基盤施設の整備 

・既存の工場集積の活用 

・歴史的資源、久宝寺緑地の活用 

・都市型産業・業務機能（R&D工場、核となるセンター（展示場、研修、会議場、インキュベー

ション機能）技術系の専門学校など 

・特化型専門店、大規模ディスカウントストア 

・中高層住宅 

・集客・目玉となる施設が必要（大規模展示場、ショールーム、企業博物館などの集積） 

八尾市都市計画マスタープラン（平成 18年 3月策定） 

【土地利用の方針】 
・大阪竜華都市拠点地区は、大阪中央環状線に接し、ＪＲ関西本線と大阪外環状線鉄道（整

備中）との結節点となる利便性の高い地区です。このため、都市型産業施設、公益 文

化施設、商業施設、医療施設及び都市型住宅の建設を進め、多様な都市機能を有する広

域的な都市拠点の形成をめざします。 

※以外の駅名は仮称 
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２．調査区域の現況  
 
（１）社会条件 
 
１）小学校区別人口・世帯数・年齢３区分人口 

 
身近な生活圏のひとつの単位となる小学校区に着目して、調査区域の人口動向の整理を行う。

調査区域内は、吹田南小学校と吹田第六小学校の二つの校区に分かれている。 

 
【吹田南小学校区】 

○平成 8 年から平成 18 年にかけて、人口が 1,983 人増加し、1.20 倍となっている。市全体の

増加率（1.04倍）と比較するとその増加率は高い。 
○世帯数では、平成 8 年から 18 年にかけて、1,320 世帯増加し、1.32 倍となっている。市全

体の増加率（1.13 倍）と比較するとその増加率は高い。また、平均世帯人員は市平均と同様に

縮小傾向であり、平成18年で2.2人／世帯となっている。（市全体2.3人／世帯） 

○人口密度は、72.4人／haと市平均 97.3 人／haより低く、工場群や低未利用な土地が校区内

にまだ多くあることのあらわれと考えられる。 

○老年人口率は平成 8 年から平成 18 年にかけて、5.0%上昇して 13.3％となっており、高齢化

が進んでいるとといえる。その比率は市全体（17.2%）より低い比率となっている。年少人口

率は0.7%上昇して16.2%となっており、市全体（14.8%）より高い比率となっている。 

 
【吹田第六小学校区】 

○平成8年から平成18年にかけて、人口が630人減少し、0.91倍となっている。 
○世帯数では、平成8年から18年にかけて、30世帯減少しているが、平成13年からの推移を

見ると 41世帯増加している。また、平均世帯人員は市平均と同様に縮小傾向であり、平成 18

年で2.1人／世帯となっている。 

○人口密度は 91.6人／haと市平均 97.3人／haより低く、平成8年から平成 18年にかけて、

縮小傾向である。 

○老年人口率は平成 8 年から平成 18 年にかけて、8.7%上昇して 23.1％となっており、高齢化

が進んでいるとといえるが、その比率は市全体（17.2%）より高い比率となっており、高齢化

が進んでいる地域といえる。年少人口率は 0.1%上昇して 11.2%となっているが、年少人口は

減少している。年少人口率、生産年齢人口率とも市全体より低く、少子高齢化が進んでおり、人

口の減少要因となっている。 

 
 
 ※年齢３区分 

年少人口  

  生産年齢人口  

  老年人口  

０～14歳

15～64歳

65歳以上
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小学校区別の世帯数の推移
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（表）小学校区別人口・世帯の推移 

（表）小学校区別年齢３区分別人口の推移 

各年 10月 1日現在 

（資料：政策推進室資料）
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各年１０月１日現在 

年齢３区分別人口構成の推移（吹田南小学校区）

15.5% 15.8% 16.2%
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（資料：政策推進室資料）

H8 H13 H18 H13/H8 H18/H8 H8 H13 H18 H13/H8 H18/H8

人口 人口 人口 世帯数 世帯数 世帯数

人口密度(人/ha) 人口密度(人/ha) 人口密度(人/ha) 世帯人員(人/世帯) 世帯人員(人/世帯) 世帯人員(人/世帯)

339,561 343,321 351,489 1.01 1.04 133,471 141,270 151,134 1.06 1.13

94.0 95.1 97.3 － － 2.5 2.4 2.3 － －

10,111 11,145 12,094 1.10 1.20 4,186 4,909 5,506 1.17 1.32

60.5 66.7 72.4 － － 2.4 2.3 2.2 － －

7,065 6,646 6,435 0.94 0.91 3,063 2,992 3,033 0.98 0.99

100.6 94.6 91.6 － － 2.3 2.2 2.1 － －

吹田南小学校区

吹田第六小学校区

市全体

H8 H13 H18 H13/H8 H18/H8

年少人口 総数(人) 51,888 51,002 51,246 0.98 0.99

0～14歳 構成比(％) 15.5% 14.9% 14.8%

生産年齢人口 総数(人) 246,852 244,631 236,119 0.99 0.96

15～64歳 構成比(％) 73.7% 71.3% 68.1%

老年人口 総数(人) 36,212 47,687 59,552 1.32 1.64

65歳以上 構成比(％) 10.8% 13.9% 17.2%

年少人口 総数(人) 1,564 1,757 1,958 1.12 1.25

0～14歳 構成比(％) 15.5% 15.8% 16.2%

生産年齢人口 総数(人) 7,704 8,206 8,527 1.07 1.11

15～64歳 構成比(％) 76.2% 73.6% 70.5%

老年人口 総数(人) 843 1,182 1,609 1.40 1.91

65歳以上 構成比(％) 8.3% 10.6% 13.3%

年少人口 総数(人) 779 742 718 0.95 0.92

0～14歳 構成比(％) 11.0% 11.2% 11.2%

生産年齢人口 総数(人) 5,269 4,646 4,233 0.88 0.80

15～64歳 構成比(％) 74.6% 69.9% 65.8%

老年人口 総数(人) 1,017 1,258 1,484 1.24 1.46

65歳以上 構成比(％) 14.4% 18.9% 23.1%

市

全

体

吹

田

南

小

学

校

区

吹

田

第

六

小

学

校

区
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２）地区別人口・世帯数・年齢３区分人口 

 
小学校区を単位とした人口等の現状を整理したが、今回の調査区域にかかわる町丁別での現状

を整理する。ここでは、吹田南小学校区のうち、JR東海道本線を挟んだ東側南吹田一・二丁目の

区域、西側南吹田三丁目の区域、そして吹田第六小学校区の川岸町・南清和園町・清和園町の区

域の3つについて動向を整理する。 

 
【南吹田一・二丁目】 

○平成８年から平成１３年にかけて人口が39人増加したが、その後減少し、平成１8年までで６

人の増加にとどまっており、ほぼ横ばい傾向（1.01 倍）といえる。市全体の増加率と比較する

とその増加率は低い。 
○世帯数も同様に、平成8年から13年にかけて41世帯増加したが、その後減少し、平成１８年

まででは 14 世帯の増加（1.03 倍）にとどまっている。市全体の増加率と比較するとその増加

率は低い。 
○人口密度は、31.5人／haと市全体 97.3 人／haより低く、工場群や低未利用な土地が区域内

にまだ多くあることのあらわれと考えられる。 

○老年人口率は平成 8 年から平成 18 年にかけて、3.7%上昇し 28.3％となっており、高齢化が

進んでいるといえる。その比率は市全体（17.2%）より高い比率となっており、高齢化が進ん

でいる地域といえる。年少人口率は 0.6%減少し、12.0%となっており、市全体（14.8%）よ

り低い比率となっている。 

 

【南吹田三丁目】 

○平成 8年から平成 13 年にかけて人口が 1 人増加したが、その後減少し、平成 18 年までで 9

人の減少となっており、ほぼ横ばい傾向（0.99倍）といえる。市全体の人口が増加するなかで、

横ばいから減少傾向にある区域となっている。 
○世帯数は増加傾向にあり、平成8年から18年にかけて98世帯増加し、1.23倍となっている。

市全体の増加率と比較するとその増加率は高くなっている。 
○また、人口の増加率よりも世帯の増加率が高く、平均世帯人員は縮小傾向で平成18年で2.1人

／世帯となっている 

○人口密度は、55.8人／haと市全体 97.3 人／haより低く、工場群や低未利用な土地が区域内

にまだ多くあることのあらわれと考えられる。 

○老年人口率は平成 8 年から平成 18 年にかけて、11.9%上昇し 22.8％となっており、高齢化

が進んでいるといえる。その比率は市全体（17.2%）より高い比率となっており、高齢化が進

んでいる地域といえる。年少人口率は 2.2%減少し、10.8%となっており、市全体（14.8%）

より低い比率となっている。 
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【川岸町・南清和園町・清和園町】 

○平成８年から平成 18 年にかけて人口が 254 人減少しており、0.93 倍となっている。市全体

の人口が増加するなかで、減少傾向にある区域となっている。 

○世帯数は平成8年から18年にかけて34世帯の増加でほぼ横ばい傾向（1.02倍）となってい

る。市全体の増加率と比較するとその増加率は低くなっている。 

○また、人口が減少し世帯は増加しているため、平均世帯人員は縮小傾向で平成18年で2.2人／

世帯となっている。 

○人口密度は、98.6 人／haと市全体97.3 人／haより若干高く、戸建て住宅を中心に土地利用

が進んでいることのあらわれと考えられる。 

○老年人口率は平成 8 年から平成 18 年にかけて、10.3%上昇し 24.5％となっており、高齢化

が進んでいるといえる。その比率は市全体（17.2%）より高い比率となっており、高齢化が進

んでいる地域といえる。年少人口率は 1.4%上昇し、11.5%となっており、市全体（14.8%）

より低い比率となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表）地区別人口・世帯の推移 
各年 10月 1日現在 

（資料：政策推進室資料）

H8 H13 H18 H13/H8 H18/H8 H8 H13 H18 H13/H8 H18/H8

人口 人口 人口 世帯数 世帯数 世帯数

人口密度(人/ha) 人口密度(人/ha) 人口密度(人/ha) 世帯人員(人/世帯) 世帯人員(人/世帯) 世帯人員(人/世帯)

339,561 343,321 351,489 1.01 1.04 133,471 141,270 151,134 1.06 1.13

94.0 95.1 97.3 － － 2.5 2.4 2.3 － －

994 1,033 1,000 1.04 1.01 490 531 504 1.08 1.03

31.4 32.6 31.5 － － 2.0 1.9 2.0 － －

1,069 1,070 1,060 1.00 0.99 418 482 516 1.15 1.23

56.3 56.3 55.8 － － 2.6 2.2 2.1 － －

3,518 3,364 3,264 0.96 0.93 1,465 1,465 1,499 1.00 1.02

106.2 101.6 98.6 － － 2.4 2.3 2.2 － －

市全体

南吹田一,二丁目

南吹田三丁目

川岸町、南清和園町
清和園町

地域別の人口の推移
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0.9

0.92

0.94

0.96

0.98

1

1.02

1.04

1.06

H8 H13 H18
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市全体 南吹田一,二丁目

南吹田三丁目 川岸町、南清和園町、清和園町

地域別の世帯数の推移

1.06
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1.23

1.03

1.00
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市全体 南吹田一,二丁目

南吹田三丁目 川岸町、南清和園町、清和園町
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（表）地区別年齢３区分別人口の推移 

年齢３区分別人口構成の推移（市全体）

15.5% 14.9% 14.8%

73.7% 71.3% 68.1%

10.8% 13.9% 17.2%
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（資料：政策推進室資料）

H8 H13 H18 H13/H8 H18/H8

年少人口 総数(人) 51,888 51,002 51,246 0.98 0.99

0～14歳 構成比(％) 15.5% 14.9% 14.8%

生産年齢人口 総数(人) 246,852 244,631 236,119 0.99 0.96

15～64歳 構成比(％) 73.7% 71.3% 68.1%

老年人口 総数(人) 36,212 47,687 59,552 1.32 1.64

65歳以上 構成比(％) 10.8% 13.9% 17.2%

年少人口 総数(人) 125 113 120 0.90 0.96

0～14歳 構成比(％) 12.6% 10.9% 12.0%

生産年齢人口 総数(人) 624 624 597 1.00 0.96

15～64歳 構成比(％) 62.8% 60.4% 59.7%

老年人口 総数(人) 245 296 283 1.21 1.16

65歳以上 構成比(％) 24.6% 28.7% 28.3%

年少人口 総数(人) 139 130 114 0.94 0.82

0～14歳 構成比(％) 13.0% 12.1% 10.8%

生産年齢人口 総数(人) 813 770 704 0.95 0.87

15～64歳 構成比(％) 76.1% 72.0% 66.4%

老年人口 総数(人) 117 170 242 1.45 2.07

65歳以上 構成比(％) 10.9% 15.9% 22.8%

年少人口 総数(人) 356 360 374 1.01 1.05

0～14歳 構成比(％) 10.1% 10.7% 11.5%

生産年齢人口 総数(人) 2,663 2,343 2,090 0.88 0.78

15～64歳 構成比(％) 75.7% 69.6% 64.0%

老年人口 総数(人) 499 661 800 1.32 1.60

65歳以上 構成比(％) 14.2% 19.6% 24.5%
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３）自治会 

 

調査区域内に含まれる自治会は、吹南地区連合自治会の「上新田自治会」「乾町自治会」と、吹

一・吹六地区自治会連合協議会の「川岸町自治会」「南清和園町自治会」「清和園町自治会」であ

る。 

 

 
自治会名 各自治会に含まれる町丁界区域 

上新田自治会 南吹田一・三丁目の全部 

南吹田二・四・五丁目の一部 

吹南地区連合自治会 

乾町自治会 南吹田二丁目の一部 

川岸町自治会 川岸町の全部 

南清和園町自治会 南清和園町の全部 

吹一・吹六地区自治会

連合協議会 

清和園町自治会 清和園町の全部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会区域図 

26



４）小学校区 
 

調査区域は、吹田南小学校区と吹田第六小学校区にまたがっている。 

吹田南小学校区の児童数は増加傾向にあり、平成 18 年 4 月時点で児童数が 742 人、学級数

が養護学級を含めて25クラスある。 

吹田第六小学校区の児童数は減少傾向にあり、平成18年４月時点で児童数が308人、学級数

が12クラスある。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（表）吹田南小学校の児童数及び学級数の現状 （表）吹田第六小学校の児童数及び学級数の現状 

（資料：教育委員会資料） 

平成１８年
児童数 学級数

１年生 145 5
２年生 146 4
３年生 101 3
４年生 120 3
５年生 111 3
６年生 101 3
小計 724 21
養護 18 4
合計 742 25

保有普通教室数 24

平成１８年
児童数 学級数

１年生 49 2
２年生 54 2
３年生 56 2
４年生 43 2
５年生 46 2
６年生 60 2
合計 308 12

保有普通教室数 16

小学校区図 
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５）まとめ 
 

社会条件から整理できる調査区域の特徴や課題を整理すると以下のとおりである。 

 

 
【吹田南小学校区】 

○人口は増加傾向である。 

○老年人口は増加しており、その比率も徐々に高まっているが、市平均と比べて低い老年人

口率となっている。 

○年少人口は増加しており、その比率も徐々に高まっており、市平均と比べて高い年少人口

率となっている。 

○小学校の児童数も増加傾向にあり、保有教室数に余裕がない状況となっている。 

 

【吹田第六小学校区】 

○人口は減少傾向である。 

○老年人口は増加しており、その比率も徐々に高まってきており、市平均と比べて高い老年

人口率となっている。 

○年少人口は減少しており、その比率は横ばい傾向となっているが、市平均と比べて低い年

少人口率となっている。 

○小学校の児童数は減少傾向にあり、保有教室数には比較的余裕がある状況となっている。 
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（２）土地・建物利用 

 
１）法的規制 

○十三高槻線沿道や小曽根南泉線沿道は第二種住居地域に定められている。 

○JR 東海道線と小曽根南泉線に挟まれたエリアや神崎川沿いの下水処理場などが立地するエリア

は準工業地域に定められている。 

○神崎川沿いの JR 東海道線を挟む大規模な工場が立地しているエリアは工業地域に定められてい

る。 

○そのほかは、第一種住居地域、第二種中高層住居専用地域などに定められている。 

○調査区域の範囲については、建ぺい率60%、容積率200%の指定がされている。 

○清和園町の全部と、南清和園町の一部は準防火地域に指定されている。 
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２）土地利用現況面積 
 

南清和園町、清和園町はその 8割以上が住居系土地利用で占められおり、業務や工業等の土地利用

がされていない。 

川岸町では神崎川や下水処理施設を含む公共施設系土地利用が 4割を占めているほかは、住居系と

工業系となっており、住工が混在する土地利用となっている。 

南吹田一・二丁目でも同様に、公共施設系土地利用以外は、工業系土地利用と住居系土地利用が多

くを占めており、住工が混在する土地利用となっている。また、南吹田二丁目では、河川敷や大阪外

環状線鉄道の軌道敷を含むため、低未利用地系土地利用の比率が14.6％と他と比較すると高くなって

いる。 

南吹田三丁目では、工業系土地利用が18.6％と南吹田一・二丁目や川岸町と比べると若干低い比率

ではあるが、やはり住工混在の土地利用といえる。また、商業・業務系の土地利用比率が 6.9％と他

と比較して若干高くなっている。 

全体的に緑地系土地利用の比率が市域全体の比率と比べて低くなっている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【凡例区分内訳】 
住居系土地利用 一般市街地 
商業・業務系土地利用 商業業務地、官公署 
工業系土地利用 工場地 
緑地系土地利用 公園・緑地、運動場遊園地、学校、社寺敷地、墓地 
農業系土地利用 田、畑 
公共施設系土地利用 水面、公共施設、道路鉄軌道敷 
低未利用地系土地利用 低湿地荒焦地、山林、原野・牧野、その他空き地 

土地利用現況面積

7421,955 213 122 72 430 76

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

吹田市域全体
面積：3611ha

単位：ha

住居系土地利用 商業・業務系土地利用 工業系土地利用
緑地系土地利用 農業系土地利用 公共施設系土地利用
低未利用地系土地利用

59

56

71

51

88

53

13

1

5

58

35

35

28

16

6

6

25

50

69

70

3

12

29

3

0 25 50 75 100 125 150 175 200

南吹田一丁目

面積：12.0ha

南吹田二丁目

面積：19.8ha

南吹田三丁目

面積：18.8ha

川岸町
面積：16.8ha

南清和園町
面積：10.6ha

清和園町
面積：5.9ha

単位：1000㎡

49.2% 4.2%

28.3% 0.5% 29.3% 3.0%

37.8% 6.9% 18.6% 36.7%

30.4% 20.8% 41.7% 7.1%

23.3% 20.8% 2.5%

25.3% 14.6%

89.8% 10.2%

83.0% 15.1% 2.8%

54.1% 5.9% 3.4% 20.6% 11.9%2.0% 2.1%

（資料：平成 18年度都市計画基礎調査）
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土地利用現況図をみると、神崎川沿いで工業地としての利用がみられる。また、JR東海道線西側の

南吹田三丁目・五丁目などでは、商業業務地としての利用もあり、江坂駅周辺の商業業務の集積と連

担している。 

 

平成１８年度土地利用現況図

（資料：平成 18年度都市計画基礎調査）

100m 500m00           500m 

N
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３）農地転用 
 

用途別の農地転用の状況をみると、駐車場など

を含む「その他」の用途への転用が多くを占めて

いる。 

地域別の届け出件数をみると、平成 7 年度か

ら平成18年度までの12年間で、南吹田一丁目

で14件、南吹田二丁目で12件の届け出がある。 

地域別の届け出面積をみると、平成 7 年度か

ら平成18年度までの12年間の合計は、南吹田

一丁目で 5,100 ㎡、二丁目において 5,700 ㎡

となっている。 

農地自体が少なくなっていることから、農地転

用の件数、面積とも経年的には徐々に減少傾向に

あるといえる。 
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平成18年 10月 1日現在
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４）低未利用地 
 

駐車場や農地などの低未利用地の状況をみると、南吹田一・二丁目のエリア、川岸町で件数、面積

とも多いことがわかる。特に、2,000㎡以上の大規模な敷地も3箇所あり、それ以外の敷地も連担し

ているところもあり、隣接する複数の敷地を一体的にとらえると大規模な敷地はさらに多くなる。清

和園町、南清和園町では、500㎡未満の小規模なものが大半を占めている。南吹田三丁目では20件

と他に比べると少なくなっている。 

 

 

 
平成17年 11月現在 
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５）地価公示価格 
 

調査区域及び周辺の地価公示価格の推移をみると、近年地価は下落傾向を続けていたが、平成 19

年（2007年）から全ての標準地において上昇傾向に転じている。 

地価公示標準地のうち、調査区域にある南吹田二丁目、三丁目、南清和園町の地価をみると、平成

19年（2007年）時点で17～19万円台／㎡となっている。周辺の南金田、泉町などは22万円台

／㎡程度となっており、周辺と比べると調査区域の地価は若干低い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地価公示価格の推移

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000(円/㎡）

①南吹田３－１２－１７ 251,000 241,000 229,000 216,000 202,000 190,000 183,000 181,000 187,000

②南吹田２－８－１９ 254,000 243,000 231,000 217,000 203,000 191,000 181,000 175,000 178,000

③南清和園町２２－４ 271,000 260,000 247,000 231,000 215,000 203,000 195,000 191,000 196,000

④南金田２－１９－１５ 340,000 323,000 305,000 283,000 260,000 240,000 225,000 217,000 221,000

⑤泉町１－１６－２ 294,000 280,000 265,000 250,000 233,000 220,000 213,000 211,000 218,000

⑥寿町１－１７－２３ 294,000 281,000 266,000 250,000 233,000 220,000 212,000 210,000 220,000

⑦穂波町１７－２ 317,000 305,000 291,000 273,000 249,000 231,000 217,000 209,000 211,000

⑧穂波町１２－４３ 303,000 264,000 240,000 220,000 195,000 176,000 166,000 162,000 165,000

平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

34



６）建物用途別現況 

 

都市計画基礎調査の建物用途別現況調査の平成元年度と平成 15 年度を比較して、その立地建物用

途の推移を見ると、平成元年度では住工混在の市街地の色合いが濃かったが、徐々に、輸送施設や業

務施設への転換が進んでいることがわかる。 

また、集合住宅をはじめとする住居系の建物も増えてきている。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成元年度 

平成 15 年度

建物用途別現況図凡例 

（資料：平成元年度・15年度都市計画基礎調査）

自治体行政施設 

中分類 小分類 色別 

官公署施設 赤茶色 

茶色 

茶色 

茶色 

緑色 

緑色 

緑色 

橙色 

橙色 
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紫色 

赤色 

桃色 

青色 

黄色 

山吹色 
黒斜線 

注 1 参照 
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【業務施設の推移】 
業務施設（事務所・銀行など）は、南吹田一丁目、三丁目、川岸町で業務施設の立地が 20 件以上

立地している。 

平成元年度から平成 15 年度の動向をみると、南吹田三丁目で 23 件から 35 件と立地件数が増加

している。南吹田一丁目、二丁目、川岸町では減少傾向にある。 

また、調査区域周辺の南金田一丁目・二丁目などでも業務施設の立地がみられる。 

 
平成元年度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 15 年度 

 

（資料：平成元年度・15年度都市計画基礎調査） 

● 立地位置 
   町丁界 
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【運輸施設の推移】 
運輸施設（倉庫・配送場など）は、平成元年度時点では、南吹田三丁目で 21 件と周辺に比べ多く

立地しているが、平成 15 年度時点では、南吹田一丁目、二丁目、川岸町でも立地が進み、南吹田一

丁目で35件、二丁目で22件、三丁目で34件、川岸町で15件となっている。 

 
平成元年度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 15 年度 

 

（資料：平成元年度・15年度都市計画基礎調査） 

● 立地位置 
   町丁界 
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【工業施設の推移】 
工業施設（工場など）が最も多く立地している川岸町では平成元年時点で13件の立地があったが、

平成 15年度時点では 7件に減少している。そのほか、南吹田一丁目、二丁目、三丁目でも減少して

いる。 

 

平成元年度 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 15 年度 

 

（資料：平成元年度・15年度都市計画基礎調査） 
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【共同住宅の推移】 
共同住宅の立地は全体的に増加しており、特に南吹田三丁目では平成元年度時点で 15 件と比較的

多く立地していたが、平成15年度時点ではさらに増加しており23件の立地となっている。 

そのほか、南吹田一丁目、二丁目、川岸町、南清和園町でも増加している。 

※共同住宅：2以上の住戸又は住室を有する建築物で、かつ、建築物の出入口から住戸の玄関に至る階段、廊下等の共用部分を有するもの。 

 

平成元年度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 15 年度 
 

（資料：平成元年度・15年度都市計画基礎調査） 
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７）建物用途別面積 
南吹田一丁目、二丁目で

は全体床面積が増加する

中において、業務施設や専

用住宅の面積増加がみら

れる。業務施設の件数は減

少していることから、業務

施設の更新などにより面

積が増加していると考え

られる。 

南吹田三丁目では、平成

元年から 15 年の間で共

同住宅や業務施設、運輸施

設の件数が増加している

ことがわかったが、平成 11年度と 17 年度の間ではその面積に変化は少ないことから、平成元年度

から 11 年の間にそれらの施設の新規立地が進んだと考えられる。また、専用住宅は、その更新や新

規立地により面積が若干増えている。 

川岸町でも南吹田三丁目と同様の傾向となっている。 

南清和園町、清和園町では、建物用途の6割前後を専用住宅が占めており、この専用住宅の更新や

新規立地により、面積が若干増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：平成 11年度・17年度都市計画基礎調査）
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【参考：平成１７年度建物用途別現況】 
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８）建物構造別床面積 

木造の建物は清和園町では7割近く、南清和園町では5割近くを占めており、市全体の比率と比較

すると、高い比率となっている。後述の建物年齢別床面積の状況とあわせて考えると、耐震性に課題

のある木造住宅が多いことが予想され、防災面での課題があるといえる。 

南吹田二丁目、三丁目、川岸町では、木造の建物比率が 2～3 割と市全体の比率と同程度となって

いるが、市全体と比べると鉄筋コンクリート造は比較的少なく鉄骨造が過半数を占めている。 

南吹田一丁目では木造の比率が1割を下回っており、鉄骨造が8割以上を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９）建物年齢別床面積 

昭和30年以前の古い建物の比率をみると、清和園町で16.8%、南吹田二丁目で22.0%と市全体

の比率と比較すると高い比率となっている。 

昭和 56 年以降の建物がいわゆる新耐震基準を満たしているが、各町における昭和 50 年以前の建

物比率でその対応状況を概観すると、清和園町と南吹田二丁目で昭和 50 年以前の建物が過半数を超

えている。清和園、南吹田三丁目では4割前後の建物が昭和50年以前となっている。 

南吹田一丁目では、昭和50年以前の建物が1.6％と他と比べると低い比率となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料：平成 17年度都市計画基礎調査） 

（資料：平成 17年度都市計画基礎調査） 

建物構造別床面積

26,547

69.7%

31,013

47.3%

12,623

27.0%

18,500

20.1%

12,875

20.4%

3,403

7.9%

2,561

6.7%

11,105

16.9%

9,810

21.0%

18,831

20.4%

21,637

34.2%

2,279

5.3%

8,167

21.5%

23,453

35.7%

24,290

52.0%

54,596

59.3%

28,549

45.2%

37,422

86.7%

798

2.1%

50

0.1%

186

0.2%

118

0.2%

35

0.1%

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000 90,000 100,000

清和園町

町総計：38,073㎡

南清和園町

町総計：65,621㎡

川岸町

町総計：46,723㎡

南吹田三丁目

町総計：92,113㎡

南吹田二丁目

町総計：63,179㎡

南吹田一丁目

町総計：43,139㎡

(㎡)

木造、土蔵 鉄筋、
鉄骨鉄筋コンクリ－ト造

鉄骨、軽量鉄骨造 レンガ、
コンクリ－トブロック造

3,980

21.1%

11,463

60.6%

3,410

18.0%

52

0.3%

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000 20,000

市全体

市総計：18,904,948㎡

(1000㎡）

建物年齢別床面積

13,896

22.0%

749

0.8%

6,378

16.8%

161

0.4%

12,064

19.1%

12,352

13.4%

4,613

9.9%

9,154

13.9%

9,214

24.2%

509

1.2%

15,419

24.4%

27,662

30.0%

9,239

19.8%

16,710

25.5%

4,331

11.4%

8,913

20.7%

9,238

14.6%

19,092

20.7%

12,554

26.9%

14,544

22.2%

6,455

17.0%

18,603

43.1%

5,871

9.3%

19,834

21.5%

13,773

29.5%

16,674

25.4%

6,127

16.1%

5,005

11.6%

5,981

9.5%

9,913

10.8%

4,500

9.6%

5,714

8.7%

3,919

10.3%

9,948

23.1%

710

1.1%

2,511

2.7%

2,044

4.4%

2,825

4.3%

1,649

4.3%

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000 90,000 100,000

清和園町

町総計：38,073㎡

南清和園町

町総計：65,621㎡

川岸町

町総計：46,723㎡

南吹田三丁目

町総計：92,113㎡

南吹田二丁目

町総計：63,179㎡

南吹田一丁目

町総計：43,139㎡

(㎡)

昭和30年以前 昭和31年
　～昭和40年

昭和41年
　～昭和50年

昭和51年
　～昭和60年

昭和61年
　～平成7年

平成8年
　～平成12年

平成13年
　～平成16年

632

3.3%

1,551

8.2%

3,838

20.3%

4,557

24.1%

4,200

22.2%

2,470

13.1%

1,657

8.8%

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000 20,000

市全体

市総計：18,904,948㎡

(㎡)

42



10）建物新築件数の推移 

平成 7年度から 18年度の調査区域における建物新築件数は、平成 15年度までは年間 10件前後

で推移していたが、平成16年～18年は30件前後の新築があり、建築活動が活発化している傾向が

みられる。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11）町別用途別建物新築状況 

平成 7年度から 18年度の町別の新築建物の件数をみると、南清和園町が最も多くなっており、つ

いで清和園町、川岸町、南吹田三丁目と続く。 

南清和園町、清和園町は新築建物のすべてが専用住宅となっている。そのほかの町でもその多くが

専用住宅となっている。南吹田一丁目では商業用の建物が8件（22.8％）新築されており、他の地区

と比較すると商業用の比率が高くなっている。 

平成 13 年度以降の建築確認概要書の内訳を詳細にみると、専用住宅のほとんどは戸建て住宅であ

るが、共同住宅も全体で10件申請されている。 

事業所などの建物としては、「倉庫業ではない倉庫」の申請が10件と最も多く、ついで「事務所」

が8件と多くなっている。 

 
 
 
 

 
 
 

  

 
 
 
 

用途別建物新築状況（H7～18)
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（資料：都市計画基礎調査（H16以降は建築確認概要書）） 

※倉庫・事務所は「その他」に含む）
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（資料：平成 16年度都市計画基礎調査（平成 16年度以降は建築計画概要書による）） 

平成18年 10月 1日現在 

平成18年 10月 1日現在 
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 12）まとめ 

 
土地・建物利用の状況から整理できる調査区域の特徴や課題を整理すると以下のとおりである。 

 

 
【南吹田一・二丁目付近】 

○倉庫や物流センターなどの流通機能が立地している。業務施設、工業施設は減少傾向にある。 

○南吹田二丁目には大規模な工場（ネオマックス）が立地している 

○低未利用地などが土地利用転換され、賃貸マンションの供給がいくつかみられる。 

○共同住宅は、3階～6階建て賃貸マンションや2階建てハイツ、木造アパートなどの賃貸共同

住宅である。 

○低未利用地は農地、駐車場などの土地利用がされている。 

○1,000㎡以上の低未利用地も5箇所あり、そのうち２箇所は2,000㎡以上の敷地である。低

未利用地が連担する所もある。 

 

【南吹田三丁目付近】 

○倉庫や物流センターなどの流通機能と、業務施設が立地している。 

○流通、業務機能は事業所が入れ替わりながらも機能的には継続するとともに、新規立地も進ん

でいる。 

○小曽根南泉線（フラワーロード）沿いには商店などの立地もみられる。 

○工業施設は数件の立地にとどまっている。また周辺の穂波町ではアサヒビール関連の大規模な

物流企業も立地している。 

○低未利用地などの土地利用が転換して、賃貸マンションの供給が活発である。 

○共同住宅は、3 階建て程度の賃貸マンションや２階建てハイツ、木造アパートなどの賃貸共同

住宅である。 

○小曽根南泉線（フラワーロード）沿道（南金田一丁目）には 9 階建ての賃貸マンションや 10

階建ての分譲マンションなど、高層マンションも立地している。 

○低未利用地は、主に駐車場としての土地利用がされている。 

○1,000㎡以上の低未利用地は1箇所だけであり、500㎡未満の比較的小規模な敷地が多い。 

（※調査区域外であるがエリア西側に、ゴルフ練習場など企業保有の大規模敷地がある） 

 

【川岸町・南清和園町・清和園町付近】 

○川岸町には倉庫や物流センターなどの流通機能が立地しており、業務施設、工業施設は減少傾

向にある。 

○十三高槻線沿道に業務施設が立地している。 

○低未利用地などの土地利用が転換して、賃貸マンションの供給がいくつかみられる。 

○共同住宅は3階建賃貸マンションや2階建ハイツ、木造アパートなどの賃貸共同住宅である。 

○低未利用地は農地、駐車場などの土地利用がされている。 

○1,000㎡以上の低未利用地も3箇所あるが、清和園町、南清和園町では小規模な敷地が多い。

十三高槻線沿道や川岸町では低未利用地が連担している所もある。 
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（３）道路 
 
１）都市計画道路網 

 

調査区域内を通る都市計画道路としては、未整備区間のある「西吹田駅前線」及び、事業中区間の

ある「十三高槻線」がある。 

都市計画道路十三高槻線は、高槻から新大吹橋を経て十三へ至る幹線道路であり、南吹田地域と周

辺地域を結ぶ重要な道路であり、現在、阪急千里線を地下で立体交差するための工事を含め、内環状

線から吹田第六小学校前付近の区間（寿町工区）で事業が進められている。計画では平成 22 年度末

に開通予定である。 

都市計画道路西吹田駅前線は、JR東海道線の東西市街地を結び、大阪外環状線鉄道の新駅へのアク

セス路となる重要な道路であり、大阪外環状線鉄道の新駅設置にあわせた整備を計画している。 

 

 

都市計画道路整備状況図 
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２）調査区域の道路現況 

土地区画整理事業が施行された南吹田一～三丁目や川岸町では、幅員 6ｍ以上の道路延長比率がほ

ぼ過半をしめており、一定の道路基盤・道路体系が整備されている。 

南吹田二丁目南側の市街地では、幅員４ｍ未満の道路も比較的多く、幅員 4ｍ未満の狭隘道路の率

は、南吹田二丁目で22.0％となっているほか、川岸町で22.1％となっている。 

また、南清和園町、清和園町における、幅員4ｍ未満の狭隘道路の率は、それぞれ17.8%、13.7%

であり、幅員6ｍ未満の道路が大半を占めている。 
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        ８ｍ未満

幅員８ｍ以上
      12ｍ未満

幅員12ｍ以上
      16ｍ未満

幅員16ｍ以上
      22ｍ未満

幅員22ｍ以上

（表）各町別道路面積・延長などの状況 

（資料：平成 14 年度都市計画基礎調査） 

（資料：平成 14 年度都市計画基礎調査）

町丁目名
道路面積(A)
（㎡）

道路延長(B)
（ｍ）

狭隘道路延長
（4ｍ未満）
(C)

狭隘道路率
（C/B)

道路率
(A/区域面積）

市全体 3,904,670 670,800 150,100 22.4% 10.8%

南吹田一丁目 26,300 3,290 310 9.4% 22.2%

南吹田二丁目 22,500 3,770 830 22.0% 11.3%

南吹田三丁目 30,000 3,670 490 13.4% 15.8%

川岸町 29,600 4,030 890 22.1% 17.9%

南清和園町 19,200 4,220 750 17.8% 18.2%

清和園町 9,700 2,340 320 13.7% 16.2%
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（資料：平成 14年度都市計画基礎調査）

幅員別道路現況図 

100m 500m00                  500m 
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（４）交通 
 
１）道路交通量 
 

国道 479 号（大阪内環状線）の 12 時間交通量が 2 万台を超える交通量がみられるが、十三高槻

線の寿町工区が開通することにより、これらの交通が分散され調査地区内に流入することが予測され

る。 

国道423号（新御堂筋）の交通量は増加傾向もみられるが、国道479号の交通量をはじめとして、

全体的に交通量自体は減少傾向にある。 
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２）公共交通 
 

調査区域最寄り駅である阪急吹田駅の乗降客数は、19,279人／日（平成16年）、地下鉄江坂駅（御

堂筋線）では、96,299人／日（平成10年）、JR東淀川駅では16,172人／日（平成16年）とな

っている。 

乗降客数の推移をみると、阪急吹田駅では乗降客数が減少し、JR東淀川駅では増加している。江坂

駅については北大阪急行の乗降客数は減少している。 

大阪外環状線鉄道が開通して、新駅が設置されると、これらの乗降客数のうち新駅を利用する者が

発生すると予測される。 

調査地区にはバス路線は通っていないが、西吹田駅前線のJRより西側まで来る路線があり、「水道

部前」のバス停が設置されている。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※1 JR吹田、阪急吹田、豊津、関大前各駅の乗降客数は、平成12、16年ともに吹田市統計書より作成 

※2 相川、上新庄、下新庄、緑地公園各駅の乗降客数は、平成12、16年ともに大阪府統計年鑑より作成 

※3 JR東淀川駅の乗降客数は、平成12、16年ともに大阪市統計書より作成 

※4 JRの乗降客数については、乗客数の2倍としている。 

※5 江坂駅については、表中の乗降客数は平成12、16年ともに北大阪急行線のみの数値となっている。(吹田市統計書) 

参考値として、江坂駅の御堂筋線乗降客数は96,299人となっている。(平成10年地下鉄交通調査：大阪市統計書) 
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（５）公園緑地等 
 
１）都市計画公園・緑地の状況 

 
調査区域及び周辺においては区画整理事業により整備された上新田公園や南清和園公園などの街区

公園や近隣公園である南吹田公園が整備されている。 

そのほかにも、小規模な児童遊園や緑道などが整備されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

公園・緑地の整備状況図 

種別 名称 住所 開設面積(㎡)
地区公園（都市計画公園） 中の島公園 中の島町6 64,000

南吹田公園 南金田1丁目12 23,000
江坂公園 江坂町1丁目19 23,000
広芝公園 広芝町1 5,300
穂波公園 穂波町8 2,400
下新田公園 南吹田5丁目5 2,500
川岸公園 川岸町13 2,500
南金田公園 南金田2丁目9 2,700
南清和園公園 南清和園町43 3,200
上新田公園 南吹田1丁目8 3,700
新いずみ公園 泉町2丁目40 1,000
金田公園 金田町26 1,600
五反島公園 南吹田5丁目34 4,700

近隣公園（都市計画公園）

街区公園（都市計画公園）

平成 16 年 9 月現在 
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  ２）生産緑地地区の状況 
 

調査区域及び周辺においては、南吹田一丁目に1カ所、南吹田二丁目に2カ所、南吹田三丁目に1

カ所、川岸町に1カ所の生産緑地地区が指定されている。 

 

 

 
地区名 面積 

南吹田1－1生産緑地地区 約 0.06ha 

南吹田2－1生産緑地地区 約 0.24ha 

南吹田2－2生産緑地地区 約 0.18ha 

南吹田3－1生産緑地地区 約 0.06ha 

川岸町－1生産緑地地区 約 0.27ha 

 
 
 
 

生産緑地地区の指定状況図 

平成 19 年 1 月現在 
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（６）供給処理施設 
 
１）下水道 
調査区域の公共下水道は合流区域として整備済みであり、そのうち、清和園町の一部が川面処理区

の川面処理分区に含まれ、そのほかは南吹田処理区の泉町処理分区に含まれている。 

 
 
２）上水道 
調査区域においては、上水道が整備済みである。 

 
３）工業用水道 
調査区域及び周辺においては、大阪府工業用水道をはじめとして、阪神水道企業団や尼崎市水道な

ど7つの工業用水道が敷設されている。 

 
４）ガス 
都市ガスのガス管はほとんど敷設されておらず、幹線道路沿道以外では、プロパンガスの利用が多

い。 
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下水道計画一般図 
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（７）河川・水路 
 
１）神崎川 

調査区域に南接する神崎川は、摂津市の一津屋で淀川から分岐し、相川で安威川と、加島で猪名川

と合流し大阪湾に流れこむ。明治の付け替え工事など幾度も改修され、古くから農業用水や水運に使

われてきた。明治以降は尼崎港の近代化とともに工業化が進み、神崎川沿いに工場立地が進んだ。そ

のため工場排水による汚染が進み悪臭を放ったが、戦後防潮堤整備や川底のしゅんせつ、下水道の整

備などにより、水質の改善が図られ、現在では水鳥など多数の生き物の住める川になっている。 

 
（参考）神崎川ネオ・リバープラン【大阪府・平成８年策定】 

神崎川は、大都市に残された水と緑を有する貴重なオープンスペースであり、人々のふれあいの場

として、身近な自然とふれあう場として、やすらぎとうるおいのある親しみのある川として、地域社

会に調和した都市のオアシスの確立を目指し、5つの方針に従って河川空間の整備を図る。 

 
（5つの方針） 

■都市の中の貴重なオープンスペースとして、やすらぎとうるおい及び安全性を与える空間を作

ります。 
■高水敷へ人々を誘導し、ふれあいとにぎわいのあふれる空間をつくります。 
■周辺の公園、集客施設との連携を図り、地域のシンボルとなる空間をつくります。 
■神崎川の歴史や現状を積極的にアピールできる空間をつくります。 
■神崎川全川に連続性を持たせ、異なる河相（川の姿）に配慮します。 
 

 
 

【調査区域を含むゾーンの位置付け】 
○にぎわい・活動のゾーン 
背後の商業系集客施設や、ビオトープ（生物の生息する空間）、桜づつみなど環境整備事業とのネットワークを

つくり、高水敷に人を誘導して、レガッタ観覧や新しいイベントのできる水辺空間の整備を図るゾーンです。 
○ふれあい・歴史ゾーン 
史跡、神事など、神崎川に関する歴史的スポットを活用して神崎川への親しみや興味を高める施設整備を図る

とともに、高水敷を利用したせせらぎの創出及びイベントの場としての整備を図るゾーンです。 
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２）農業用水路 
調査区域は古くは田園地帯であったことから、農業用水の馬廻り水路や東西新井路水路が通ってい

る。これらの水路は既に暗渠化されている部分も多い。 

 

農業用水路の状況図 
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（８）市街地の防災性 
 
１）消防活動困難区域 
 
消防活動を円滑に行うための必要幅員 6ｍの道路又は消防水利が適正に配置されていないため、消火

活動を行うには極めて条件が悪い区域として、幅員6ｍの道路から140ｍの範囲以外の区域を消防活動

困難区域として抽出すると、調査区域においては清和園町付近の2.4haが消防活動困難区域となる。  

N

100m 500m0
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２）浸水想定区域（洪水ハザードマップ） 
 

大雨による洪水が発生した際の浸水想定区域をみると、JR東側の南吹田一～二丁目や南清和園町、清

和園町、川岸町の一部などが、浸水深さ2.0～5.0ｍと予測がされており、洪水時避難所には吹田第六小

学校が設定されている。 

JR西側の南吹田三丁目などは、浸水深さ1.0～2.0ｍと予測されており、洪水時避難所には吹田南小

学校が設定されている。 

洪水避難地図（浸水想定区域） 
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（９）生活利便施設等 

 

【大型店舗の立地状況（店舗面積 1,000 ㎡以上）】 

吹田市内には店舗面積が1,000㎡を超える大規模小売店舗が、43店舗有り、調査区域周辺半径3㎞

の範囲においては14店舗が立地している。 

 

吹田市内の大型店舗の立地状況（店舗面積 1,000 ㎡以上）     平成 17年 12 月末現在 

種類  店舗名 
1 イズミヤ千里丘店 
2 吹田さんくす（含ダイエー吹田店、吹田さんくす専門店街） 
3 ジャスコ南千里店 
4 北千里サティ 
5 大丸ピーコック山田店（山田北ショッピングプラザ内） 
6 ニッショーストア緑地公園店（バンブー緑地公園内） 
7 阪急オアシス北千里店 
8 大丸ピーコック北千里店 
9 ファッションデポ吹田店 
10 サカエ江坂店 
11 山甚ビル（含コーヨー北江坂店） 
12 デイリーカナートイズミヤ山田西店 
13 メラード佐井寺（含関西スーパー佐井寺店） 
14 アザール桃山台（含阪急オアシス桃山台店） 
15 ライフ吹田泉町店 
16 コーヨー山田店（デュー阪急山田内） 
17 マックスバリュ千里丘店 

スーパー 

18 フレンドマート岸辺店 
1 豊津振興市場 小売市場 
2 豊津ファミリーショップ 
1 東急ハンズ江坂店 
2 コジマNEW緑地公園店 
3 阪急百貨店江坂家具ショールーム 
4 ミドリ電化南千里店 
5 オートバックス吹田泉町店 
6 大塚屋江坂店 
7 アオキ大阪千里総本店 
8 オルボ新御堂筋本店（含ダイソー） 
9 ミドリ電化吹田店 
10 BOOK OFF吹田関大前店 他 
11 スポーツオーソリティデュー阪急山田店（デュー阪急山田内） 

専門店 

12 トイザらス阪急山田店（デュー阪急山田内） 
1 コーナン千里山田店（山田北ショッピングプラザ内） 
2 コーナン吹田インター青葉丘店 
3 オージョイフル江坂店 

ホームセンター 

4 ロイヤルホームセンター吹田店 
1 北センタービル 
2 東急ライブプラザブーミン 
3 東急プラザオッツ（含ユニクロ） 
4 北千里専門店 
5 メロード吹田一番館 
6 デュー阪急山田（含ユニクロ、ブックファースト） 

その他 

7 ガーデンモール南千里（阪急オアシス南千里店、スーパーサンキョー） 
（資料：吹田市新商工振興ビジョン）      

 

【コンビニエンスストア】 

調査区域内には南吹田一丁目に1カ所、南吹田三丁目に1カ所の立地がみられる。周辺では江坂駅周

辺に立地が多くみられる。そのほか、幹線道路沿いを中心に立地がみられる。 

【医療施設】 
調査区域内の医療施設として医院が南吹田一丁目に1件立地している。 

周辺においては、江坂駅、JR吹田駅をはじめとし、駅周辺での立地がみられる。 

【子育て関連施設】 
調査区域内では南清和園町に吹六保育園が立地している。 

【高齢者福祉施設】 

調査区域内には南清和園町に高齢者いこいの間が立地している。 

周辺では南金田でデイサービスセンターやグループホームなどが立地している。 

【障害者福祉施設】 
調査区域内では南清和園町に共同作業所が立地している。 

周辺では寿町に共同作業所や授産施設などが立地している。 
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（１０）産業 

 

１）事業所 

 

南吹田エリアには、吹田市の全事業所のうち8.1%、江坂エリアには25.2%の事業所が立地してい

る。 

南吹田エリアにおいて、吹田市全体に対して立地の比率が比較的高いものは「製造業」（23.4%）、

「電気ガス・熱供給・水道業」（21.1%）、「運輸・通信業」（14.0%）となっている。 

江坂エリアにおいては、「金融保険業」（40.0%）、「卸売小売業」（28.1%）などが比較的高くなっ

ている。 

 

 

 

 

 エリア内町丁目 

南吹田エリア 南吹田一～五丁目、南金田一～二丁目、穂波町、川岸町、南清和園町、清和園町 

江坂エリア 江坂町一～二丁目、垂水町三丁目、豊津町、広芝町、芳野町、江の木町 
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２）IT 関連事業所の立地状況 

 

国土交通省の調査によると、吹田市はソフト系 IT産業の立地数が、全国の都市比較の中で44位（平

成18年3月現在）と上位に位置している。 

南吹田エリア及び江坂エリアにおける IT関連事業所の吹田市全体における立地比率を見ると、江坂

エリアにおいて、「インターネット関連サービス」19件中14件（73.7%）、「情報処理業」94件中

56件（59.6%）と過半を占めている。 
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資料：ソフト系 IT産業の実態調査 

（国土交通省：2005年 10月～2006年３月） 

ソフト系 IT産業の立地数上位都市

順位 市区町村 
2005 年 9 月

事業所数（件）

2006 年 3 月

事業所数（件）

半年間の増減

（件） 

1 東京都 23 区 9,975 9,910 -65 

2 大阪市 2,757 2,759 2 

3 名古屋市 1,408 1,389 -19 

4 横浜市 1,182 1,131 -51 

5 福岡市 1,085 1,095 10 

6 札幌市 958 935 -23 

7 仙台市 559 553 -6 

8 広島市 530 536 6 

9 神戸市 410 395 -15 

10 京都市 420 390 -30 

11 川崎市 390 380 -10 

12 岡山県岡山市 312 307 -5 

13 静岡県浜松市 275 278 3 

14 新潟県新潟市 275 274 -1 

15 石川県金沢市 274 271 -3 

16 熊本県熊本市 261 262 1 

17 静岡市 247 256 9 

18 さいたま市 262 255 -7 

19 北九州市 240 236 -4 

20 千葉市 210 206 -4 

21 香川県高松市 197 200 3 

22 愛媛県松山市 192 189 -3 

23 栃木県宇都宮市 176 184 8 

24 長野県長野市 180 180 0 

25 富山県富山市 171 170 -1 

26 鹿児島県鹿児島 164 168 4 

27 沖縄県那覇市 140 151 11 

28 福井県福井市 143 144 1 

29 大分県大分市 140 140 0 

30 岩手県盛岡市 137 137 0 

30 東京都八王子市 132 137 5 

32 群馬県前橋市 134 133 -1 

33 岐阜県岐阜市 138 132 -6 

34 群馬県高崎市 125 129 4 

35 宮崎県宮崎市 116 122 6 

36 高知県高知市 117 121 4 

37 長崎県長崎市 119 119 0 

38 兵庫県姫路市 123 117 -6 

39 東京都立川市 113 116 3 

40 神奈川県相模原 114 115 1 

41 広島県福山市 109 114 5 

42 静岡県沼津市 112 113 1 

42 徳島県徳島市 119 113 -6 

44 秋田県秋田市 108 110 2 

44 大阪府吹田市 123 110 -13 

44 長野県松本市 109 110 1 

47 茨城県水戸市 106 106 0 

48 山梨県甲府市 92 100 8 

49 山形県山形市 98 98 0 

50 福島県郡山市 96 96 0 

 

（資料：NTTタウンページ）

平成19年 2月現在 
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（１１）オフィスの供給状況 
 

江坂駅周辺と南吹田地域におけるオフィス床の賃貸料を比較すると、江坂駅周辺では

3,000 円／㎡前後での設定が多くなっており、南吹田周辺では、それよりも低い 2,000

円／㎡前後での設定が多くなっている。 

江坂駅周辺のオフィス床の需給状況を見ると、賃料は下落傾向であるが、空室率は平成

15年（2003年）をピークに下がってきており、近年江坂駅周辺のオフィス床ニーズが高

まってきていると思われる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 空室率 

(%) 

預託金 

(円／坪) 

募集賃料 

(円／坪) 

平成13年 9.8 122,200 9,500

平成14年 11.4 113,200 8,720

平成15年 13.2 107,600 8,660

平成16年 11.8 98,600 8,140

平成17年 10.0 93,500 7,830

 
 
 
 

江坂～南吹田周辺のオフィス床単価の状況
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（資料：民間不動産仲介業者ホームページ掲載物件データより作成）

江坂駅周辺の

床単価相場 

南吹田周辺の

床単価相場 

江坂駅周辺におけるオフィス床の需給状況 

（資料：生駒データサービス） 

対象エリア 

江坂駅周辺におけるオフィス床の空室率の推移 
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（１２）住宅の供給状況 
 

調査区域周辺半径３㎞圏の吹田市内における最近 5 年間の分譲マンションの供給状況を

見ると、平成13年（2001年）～平成14年（2002年）にかけては500件台、その後

平成15年（2003年）以降は300～400件台で推移している。 

供給されている住宅は70㎡台、3,000万円台の規模、価格が中心である。 
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（１３）歴史・文化 

 

１）調査区域の歴史 

○調査区域を含む吹田市南部は、淀川・安威川・神崎川と千里丘陵を源流とする川から運ば

れた堆積物で作られた平地になっている。地質は安威川・神崎川沿岸低地の沖積層で、約1

万年前以降にできた比較的新しい地層となっている。約6000年前頃をピークとする縄文

海進で海面が約 6ｍ上がり、その結果「吹田砂堆」を形成し、吹田の古い集落はこの上に

形成している。 

○かつては海がすぐそばまで迫っており、海運などの交通の要衝となっていた。延暦 4 年

（785 年）、和気清麻呂により、神崎川と淀川を直結させる工事が行われ、西国から船便

で大阪湾・神崎川を経由し京都へ向かう河港としても発達した。 

○また、「吹田の渡し」とともに西国街道・亀岡街道なども通っており、陸路・水路ともに西

国と京都を結ぶ交通の要衝として発達した。宝永 3年（1706年）には吹田村の一部が幕

府直轄地の天領から仙洞御料（上皇の領地）となり、近年まで京とのつながりが深かった。 

 

２）歴史・文化資源の分布 

（農業空間としての歴史） 

○調査区域の歴史文化的基盤は農業にある。古来から淀川の氾濫と悪水の停滞に苦しんだ低

湿地帯で、安土桃山時代から江戸時代にかけて多種多様な用排水事業が行われてきた。歴

史的には、様々な用排水事業を背景に、「神内村外67ケ村申し合せ組合」という協議機関

の設置が行われ、明治時代に入ると「水利
すいり

土功会
どこうかい

」が設置され、明治 26 年 1 月 28 日に

は神崎川と安威川の頭文字をとり「神安
しんあん

普通
ふつう

水利
すいり

組合
くみあい

」に改組された。明治時代から大正

時代にかけて、神崎川の直線化工事や、現在の排水系統の基盤となった第 1 次安威川改修

工事、また、昭和10年・13年の集中豪雨により被災した安威川の決壊に関連した神崎川

改修工事、第2次安威川改修工事等に関連する様々な事業が取り組まれた。 

○そうした中、「神安普通水利組合」は昭和 24 年 8 月の土地改良法の施行にともない昭和

26年2月10日「神安土地改良区」に組織変更された。その後、時代の農業環境に対応す

べく水利施設の数々の整備、改善事業が実施されてきた。現在は本土地改良区の愛称を『水

土里ネットしんあん』とし都市化の中でより地域に開かれ、より身近に感じてもらえるよ

う地域づくりに向けた事業にも取り組んでいる。 

（馬廻り水路） 

○調査区域には、現在も「馬廻り水路」等の農業水路が残されており、都市化が進む中で残

された農地に用水を引き、地域の原風景を留め貴重な潤い空間を担うとともに生物多様性

の基盤としても、特徴あるまちづくりに活かせる重要な資源といえる。 

77



（吹田くわい） 

○地域での農産物は、大阪近郊の商業的農業が発達し、米・菜種・木綿とともに、くわい・

芹などの野菜栽培も盛んであった。特に「吹田くわい」と名付けられたくわいは昔より美

味として名高い。植物分類学者の牧野富太郎博士は、オモダカが肥沃な土地で成長進化し

た吹田原産であることを明らかにし学名を付与され

た。また、昭和 40 年頃に阪本寧男京大教授の研究

で、野生と栽培の中間の「半栽培植物」として伝わ

った、遺伝学研究上世界的に貴重な品種であること

が明らかとなった。栽培地は神崎川と糸田川と千里

丘陵に囲まれた地域で清和園、泉、金田、穂波、南

吹田であった。現在、「吹田くわい保存会」が結成さ

れ、栽培と保存に取り組んでいる。 

 

３）歴史・文化資源の分布 

調査区域は、「みんなで創る！歴史と文化のまちづくり（平成 16 年 3 月吹田市）」では、

「吹田の歴史ゾーン」と「豊津・江坂の歴史文化ゾーン」に位置づけられ、各ゾーンの特徴は

以下のとおりである。 

[吹田の歴史ゾーン] 

○東に隣接する吹田発祥の地「吹田」は亀岡街道と神崎川が交差する付近にあった「吹田の

渡し」周辺に形成された在郷町を母体に発展した。歴史と文化と街並みを今に伝え、新・

在郷町として歴史・文化資源の保全・活用が求められている。吹田歴史文化まちづくりセ

ンター、旧西尾家住宅が保全・活用されており、これらの活動拠点を形成している。 

○「吹田歴史文化まちづくりセンター」は吹田市の文化施設で、平成 15 年、歴史と文化の

まちづくりにかかわる文化活動や交流の場として活用することを目的に、江戸末期の庄屋

屋敷の寄付を受け、現在の姿に改修し再生されている。 

○仙洞御料時代の壮大な庄屋が、明治時代に改修され、建築家武田五一設計の離れなどがあ

る旧西尾家住宅は、江戸、近代の地域文化を残す数少ない建物であり、市の吹田文化創造

交流館として公開・活用されている。指揮者、作曲家、ヴァイオリニストとしても幅広く

活動し、28歳という若さで亡くなった貴志康一の生家としても知られ、ミニコンサートな

ども行われている。 

[豊津・江坂の歴史文化ゾーン] 

○一方、調査区域の西には豊津・江坂の集落とともに、北大阪線江坂駅を中心に大阪都心軸

に結節した特徴的な企業と商業の集積ゾーンを創出し、新たな文化発信を続けている。企

業文化のまちとしての文化の発信やふれあいのある文化のまちづくりが求められている。

また、豊津の郷の歴史・文化・自然資源の保全と活用も課題となっている。 
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[神崎川] 

○これらの歴史を紡いだ「神崎川」は重要な歴史文化資源であり、この歴史の伝承と貴重な

都市の中の親水空間としての活用が求められる。また、吹田まつり（7 月下旬）では、ド

ラゴンレースが行われ、地域の特徴的な年中行事として定着してきている。 

[歴史・文化のルート] 

○また、これらをつなぐ要素として、亀岡街道などの歴史文化のみちと、安威川・神崎川な

どの親しめる水辺の整備が期待される。 

 

「歴史と文化のまちづくり」ゾーン・ルート図 

 

 
 

（資料：「みんなで創る！歴史と文化のまちづくり」）
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３．意向調査  

 

（１）調査概要 

 

1） アンケート調査 

 

今後の南吹田地域のまちづくりの方向性を検討するため、以下のような要領で地域住民及び不在

地主、企業に対してアンケート調査を実施した。 

 

【調査期間】 

平成18年(2006年)10月～11月 

 

【調査対象】 

地域住民：新駅周辺の自治会の各世帯 

（乾町自治会・上新田自治会・川岸町自治会・南清和園町自治会・清和園町自治会） 

不在地主：地域内の土地の所有者で、上記自治会の区域以外の居住者 

企  業 ：地域内に立地もしくは土地を所有している企業 

 

【設問項目の概要】 

Ⅰ) 現在のまちについて 

  ・現在のまちへの評価  

  ・良いと思う点、問題と思う点 

Ⅱ) これからのまちについて 

  ・地域のプロジェクトの認知度、期待度 

  ・まちづくりの方向性と実現のために必要なこと 

Ⅲ) まちづくりへの参加について 

  ・まちづくり活動への参加意識 

Ⅳ) 回答者自身について 

Ⅴ) 自由意見 
 

【回答件数】 

 回答件数 回収率 

地域住民 1,044件 60%

不在地主 27件 28%

企  業 53件 34%

計 1,124件 56%

＊調査結果における項目の分類 

吹南地区：乾町自治会、上新田自治会（南吹田一～五丁目） 

吹六地区：川岸町自治会、南清和園町自治会、清和園町自治会（川岸町、南清和園町、清和園町）

不在地主：地域内の土地の所有者で、調査対象自治会の区域以外の居住者   

企業：地域内に立地もしくは土地を所有している企業 
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２）小学生ワークショップ 

 

調査区域のまちづくりに向けて、地域の子ども達の視線で地域を見て、将来をイメージしていく

ため子ども達参加のワークショップを計画した。 

吹田南小学校の 4年生を対象に、将来を担う子どもたちに、まちのことに目を向けてもらい、将

来のまちの姿を描いてもらうことを目標に、「まちづくり学習」に授業の一環として取組み、南吹田

のまちづくりをテーマとしたワークショップ等を実施した。 

 

【まちづくりの学習の概要】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組日時 児童数 グループ数 

その１：南吹田のまちを歩く 

平成18年10月26日 

その２：まちづくりマップをつくる 

平成18年10月30日～11月 9日 

5グループ×3クラス 

＝15グループ 

（1グループ8人）

その３：南吹田がどんなまちになったらいいか考える

平成18年11月17日～11月 28日 

その４：南吹田のまちづくり物語をつくる 

平成18年11月29日～12月 7日 

その５：南吹田のまちづくり物語を発表 

平成18年12月8日 

3クラス

120人 

10グループ×3クラス 

＝30グループ

（1グループ４人）

その２～その４については、各クラスの授業の中でも取り組んでいる。 

 
 
 

子どもたちは、様々な立場に分かれ、「○○になったつもり」(例：大人、お年寄り等)
で、その１～その５に取り組み、まちについて考えた。 
 
その１：南吹田のまちを歩く 

・新しい駅ができる場所を見学したり、まちの「気になるところ」「よいと思うところ」

を探して写真を撮影した。 

その２：まちづくりマップをつくる 

・撮ってきた写真を大きな地図に貼り付けて、まちづくりマップを作成した。 

その３：南吹田がどんなまちになったらいいか考える 

・南吹田がどんなまちになったらいいか、イメージ写真を手がかりに「お店」「公園」

「散歩道」について考えた。 

その４：南吹田のまちづくり物語をつくる 

・イメージ写真を使って、南吹田のまちがこんなまちになったらいいな、という子ど

もたちの思いを込めて、「○○なまち南吹田」といったまちづくりの物語を考えて、

紙芝居として仕上げた。 

その 5：南吹田のまちづくり物語を発表 

・みんなの前で、自分たちのつくった「南吹田のまちづくり物語」を発表。 
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（２）地域住民向けアンケート結果 

 

地域住民向けアンケート結果の集計、分析では、吹南地区はＪＲ東海道本線を境界として東側の

南吹田一・二丁目と西側の南吹田三～五丁目に分け、吹六地区は同一の区域として意向を整理する。 

 

１）現在のまちへの評価 

 

【吹南地区：南吹田一～二丁目】 

「近隣の人のコミュニティ」以外の項目において、「満足」「まあ満足」とする比率が1割に満た

ない。 

また、「安全性」や「利便性」に関する項目において「不満」「やや不満」とする比率が5割を超

えている。 

なかでも、「バス・鉄道等の交通機関の利便性」「日常の買い物等の利便性」「医療施設や福祉施

設の利便性」では約8割が「不満」「やや不満」と評価している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問　現在のまちについて（吹南地区：南吹田一～二丁目）

9.9%

15.6%

12.8%

24.8%

31.2%

32.6%

19.1%

9.2%

21.3%

44.7%

34.8%

45.4%

48.9%

53.2%

43.3%

32.6%

34.0%

32.6%

34.8%

26.2%

33.3%

25.5%

26.2%

24.8%

18.4%

12.8%

24.1%

36.9%

29.8%

29.1%

44.7%

63.1%

40.4%

25.5%

35.5%

18.4%

14.9%

9.2%

12.8%

0.7%

3.5%

2.1%

4.3%

1.4%

0.0%

0.7%

0.0%

0.7%

0.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.0%

1.4%

3.5%

1.4%

0.7%

4.3%

2.8%

0.7%

4.3%

2.1%

0.0%

0.0%

5.0%

0.0%

1.4%

2.1%

7.1%

6.4%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答

0    20    40    60    80    100  (%) 

まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答 満足 

①道路の歩行時の安全性 

②火災・地震・水害などに対する安全性 

③治安、犯罪発生の防止 

④日常の買い物等の利便性 

⑤バス・鉄道等の交通機関の利便性 

⑥医療施設や福祉施設の利便性 

⑦出張所や公民館など市民サービス施設の利便性 

⑧地区内の道路整備・地区内移動の利便性 

⑨まちの活気・活力 

⑩公園や街路樹などの緑の豊かさ 

⑪近隣の人たちやコミュニティとの関わり 

⑫総合的な住みやすさ 

安
全
性 

利
便
性 

活
気 

環
境 

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

総
合 
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【吹南地区：南吹田三～五丁目】 

すべての項目において、「満足」「まあ満足」とする比率が2割に満たない。 

また、「安全性」や「利便性」に関する項目において「不満」「やや不満」とする比率が5割を超

えているものが多い。 

なかでも、「バス・鉄道等の交通機関の利便性」では約8割、「医療施設や福祉施設の利便性」「道

路の歩行時の安全性」では約６割が「不満」「やや不満」と評価している。 

 

問　現在のまちについて（吹南地区：南吹田三～五丁目）

8.4%

16.9%

7.1%

8.9%

7.6%

13.8%

16.0%

16.4%

29.3%

41.8%

44.0%

43.6%

16.9%

28.4%

62.2%

39.1%

53.8%

41.3%

62.7%

48.9%

33.8%

30.2%

32.9%

24.0%

38.7%

39.1%

20.0%

28.4%

25.8%

24.0%

9.3%

23.6%

28.4%

23.1%

16.4%

13.8%

36.9%

25.3%

8.0%

24.0%

13.3%

17.8%

8.4%

7.1%

0.0%

0.0%

0.9%

1.8%

0.0%

0.0%

0.4%

0.0%

0.0%

0.4%

0.9%

1.3%

4.4%

5.8%

5.8%

4.0%

0.0%

2.7%

2.7%

2.7%

2.7%

0.9%

0.4%

1.3%

0.4%

0.0%

0.0%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答

①道路の歩行時の安全性 

②火災・地震・水害などに対する安全性 

③治安、犯罪発生の防止 

④日常の買い物等の利便性 

⑤バス・鉄道等の交通機関の利便性 

⑥医療施設や福祉施設の利便性 

⑦出張所や公民館など市民サービス施設の利便性 

⑧地区内の道路整備・地区内移動の利便性 

⑨まちの活気・活力 

⑩公園や街路樹などの緑の豊かさ 

⑪近隣の人たちやコミュニティとの関わり 

⑫総合的な住みやすさ 

安
全
性 

利
便
性 

活
気 

環
境 

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

総
合 

0    20    40    60    80    100  (%) 

まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答 満足 
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【吹六地区】 

「日常の買い物の利便性」「バス・鉄道等の交通機関の利便性」において「満足」「まあ満足」と

する比率が２割を超えており、吹南地区と比べて利便性に対する評価が高い。 

また、「不満」「やや不満」とする比率が5割を超えている項目は「治安、犯罪発生の防止」だけ

であり、その率も吹南地区と比べて低くなっている。 

  

 

問　現在のまちについて（吹六地区）

22.1%

19.6%

13.6%

13.8%

12.4%

11.7%

18.3%

45.5%

47.8%

39.4%

36.4%

33.6%

40.3%

54.4%

46.8%

53.5%

38.8%

61.7%

48.2%

29.7%

29.4%

33.6%

20.6%

21.6%

27.3%

17.8%

29.9%

24.7%

30.0%

14.4%

21.3%

15.8%

13.9%

17.1%

13.1%

16.8%

14.4%

8.4%

14.9%

9.2%

12.4%

4.5%

4.7%2.7%

2.7%

1.5%

1.2%

1.0%

3.2%

2.2%

6.5%

5.5%

0.5%

0.8%

1.7%

6.0%

5.4%

6.7%

4.9%

5.4%

2.0%

3.2%

2.7%

2.2%

1.8%

2.2%

2.5%

2.0%

5.4%

4.9%

4.9%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答

0    20    40    60    80    100  (%) 

まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答 満足 

①道路の歩行時の安全性 

②火災・地震・水害などに対する安全性 

③治安、犯罪発生の防止 

④日常の買い物等の利便性 

⑤バス・鉄道等の交通機関の利便性 

⑥医療施設や福祉施設の利便性 

⑦出張所や公民館など市民サービス施設の利便性 

⑧地区内の道路整備・地区内移動の利便性 

⑨まちの活気・活力 

⑩公園や街路樹などの緑の豊かさ 

⑪近隣の人たちやコミュニティとの関わり 

⑫総合的な住みやすさ 

安
全
性 

利
便
性 
活
気 

環
境 

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

総
合 
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２）地域のプロジェクトの認知度 

 

【大阪外環状線鉄道開通・新駅整備 

（新しい駅ができる）】 

「知っていた」という比率は新駅が

整備される吹南地区（南吹田一～二丁

目）において最も高く61.7%となって

いる。 

吹南地区（南吹田三～五丁目）にお

いても過半数が「知っていた」と回答

している。 

吹六地区では、最も「知っていた」

とする回答率は低く 32.9%となって

いる。「全く知らなかった」とする人も

２割を超えている。 

 

【都市計画道路 十三高槻線の開通 

（阪急千里線の東西がつながる）】 

阪急千里線と十三高槻線が交差する

部分のある吹六地区において「知って

いた」という比率が最も高く57.6%と

なっている。 

十三高槻線が通る吹南地区（南吹田

一～二丁目）においても過半数が「知

っていた」と回答している。 

吹南地区（三～五丁目）では、認知

度が低く、「全く知らなかった」とする

回答が３割を超えている。 

 

【都市計画道路 西吹田駅前線の整備 

（ＪＲの東西がつながる）】 

西吹田駅前線が整備される吹南地区

（南吹田一～二丁目）において「知っ

ていた」とする比率が最も高く45.4%

となっている。 

吹六地区では「全く知らなかった」

とする回答が最も高く 37.4%となっ

ている。 

 

 

大阪外環状線鉄道開通・新駅整備(新しい駅ができる)

61.7%

32.9%

25.5%

32.9%

39.1%

5.7%

9.3%

21.1%

50.7%

6.9%

7.1%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吹南地区

（南吹田一～二丁目）

吹南地区

（南吹田三～五丁目）

吹六地区

知っていた 聞いたことはあった

全く知らなかった 無回答

都市計画道路 十三高槻線の開通

(阪急千里線の東西がつながる)

50.4%

57.6%

21.3%

24.0%

23.7%

18.4%

38.7%

12.8%

26.7%

6.0%

10.7%

9.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吹南地区

（南吹田一～二丁目）

吹南地区

（南吹田三～五丁目）

吹六地区

知っていた 聞いたことはあった

全く知らなかった 無回答

都市計画道路 西吹田駅前線の整備

　(ＪＲ線の東西がつながる)

45.4%

21.6%

26.2%

29.3%

33.2%

17.0%

28.0%

37.4%

31.1%

11.3%

11.6%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吹南地区
（南吹田一～二丁目）

吹南地区
（南吹田三～五丁目）

吹六地区

知っていた 聞いたことはあった

全く知らなかった 無回答

0     20    40     60    80    100 (%) 

0    20  40      60     80    100 (%)

0     20     40    60      80      100 (%) 

吹南地区 
（南吹田一～二丁目） 

吹南地区 
（南吹田三～五丁目） 

吹六地区 

吹南地区 
（南吹田一～二丁目） 

吹南地区 
（南吹田三～五丁目） 

吹六地区 

吹南地区 
（南吹田一～二丁目） 

吹南地区 
（南吹田三～五丁目） 

吹六地区 

知っていた 
全く知らなかった 

聞いたことはあった 
無回答 

知っていた 
全く知らなかった 

聞いたことはあった 
無回答 

知っていた 
全く知らなかった 

聞いたことはあった 
無回答 
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【駅前広場の整備】 

駅前広場が整備される吹南地区（南吹

田一～二丁目）において「知っていた」

とする比率が最も高く 28.4%となって

いる。 

吹六地区では、「全く知らなかった」

とする回答が最も高く、58.7%となって

いる。 

 

駅前広場の整備

28.4%

11.2%

27.7%

28.9%

21.0%

30.5%

40.4%

58.7%

19.1%

9.1%

11.6%

13.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吹南地区
（南吹田一～二丁目）

吹南地区
（南吹田三～五丁目）

吹六地区

知っていた 聞いたことはあった

全く知らなかった 無回答

0     20    40     60    80    100  (%) 

知っていた 
全く知らなかった 

聞いたことはあった 
無回答 

吹南地区 
（南吹田一～二丁目） 

吹南地区 
（南吹田三～五丁目） 

吹六地区 
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新駅・新駅周辺に対する期待

45.4%

38.3%

13.5%

11.3%

7.1%

3.5%

6.4%

35.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通勤や通学などの利便性が高く

なる

店舗等の立地が進み、買い物な

どの利便性が高くなる。

土地の資産価値が高まる。

マンションなどの建設が進み人

口が増加してまちが活性化す

る。

車や人の往来が多くなり、商業

施設が充実する。

人の行き来が活発になり地域の

コミュニティが活性化する。

特に期待することはない。

利便性は高まると思うが少し不

安も感じる

十三高槻線に対する期待

16.3%

9.9%

5.7%

5.0%

17.0%

4.3%

22.7%

41.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

西吹田駅前線に対する期待

25.5%

15.6%

5.0%

7.1%

10.6%

14.2%

9.9%

39.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

３）地域のプロジェクトへの期待度 

 

【吹南地区：南吹田一～二丁目】 

新駅が設置されることについて、「通勤や通学などの利便性が高くなる」と、回答者の45.4%が

期待している。また、「店舗等の立地が進み買い物などの利便性が高くなる」ことも38.3%が期待

している。 

また、西吹田駅前線に対しても「通勤や通学などの利便性が高くなる」(25.5%)が期待されてい

る。十三高槻線に対しては「車や人の往来が多くなり、商業施設が充実する」(17.0%)が期待され

ている。 

十三高槻線については、「利便性は高まると思うが少し不安も感じる」の比率が41.8%と最も高

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

0   10  20   30  40  50  60  70  0   10   20   30   40   50   60  70   0   10   20   30   40   50   60   70  (%) 

通勤や通学などの利便性が 
高くなる 

店舗等の立地が進み、買い物

などの利便性が高くなる 

土地の資産価値が高まる 

マンションなどの建設が進み人

口が増加してまちが活性化する 

車や人の往来が多くなり、 
商業施設が充実する 

人の行き来が活発になり地域

のコミュニティが活性化する 

特に期待することはない 

利便性は高まると思うが 
少し不安も感じる 
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【吹南地区：南吹田三～五丁目】 

新駅が設置されることについて、「通勤や通学などの利便性が高くなる」と、回答者の38.2%が

期待している。また、「店舗等の立地が進み買い物などの利便性が高くなる」ことも29.3%が期待

している。 

また、西吹田駅前線に対しては「通勤や通学などの利便性が高くなる」(17.8%)「車や人の往来

が多くなり、商業施設が充実する」(17.8%)が期待されている。十三高槻線に対しては「車や人の

往来が多くなり、商業施設が充実する」(19.1%)が期待されている。 

西吹田駅前線については、「利便性は高まると思うが少し不安も感じる」の比率が26.7%と最も

高くなっている。 

 

 

新駅・新駅周辺に対する期待

38.2%

29.3%

14.2%

10.7%

9.8%

10.2%

9.3%

26.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通勤や通学などの利便性が高

くなる

店舗等の立地が進み、買い物

などの利便性が高くなる。

土地の資産価値が高まる。

マンションなどの建設が進み人

口が増加してまちが活性化す

る。

車や人の往来が多くなり、商業

施設が充実する。

人の行き来が活発になり地域

のコミュニティが活性化する。

特に期待することはない。

利便性は高まると思うが少し不

安も感じる

十三高槻線に対する期待

11.1%

11.6%

8.4%

8.0%

19.1%

11.6%

16.4%

26.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

西吹田駅前線に対する期待

17.8%

15.6%

7.1%

6.2%

17.8%

16.4%

10.7%

28.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
0   10   20   30  40  50  60  70  0    10   20   30   40   50   60  70   0   10  20   30   40   50   60   70  (%) 

通勤や通学などの利便性が 
高くなる 

店舗等の立地が進み、買い物

などの利便性が高くなる 

土地の資産価値が高まる 

マンションなどの建設が進み人

口が増加してまちが活性化する

車や人の往来が多くなり、 
商業施設が充実する 

人の行き来が活発になり地域

のコミュニティが活性化する 

特に期待することはない 

利便性は高まると思うが 
少し不安も感じる 
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【吹六地区】 

新駅が設置されることについて、「通勤や通学などの利便性が高くなる」と、回答者の36.7%が

期待している。また、「店舗等の立地が進み買い物などの利便性が高くなる」ことも31.4%が期待

している。 

また、西吹田駅前線に対しては「通勤や通学などの利便性が高くなる」(16.9%)が期待されてい

る。十三高槻線に対しては「車や人の往来が多くなり、商業施設が充実する」(16.3%)が期待され

ている。 

十三高槻線については、「利便性は高まると思うが少し不安も感じる」の比率が43.0%と最も高

くなっている。 

 

 

 

新駅・新駅周辺に対する期待

36.7%

31.4%

13.8%

11.1%

10.1%

8.4%

14.1%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通勤や通学などの利便性が高く

なる

店舗等の立地が進み、買い物

などの利便性が高くなる。

土地の資産価値が高まる。

マンションなどの建設が進み人

口が増加してまちが活性化す

る。

車や人の往来が多くなり、商業

施設が充実する。

人の行き来が活発になり地域の

コミュニティが活性化する。

特に期待することはない。

利便性は高まると思うが少し不

安も感じる

十三高槻線に対する期待

15.3%

9.1%

8.2%

6.2%

16.3%

6.5%

19.1%

43.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

西吹田駅前線に対する期待

16.9%

11.1%

7.4%

8.1%

12.4%

9.1%

19.3%

33.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
0   10   20   30  40  50  60  70  0   10   20   30   40   50   60  70  0   10    20   30  40   50   60   70  (%) 

通勤や通学などの利便性が 
高くなる 

店舗等の立地が進み、買い物

などの利便性が高くなる 

土地の資産価値が高まる 

マンションなどの建設が進み人

口が増加してまちが活性化する

車や人の往来が多くなり、 
商業施設が充実する 

人の行き来が活発になり地域

のコミュニティが活性化する 

特に期待することはない 

利便性は高まると思うが 
少し不安も感じる 
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【地域住民全体】 

新駅・新駅周辺に対する期待 

各地域とも、新駅・新駅周辺に最も期待する項目として「通勤や通学などの利便性が高くなる」

ことが選択されており、新駅が設置される吹南地区（南吹田一～二丁目）においては回答者の

45.4%が期待している。 

各地域とも、次に期待されている項目としては「店舗等の立地が進み買い物などの利便性が高く

なる」が選択されている。 

また、その次の項目として「利便性は高まると思うが少し不安も感じる」が多く選択されており、

各地域とも1/4～1/3が期待とともに不安も感じていることがわかる。 

 

十三高槻線に対する期待 

各地域とも、開通する十三高槻線に最も期待する項目として「利便性は高まると思うが少し不安

も感じる」が多く選択されており、十三高槻線が通る「吹六地区」で43.0%、「吹南地区（南吹田

一～二丁目）」で41.8%となっている。 

そのほかでは、「特に期待することはない」「車や人の往来が多くなり、商業施設が充実する」が

続いて多く選択されている。 

 

西吹田駅前線に対する期待 

各地域とも、開通する十三高槻線に最も期待する項目として「利便性は高まると思うが少し不安

も感じる」が多く選択されており、西吹田駅前線が通り利便性の高まる「吹南地区（南吹田一～二

丁目）」では3９.0%なっている。 
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４）新駅の利用意向 

 
新駅が設置される吹南地区（南吹田一～二丁目）において新駅の利用意向が最も高く「大いに利

用する」が34.8%で「時々利用する」とあわせると６割以上が利用すると回答している。 

阪急吹田駅を比較的利用しやすい地区にある「吹六地区」では、利用意向が 12.8%と３地区で

最も低く、「わからない」とする回答も28.4%と最も多くなっている。 

 

12.8% 22.8%

7.1%

8.9%

11.9%

7.1%

10.7%

20.0%

18.4%

20.0%

28.4%

27.1%

34.8%

30.2%

27.0%

4.2%

3.1%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

吹南地区
（南吹田一～二丁目）

吹南地区
（南吹田三～五丁目）

吹六地区

大いに利用する 時々利用する あまり利用しない

ほとんど利用しない わからない 無回答
 

 

0   10     20     30    40  50   60   70    80   90   100  (%) 

吹南地区 
（南吹田一～二丁目） 

吹南地区 
（南吹田三～五丁目） 

吹六地区 

大いに利用する 

ほとんど利用しない 

時々利用する 

わからない 

あまり利用しない 

無回答 
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５）まちづくりの方向性 

 
各地区ともまちづくりの方向性として「高齢者や障害者が安心して暮らすことができるまち」が

７割前後選択されており最も高い比率となっている。続いて、「子どもが安心して遊び、学べるま

ち」「防災や防犯に配慮した安全なまち」が選択されており、まちの安心・安全に関連する方向性

が選択されている。 

吹南地区（南吹田三～五丁目）と吹六地区では「緑や水辺などうるおいある快適なまち」が３割

以上に選択されており、吹南地区（南吹田一～二丁目）では「人情味あふれる助け合い・支え合い

のまち」が34.8％に選択されている。 

また、年代別の回答状況を見ると、３０～４０歳代において「子どもが安心して遊び・学べるま

ち」が８割以上となっている。 

吹南地区
（南吹田一～二丁目）

70.9%

56.7%

52.5%

10.6%

27.7%

13.5%

34.8%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

高齢者や障害者が安心して暮

らすことのできるまち

子どもが安心して遊び・学べる

まち

防災や防犯に配慮した安全な

まち

企業と住宅が調和するまち

緑や水辺などうるおいある快適

なまち

多くの人が利用する便利で賑

やかなまち

人情味あふれる助け合い・支え

合いのまち

地域の歴史や文化をいかしたま

ち

吹南地区
（南吹田三～五丁目）

77.3%

60.4%

59.1%

8.9%

31.1%

16.9%

25.8%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

吹六地区

68.3%

62.1%

60.7%

5.4%

36.7%

14.9%

18.8%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%0   10   20  30  40   50  60   70   80        0   10   20   30   40   50    60   70   80     0    10    20   30   40    50   60   70   80   (%) 

高齢者や障害者が安心して 
暮らすことのできるまち 

子どもが安心して遊び、 
学べるまち 

防災や防犯に配慮した 
安全なまち 

企業と住宅が調和するまち 

緑や水辺など 
うるおいある快適なまち 

多くの人が利用する 
便利で賑やかなまち 

人情味あふれる 
助け合い・支え合いのまち 

地域の歴史や文化を 
いかしたまち 
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６）実現のために必要なこと 

 
各地区ともまちづくりの方向性としてまちの安全・安心に関する方向性を多く選択していること

を受けて、まちづくりに必要なこととして「歩きやすい安全な歩行者空間の整備」が各地区７割前

後の比率で最も多くなっているほか、「防犯体制の整備・充実」「住宅地内での交通の安全性の向上」

「医療・福祉など市民生活を支える施設の立地」が多く選択されている。 

吹南地区全体では「鉄道やバス、タクシーなどの交通機関の充実」も約４割が選択されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹南地区
（南吹田一～二丁目）

72.3%

19.9%

39.0%

44.7%

15.6%

5.0%

7.1%

5.7%

39.0%

17.0%

22.7%

22.0%

11.3%

2.8%

11.3%

17.7%

48.9%

19.9%

7.8%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

歩きやすい安全な歩行者空間

の整備

火災や地震に強い建物の整備

住宅地内での交通の安全性の

向上

防犯体制の整備、充実

生活の利便性を高める商業施

設の立地

まちの賑わいを高めるような大

規模な集客施設の立地

駅前の土地の高度利用化

再開発事業等によるまちの再

整備

鉄道やバス、タクシーなどの交

通機関の充実

神崎川や水路などの水辺を生

かした環境整備

沿道や地区内における緑化の

推進

住民による防犯、福祉、子育て

支援等の地域活動の促進

市民が主体となったまちづくり

組織の設置

企業のまちづくり活動への参加

出張所など市民サービス施設

の整備

地域の交流、憩いの場となる施

設の整備

医療・福祉など市民生活を支え

る施設の立地

良好な住環境をつくるための建

物や土地利用のルールづくり

まちの将来像をめざしたルール

づくり

その他

吹南地区
（南吹田三～五丁目）

80.0%

20.4%

41.8%

48.9%

11.1%

4.0%

7.1%

8.9%

38.7%

20.0%

25.3%

33.3%

7.6%

4.4%

8.4%

12.9%

51.6%

11.6%

9.3%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

吹六地区

72.1%

22.8%

43.8%

55.9%

9.6%

7.0%

5.4%

4.2%

20.3%

23.7%

31.0%

25.8%

7.9%

2.9%

11.4%

14.3%

44.6%

17.4%

6.9%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

吹六地区 

0   10   20   30   40   50  60   70   80   90      0    10   20    30    40   50   60    70    80   90      0     10    20     30    40    50    60    70    80   (%) 

まちの将来像をめざしたルールづくり 

その他 

良好な住環境をつくるための建物や

土地利用のルールづくり 

医療・福祉など市民生活を支える施設の立地 

地域の交流・憩いの場となる施設の整備 

出張所などの市民サービス施設の整備 

企業のまちづくり活動への参加 

市民が主体となったまちづくり組織の設置 

沿道や地区内における緑化の推進 

鉄道やバス、タクシーなどの交通機関

の充実 

神崎川や水路などの水辺を生かした

環境整備 

企業と住宅が調和するまち 

住宅地内での交通の安全性の向上 

駅前の土地の高度利用化 

まちの賑わいを高めるような大規模な 
集客施設の立地 

生活の利便性を高める商業施設の立地 

歩きやすい安全な歩行者空間の整備 
 

火災や地震に強い建物の整備 

再開発事業等によるまちの再整備 

住民による防犯、福祉、子育て支援等

の地域活動の促進 
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７）まちづくり活動への参加 

 
「まちづくり活動に参加したい」とする比率は、吹南地区（南吹田一～二丁目）で最も高く12.1%

となっている。 

「活動の内容によっては参加したい」とする比率を含めると、参加意識は吹南地区全体では過半

を占め、吹六地区でも３割を上回っている。 

4.7%
32.6%

18.4%

24.9%

30.0%

2.1%

0.9%

2.5%

9.9%

12.0%

19.1%

1.4%

0.4%

0.8%

12.1%

8.9%

47.5%

41.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

吹南地区（南吹田一～二丁目）

吹南地区（南吹田三～五丁目）

吹六地区

まちづくり活動に参加したい

まちづくり活動の内容によっては参加したい

まちづくり活動へは参加しないが、まちづくりに関する情報はほしい

まちづくり活動には参加しない

わからない

その他
 

 

８）住み続けへの意向 

 
南吹田での住み続けへの意向は、各地区とも「ずっと住み続けたい」とする比率が過半を占めて

おり、「引っ越したい」とする比率は１割未満となっている。 

 

58.2%

61.3%

51.8%

7.8%

3.1%

8.9%

29.3%

2.1%

2.7%

2.2%

3.5%

3.6%

3.2%

33.9%

28.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

吹南地区
（南吹田一～二丁目）

吹南地区
（南吹田三～五丁目）

吹六地区

ずっと住み続けたい 引っ越したい
わからない その他
無回答

 

0    10    20    30    40   50   60   70    80   90   100  (%) 

0      10      20     30      40     50      60      70   (%) 

吹南地区 
（南吹田一～二丁目） 

吹南地区 
（南吹田三～五丁目） 

吹六地区 

吹南地区 
（南吹田一～二丁目） 

吹南地区 
（南吹田三～五丁目） 

吹六地区 

まちづくり活動に参加したい 
まちづくり活動の内容によっては参加したい 
まちづくり活動へは参加しないが、まちづくりに関する情報はほしい 
まちづくり活動へは参加しない 
わからない 
その他 

わからない 
無回答 

ずっと住み続けたい 引っ越したい 
その他 
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９）回答者属性 

 

【年齢】 

回答者全体の52.7%が６０歳代

以上である。 

６０才代以上の比率が最も高い

のは、南吹田三～五丁目で63.6%

となっている。 

 

 

 

 

 

 

【世帯構成】 

夫婦世帯が最も多く、回答者全体

の30.5%となっている。次に多い

のが、親子世帯（18歳未満いない）

で、25.4%となっている。 

夫婦世帯の比率が最も高いのは

南吹田三～五丁目で、40.9%とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

【職業】 

無職が最も多く、回答者全体の

43.9%となっている。次に多いの

が、会社員・公務員で17.8%とな

っている。 

会社員・公務員の比率が最も高い

のは、南吹田一～二丁目で22.0%

となっている。 

 

 

 

10.6%

6.7%

10.9%

19.9%

10.7%

13.4%

18.7%

29.1%

33.8%

28.7%

21.3%

29.8%

27.0%

19.1%

19.3% 0.7%

0.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吹南地区

（南吹田一～二丁目）

吹南地区

（南吹田三～五丁目）

吹六地区

～３０才代 ４０才代 ５０才代

６０才代 ７０才代～ 無回答

12.1%

12.9%

12.1%

28.4%

40.9%

31.0%

11.6% 24.9%

27.9%

19.9%

18.5%

28.4% 7.1%

6.2%

5.5%

2.1%

2.7%

3.4%

2.1%

0.9%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吹南地区

（南吹田一～二丁目）

吹南地区

（南吹田三～五丁目）

吹六地区

単身世帯

夫婦世帯

親と子の世帯（１８歳未満の子どもがいる世帯）

親と子の世帯（１８歳未満の子どもがいない世帯）

三世代世帯

その他

無回答

22.0%

13.3%

20.5%

5.7%

18.2% 10.7%

13.3%

41.1%

50.2%

48.0%

2.7%

2.3%

16.3%

10.2%

11.3%

0.2%

0.0%

0.0% 1.4%

3.1%

3.9%

1.7%

1.8%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吹南地区

（南吹田一～二丁目）

吹南地区

（南吹田三～五丁目）

吹六地区

会社員・公務員 会社役員 自営業

パート・アルバイト 学生 無職

その他 無回答

0       20      40      60     80     100  (%)

0        20       40        60       80      100  (%)

0      20       40      60      80     100  (%) 

吹南地区 
（南吹田一～二丁目） 

吹南地区 
（南吹田三～五丁目） 

吹六地区 

吹南地区 
（南吹田一～二丁目） 

吹南地区 
（南吹田三～五丁目） 

吹六地区 

吹田地区 
（南吹田一～二丁目） 

吹田地区 
（南吹田三～五丁目） 

吹六地区 

無回答 
５０才代 ４０才代 

７０才代 
～３０才代 
６０才代 

単身世帯 
夫婦世帯 
親と子との世帯（１８歳未満の子どもがいる世帯） 
親と子との世帯（１８歳未満の子どもがいない世帯） 
三世代世帯 
その他 
無回答 

自営業 

無職 

会社員・公務員 

パート・アルバイト 

その他 

会社役員 

学生 

無回答 

吹南地区 
（南吹田一～二丁目） 

吹南地区 
（南吹田三～五丁目） 

吹六地区 
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【就業・通学先】 

就業・通学先は吹田市内が最も多く、

回答者全体の 34.4%となっている。

次に多いのが、大阪市で26.0%とな

っている。 

南吹田三～五丁目では自宅勤務の

比率が最も高く、32.3%となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

【住宅の種類】 

持ち家（一戸建て）の比率が最も高

く、回答者全体の71.3%となってい

る。 

持ち家（一戸建て）の比率が最も高

いのは、吹六地区で81.0%となって

いる。 

借家の比率が最も高いのは、南吹田

一～二丁目で 18.4%となっている。 

 

 

 

 

【居住年数】 

２０年以上３０年未満の比率が最

も高く、回答者全体の51.8%となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.1%

32.3%

17.1%

42.5%

26.9%

35.4%

20.8%

3.4%25.3%

27.8%

2.3%

1.5%

2.6%

3.4%

4.6%

4.3%

3.8%

5.2%

2.3%

0.8%

0.3%

3.4%

1.5%

2.0%

1.1%

7.7%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吹南地区

（南吹田一～二丁目）

吹南地区

（南吹田三～五丁目）

吹六地区

自宅 吹田市内

大阪市 豊中市・池田市・箕面市

茨木市・高槻市・摂津市 大阪府下

京都府下　　　　　 兵庫県下

その他

74.5%

67.6%

81.0%

1.4%

12.9%

1.7%

2.7%

18.4%

12.2%

11.6%

0.7%

1.3%

2.8%

3.4%

4.0%

2.1%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吹南地区

（南吹田一～二丁目）

吹南地区

（南吹田三～五丁目）

吹六地区

持家（一戸建て） 持家（分譲マンション）

借家（民間マンションなど） 社宅・社員寮

その他 無回答

8.4%

58.2%

61.3%

53.4%

14.9%

19.6%

19.0%
4.9%

3.1%

6.4%

9.6%

5.3%

5.7%

10.6%

12.1%

0.2%

0.0%

0.7%

2.2%

2.1%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吹南地区

（南吹田一～二丁目）

吹南地区

（南吹田三～五丁目）

吹六地区

５年未満 ５年以上１０年未満

１０年以上２０年未満 ２０年以上３０年未満

３０年以上 わからない

無回答

0      20      40      60     80     100  (%)

0      20      40      60     80     100  (%)

0      20      40      60     80     100  (%)

自宅 

大阪市 

茨木市・高槻市・摂津市 

京都府下 

その他 

吹田市内 

豊中市・池田市・箕面市 

大阪府下 

兵庫県下 

持家（一戸建て） 

借家（民間マンションなど） 

その他 

持家（分譲マンション） 

社宅・社員寮 

無回 

５年以上１０年未満 
２０年以上３０年未満 

分からない 

５年未満 
１０年以上２０年未満 

３０年以上 

無回答 

吹南地区 
（南吹田一～二丁目） 

吹南地区 
（南吹田三～五丁目） 

吹六地区 

吹南地区 
（南吹田一～二丁目） 

吹南地区 
（南吹田三～五丁目） 

吹六地区 

吹南地区 
（南吹田一～二丁目） 

吹南地区 
（南吹田三～五丁目） 

吹六地区 
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（３）不在地主向けアンケート結果 

 

１）現在のまちへの評価 

 

「利便性」に関する項目において、「不満」「やや不満」とする比率が５割を超えている。 

なかでも、「バス・鉄道等の交通機関の利便性」「日常の買い物等の利便性」「治安・犯罪発生の

防止」の評価が低くなっている。 

 

問　現在のまちについて（不在地主）

11.1%

7.4%

7.4%

7.4%

18.5%

11.1%

37.0%

44.4%

22.2%

14.8%

3.7%

25.9%

29.6%

29.6%

33.3%

29.6%

55.6%

33.3%

18.5%

14.8%

25.9%

33.3%

22.2%

18.5%

29.6%

29.6%

25.9%

29.6%

25.9%

14.8%

25.9%

29.6%

44.4%

44.4%

63.0%

48.1%

33.3%

29.6%

29.6%

14.8%

11.1%

33.3%

7.4%

7.4%

7.4%

0.0%

0.0%

0.0%

3.7%

0.0%

0.0%

3.7%

3.7%

3.7%

0.0%

0.0%

3.7%

0.0%

0.0%

0.0%

3.7%

0.0%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答

0      20      40      60       80      100  (%) 

まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答 満足 

①道路の歩行時の安全性 

②火災・地震・水害などに対する安全性 

③治安、犯罪発生の防止 

④日常の買い物等の利便性 

⑤バス・鉄道等の交通機関の利便性 

⑥医療施設や福祉施設の利便性 

⑦出張所や公民館など市民サービス施設の利便性 

⑧地区内の道路整備・地区内移動の利便性 

⑨まちの活気・活力 

⑩公園や街路樹などの緑の豊かさ 

⑪近隣の人たちやコミュニティとの関わり 

⑫総合的な住みやすさ 

安
全
性 

利
便
性 

活
気 

環
境 

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

総
合 
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２）地域のプロジェクトの認知度 

 

「新駅が整備される」ことと「十三

高槻線が整備される」ことがもっとも

認知度が高く、「知っていた」という比

率が74.1%となっている。 

西吹田駅前線については、51.9%、

駅前広場については33.3％が「知って

いた」と回答している。 

 

 

 

 

大阪外環状線鉄道開通・新駅整備(新しい駅ができる)

74.1 7.418.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不在地主

知っていた 聞いたことはあった

全く知らなかった

都市計画道路 十三高槻線の開通(阪急千里線の東西がつながる)

74.1 18.57.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不在地主

知っていた 聞いたことはあった

全く知らなかった

都市計画道路 西吹田駅前線の整備（ＪＲ線の東西がつながる)

51.9 18.529.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不在地主

知っていた 聞いたことはあった

全く知らなかった

駅前広場の整備

33.3 33.3 33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不在地主

知っていた 聞いたことはあった

全く知らなかった

0          20           40          60          80         100  (%)

0          20           40           60         80         100  (%)

0          20           40          60          80         100  (%)

0          20          40           60          80         100  (%)

知っていた 
全く知らなかった 

聞いたことはあった 

知っていた 
全く知らなかった 

聞いたことはあった 

知っていた 
全く知らなかった 

聞いたことはあった 

知っていた 
全く知らなかった 

聞いたことはあった 
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３）地域のプロジェクトへの期待度 

 

新駅に対する期待として最も高い項目が、「通勤や通学などの利便性が高くなる」ことであり、

63.0%が期待している。また、「店舗等の立地が進み買い物などの利便性が高くなる」が 40.7%

と続いている。 

十三高槻線に対する期待として最も高い項目が、「利便性は高まると思うが少し不安も感じる」

が37.0%となっている。また、「車や人の往来が多くなり商業施設が充実する」が33.3%、「通勤

や通学などの利便性が高くなる」と「店舗等の立地が進み買い物などの利便性が高くなる」がそれ

ぞれ25.9%で続いている。 

西吹田駅前線に対する期待としては、「利便性は高まると思うが少し不安も感じる」が40.7%と

最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）新駅の利用意向 

 

新駅の利用意向として「大いに利

用する」が25.9%で「時々利用する」

とあわせると５割弱が利用すると回

答している。 

 

 

 

新駅・新駅周辺

63.0%

40.7%

22.2%

18.5%

11.1%

18.5%

14.8%

22.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通勤や通学などの利便性が高く

なる

店舗等の立地が進み、買い物な

どの利便性が高くなる。

土地の資産価値が高まる。

マンションなどの建設が進み人

口が増加してまちが活性化する。

車や人の往来が多くなり、商業施

設が充実する。

人の行き来が活発になり地域の

コミュニティが活性化する。

特に期待することはない。

利便性は高まると思うが少し不安

も感じる

十三高槻線

25.9%

25.9%

18.5%

11.1%

33.3%

22.2%

7.4%

37.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

西吹田駅前線

18.5%

22.2%

7.4%

25.9%

29.6%

25.9%

14.8%

40.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

25.9 7.4 25.9 18.522.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不在地主

大いに利用する 時々利用する

あまり利用しない ほとんど利用しない

わからない

0   10   20   30   40    50   60   70    0   10   20   30   40   50   60   70    0    10    20   30   40   50    60    70     (%) 

0            20            40           60          80          100  (%) 

通勤や通学などの利便性が 
高くなる 

店舗等の立地が進み、買い物

などの利便性が高くなる 

土地の資産価値が高まる 

マンションなどの建設が進み人

口が増加してまちが活性化する

車や人の往来が多くなり、 
商業施設が充実する 

人の行き来が活発になり地域

のコミュニティが活性化する 

特に期待することはない 

利便性は高まると思うが 
少し不安も感じる 

大いに利用する 
ほとんど利用しない 
時々利用する 

わからない 
あまり利用しない 
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５）まちづくりの方向性 

 

目指すべきまちづくりの方向性として

「防災や防犯に配慮した安全なまち」が

77.8%で最も高い比率となっている。続い

て、「子どもが安心して遊び、学べるまち」

「高齢者や障害者が安心して暮らすことの

できるまち」が多く選択されている。 

 

48.1%

51.9%

77.8%

25.9%

29.6%

22.2%

3.7%

0.0%

0% 10
%
20
%
30
%
40
%
50
%
60
%
70
%
80
%

高齢者や障害者が安心して暮らす
ことのできるまち

子どもが安心して遊び・学べるまち

防災や防犯に配慮した安全なまち

企業と住宅が調和するまち

緑や水辺などうるおいある快適な
まち

多くの人が利用する便利で賑やか
なまち

人情味あふれる助け合い・支え合
いのまち

地域の歴史や文化をいかしたまち

0   10  20  30  40   50  60  70   80  (%) 

人情味あふれる 
助け合い・支え合いのまち 

地域の歴史や文化を 
いかしたまち 

高齢者や障害者が安心して 
暮らすことのできるまち 

子どもが安心して遊び、 
学べるまち 

防災や防犯に配慮した 
安全なまち 

企業と住宅が調和するまち 

緑や水辺など 
うるおいある快適なまち 

多くの人が利用する 
便利で賑やかなまち 
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６）実現のために必要なこと 

 

まちづくりに必要なこととして「防

犯体制の整備、充実」が63.0%と最も

多くなっているほか、「歩きやすい安全

な歩行者空間の整備」が55.6%で続い

ている。 

そのほかでは、「医療・福祉など市民

生活を支える施設の立地」「鉄道やバス、

タクシーなどの交通機関の充実」「生活

の利便性を高める商業施設の立地」が

３割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）まちづくり活動への参加 

 

「まちづくり活動に参加したい」とする比率は、18.5%となっている。 

「活動の内容によっては参加したい」とする比率を含めると、参加意識は 33.3%と１／３を占

めている。 

 

 

 

 

 

 

 

55.6%

18.5%

40.7%

63.0%

33.3%

11.1%

18.5%

14.8%

33.3%

11.1%

14.8%

11.1%

11.1%

14.8%

3.7%

0.0%

37.0%

18.5%

7.4%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

歩きやすい安全な歩行者空間の整備

火災や地震に強い建物の整備

住宅地内での交通の安全性の向上

防犯体制の整備、充実

生活の利便性を高める商業施設の立地

まちの賑わいを高めるような大規模な集
客施設の立地

駅前の土地の高度利用化

再開発事業等によるまちの再整備

鉄道やバス、タクシーなどの交通機関の
充実

神崎川や水路などの水辺を生かした環
境整備

沿道や地区内における緑化の推進

住民による防犯、福祉、子育て支援等の
地域活動の促進

市民が主体となったまちづくり組織の設
置

企業のまちづくり活動への参加

出張所など市民サービス施設の整備

地域の交流、憩いの場となる施設の整
備

医療・福祉など市民生活を支える施設の
立地

良好な住環境をつくるための建物や土
地利用のルールづくり

まちの将来像をめざしたルールづくり

その他

0   10   20  30   40   50  60   70   80  (%) 

歩きやすい安全な歩行者空間の整備 

火災や地震に強い建物の整備 

住宅地内での交通の安全性の向上 

防犯体制の整備、充実 

生活の利便性を高める商業施設の立地 
まちの賑わいを高めるような大規模な 
集客施設の立地 

駅前の土地の高度利用化 

再開発事業等によるまちの再整備 
鉄道やバス、タクシーなどの交通機関の 
充実 
神崎川や水路などの水辺を生かした 
環境整備 

医療・福祉など市民生活を支える 
施設の立地 
良好な住環境をつくるための建物や土地利

用のルールづくり 

出張所など市民サービス施設の整備 

地域の交流、憩いの場となる施設の整備 

市民が主体となったまちづくり組織の設置 

企業のまちづくり活動への参加 

沿道や地区内における緑化の推進 

住民による防犯、福祉、子育て支援等の地

域活動の促進 

まちの将来像をめざしたルールづくり 

その他 

29.6 22.218.5 14.8 3.7 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不在地主

まちづくり活動に参加したい

まちづくり活動の内容によっては
参加したい
まちづくり活動へは参加しないが、
まちづくりに関する情報はほしい
まちづくり活動には参加しない

わからない

その他

0          20         40        60        80          100  (%)

まちづくり活動に参加したい 

まちづくり活動の内容によっては参加したい 

まちづくり活動へは参加しないが、まちづくりに関する情報はほしい 

まちづくり活動へは参加しない 

わからない 

その他 
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（４）企業向けアンケート結果 

 

１）現在のまちへの評価 

 

「公園や街路樹などの緑の豊かさ」以外の項目において、「満足」「まあ満足」とする比率が１割

に満たない。 

また、「安全性」や「利便性」に関するほぼ全ての項目において「不満」「やや不満」とする比率

が５割を超えている。 

なかでも、「バス・鉄道等の交通機関の利便性」「日常の買い物等の利便性」「治安、犯罪発生の

防止」の評価が低くなっている。 

 

 

 

問　現在のまちについて（企業）

5.7%

20.8%

37.7%

37.7%

20.8%

22.6%

5.7%

32.1%

47.2%

32.1%

47.2%

47.2%

66.0%

41.5%

35.8%

45.3%

45.3%

28.3%

20.8%

26.4%

28.3%

26.4%

24.5%

17.0%

18.9%

34.0%

15.1%

7.5%

24.5%

43.4%

67.9%

34.0%

20.8%

32.1%

18.9%

5.7%

3.8%

15.1%

0.0%

0.0%

0.0%

1.9%

0.0%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.9%

3.8%

3.8%

1.9%

1.9%

5.7%

3.8%

7.5%

3.8%

3.8%

7.5%

3.8%

5.7%

3.8%

7.5%

5.7%

1.9%

1.9%

5.7%

1.9%

1.9%

1.9%

3.8%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答

0    20    40    60    80    100  (%) 

まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答 満足 

①道路の歩行時の安全性 

②火災・地震・水害などに対する安全性 

③治安、犯罪発生の防止 

④日常の買い物等の利便性 

⑤バス・鉄道等の交通機関の利便性 

⑥医療施設や福祉施設の利便性 

⑦出張所や公民館など市民サービス施設の利便性 

⑧地区内の道路整備・地区内移動の利便性 

⑨まちの活気・活力 

⑩公園や街路樹などの緑の豊かさ 

⑪近隣の人たちやコミュニティとの関わり 

⑫総合的な住みやすさ 

安
全
性 
利
便
性 

活
気 

環
境 

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

総
合 

102



２）地域のプロジェクトの認知度 

 

新駅が整備されることについて

は、最も認知度が高く、「知ってい

た」とする比率が 45.3%となって

いる。 

十三高槻線については、37.7%、

西吹田駅前線については 28.3%、

駅前広場については、15.1%が「知

っていた」と回答している。 

 

 

 

 

大阪外環状線鉄道開通・新駅整備(新しい駅ができる)

45.3 24.5 5.724.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業

知っていた 聞いたことはあった

全く知らなかった 無回答

都市計画道路 十三高槻線の開通(阪急千里線の東西がつながる)

37.7 24.5 5.732.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業

知っていた 聞いたことはあった

全く知らなかった 無回答

都市計画道路 西吹田駅前線の整備（ＪＲ線の東西がつながる）

28.3 32.1 7.532.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業

知っていた 聞いたことはあった

全く知らなかった 無回答

駅前広場の整備

15.1 49.1 7.528.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業

知っていた 聞いたことはあった

全く知らなかった 無回答

0           20           40          60          80         100  (%) 

0           20           40          60          80         100  (%) 

0           20           40          60          80         100  (%) 

0           20           40          60          80         100  (%) 

知っていた 
全く知らなかった 

聞いたことはあった 
無回答 

知っていた 
全く知らなかった 

聞いたことはあった 
無回答 

知っていた 
全く知らなかった 

聞いたことはあった 
無回答 

知っていた 
全く知らなかった 

聞いたことはあった 
無回答 
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３）地域のプロジェクトへの期待度 

 

新駅に対する期待として最も高い項目が、「通勤や通学などの利便性が高くなる」ことであり、

69.8%が期待している。また、「店舗等の立地が進み買い物などの利便性が高くなる」が 45.3%

と続いている。 

十三高槻線に対する期待として最も高い項目が、「通勤や通学などの利便性が高くなる」と「車

や人の往来が多くなり、商業施設が充実する」で共に43.4%となっている。 

西吹田駅前線に対する期待としては、「通勤や通学などの利便性が高くなる」が最も高く52.8%

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）新駅の利用意向 

 

新駅の利用意向として「大

いに利用する」が 43.4%で

「時々利用する」とあわせる

と６割以上が利用すると回

答している。 

 

 

新駅・新駅周辺

69.8%

45.3%

17.0%

15.1%

18.9%

17.0%

5.7%

24.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通勤や通学などの利便性が高く

なる

店舗等の立地が進み、買い物な

どの利便性が高くなる。

土地の資産価値が高まる。

マンションなどの建設が進み人

口が増加してまちが活性化す

る。

車や人の往来が多くなり、商業施

設が充実する。

人の行き来が活発になり地域の

コミュニティが活性化する。

特に期待することはない。

利便性は高まると思うが少し不

安も感じる

十三高槻線

43.4%

24.5%

9.4%

9.4%

43.4%

20.8%

13.2%

22.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

西吹田駅前線

52.8%

20.8%

9.4%

17.0%

32.1%

24.5%

11.3%

22.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

43.4 7.5 18.9 5.718.9 5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業

大いに利用する 時々利用する

あまり利用しない ほとんど利用しない

わからない 無回答

0           20           40           60          80          100  (%)

0   10    20   30   40   50    60   70      0    10    20   30   40   50   60   70   0    10    20   30    40   50    60    70     (%) 

通勤や通学などの利便性が 
高くなる 

店舗等の立地が進み、買い物

などの利便性が高くなる 

土地の資産価値が高まる 

マンションなどの建設が進み人

口が増加してまちが活性化する

車や人の往来が多くなり、 
商業施設が充実する 

人の行き来が活発になり地域

のコミュニティが活性化する 

特に期待することはない 

利便性は高まると思うが 
少し不安も感じる 

大いに利用する 
ほとんど利用しない 
時々利用する 

わからない 
あまり利用しない 

無回答 
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５）まちづくりの方向性 

 

目指すべきまちづくりの方向性として

「企業と住宅が調和するまち」「防災や防

犯に配慮した安全なまち」がそれぞれ

64.2%と最も高い比率となっている。続

いて、「子どもが安心して遊び、学べるま

ち」「高齢者や障害者が安心して暮らすこ

とのできるまち」が多く選択されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.1%

43.4%

64.2%

64.2%

20.8%

26.4%

9.4%

3.8%

0% 10
%
20
%
30
%
40
%
50
%
60
%
70
%
80
%

高齢者や障害者が安心して暮ら
すことのできるまち

子どもが安心して遊び・学べるま
ち

防災や防犯に配慮した安全なま
ち

企業と住宅が調和するまち

緑や水辺などうるおいある快適な
まち

多くの人が利用する便利で賑や
かなまち

人情味あふれる助け合い・支え合
いのまち

地域の歴史や文化をいかしたま
ち

0   10   20   30   40   50   60   70   80  (%)

人情味あふれる 
助け合い・支え合いのまち 

地域の歴史や文化を 
いかしたまち 

高齢者や障害者が安心して 
暮らすことのできるまち 

子どもが安心して遊び、 
学べるまち 

防災や防犯に配慮した 
安全なまち 

企業と住宅が調和するまち 

緑や水辺など 
うるおいある快適なまち 

多くの人が利用する 
便利で賑やかなまち 
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６）実現のために必要なこと 

 

まちづくりに必要なこととして「防犯

体制の整備、充実」が69.8%と最も多く

なっているほか、「歩きやすい安全な歩行

者空間の整備」が66.0%で続いている。 

そのほかでは、「鉄道やバス、タクシー

などの交通機関の充実」「医療・福祉など

市民生活を支える施設の立地」が３割を

超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）まちづくり活動への参加 

 

「まちづくり活動に参加したい」とする比率は、5.7%となっている。 

「活動の内容によっては参加したい」とする比率を含めると、参加意識は過半を占めている。 

24.5 5.7 9.4 5.75.7 47.2

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業

まちづくり活動に参加したい
まちづくり活動の内容によっては参加したい
まちづくり活動へは参加しないが、まちづくりに関する情報はほしい
まちづくり活動には参加しない
わからない
その他
無回答

66.0%

17.0%

26.4%

69.8%

28.3%

11.3%

17.0%

11.3%

39.6%

13.2%

13.2%

13.2%

1.9%

13.2%

20.8%

9.4%

35.8%

11.3%

5.7%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

歩きやすい安全な歩行者空間の整備

火災や地震に強い建物の整備

住宅地内での交通の安全性の向上

防犯体制の整備、充実

生活の利便性を高める商業施設の立
地

まちの賑わいを高めるような大規模な
集客施設の立地

駅前の土地の高度利用化

再開発事業等によるまちの再整備

鉄道やバス、タクシーなどの交通機関
の充実

神崎川や水路などの水辺を生かした環
境整備

沿道や地区内における緑化の推進

住民による防犯、福祉、子育て支援等
の地域活動の促進

市民が主体となったまちづくり組織の設
置

企業のまちづくり活動への参加

出張所など市民サービス施設の整備

地域の交流、憩いの場となる施設の整
備

医療・福祉など市民生活を支える施設
の立地

良好な住環境をつくるための建物や土
地利用のルールづくり

まちの将来像をめざしたルールづくり

その他

0    10   20   30   40    50    60   70    80  (%)

0               20              40             60            80              100  (%) 

歩きやすい安全な歩行者空間の整備 

火災や地震に強い建物の整備 

住宅地内での交通の安全性の向上 

防犯体制の整備、充実 

生活の利便性を高める商業施設の立地 
まちの賑わいを高めるような大規模な 
集客施設の立地 

駅前の土地の高度利用化 

再開発事業等によるまちの再整備 
鉄道やバス、タクシーなどの交通機関の 
充実 
神崎川や水路などの水辺を生かした 
環境整備 

医療・福祉など市民生活を支える 
施設の立地 
良好な住環境をつくるための建物や土地利

用のルールづくり 

出張所など市民サービス施設の整備 

地域の交流、憩いの場となる施設の整備 

市民が主体となったまちづくり組織の設置 

企業のまちづくり活動への参加 

沿道や地区内における緑化の推進 

住民による防犯、福祉、子育て支援等の地

域活動の促進 

まちの将来像をめざしたルールづくり 

その他 

まちづくり活動に参加したい 
まちづくり活動の内容によっては参加したい 
まちづくり活動へは参加しないが、まちづくりに関する情報はほしい 
まちづくり活動へは参加しない 
わからない 
その他 
無回答 
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８）操業への意向 

 

「今のまま操業を続けたい」とする比率は、64.2%となっており、移転したいという比率は1.9%

である。 

南吹田に立地する理由として「以前から現在の場所で操業しているから」が 35.8%と最も高い

比率で、ついで、「地価が比較的安いから」が26.4%、「近隣関係に問題が無く操業しやすいから」

が22.6%、「大阪市に隣接する便利な立地だから」が20.8%となっている。 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.5 9.464.2

1.9

17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業

今のまま操業を続けたい 移転したい 

わからない その他

無回答

0               20              40              60             80              100  (%) 

南吹田に立地している理由

9.4

20.8

13.2

26.4

22.6

3.8

5.7

35.8

9.4

0 5 10 15 20 25 30 35 40

親会社・関連会社に近いから

大阪市に隣接する便利な立地だから

高速道路などに近く、物流に適した立地だから

地価が比較的安いから

近隣関係に問題が無く操業しやすいから

社員等が通勤しやすい立地だから

顧客や取引先が近くに多いから

以前から現在の場所で操業しているから

その他
(%)

今のまま操業を続けたい 
わからない 無回答 

移転したい 
その他 

親会社・関連会社に近いから 

大阪市に隣接する便利な立地だから 

高速道路などに近く、物流に適した立地だから 

地価が比較的安いから 

近隣関係に問題が無く操業しやすいから 

社員等が通勤しやすい立地だから 

顧客や取引先が近くに多いから 

以前から現在の場所で操業しているから 

その他 
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９）回答企業の属性 

 

回答企業の業種は建設業、製造業

が多くなっている。 

従業者数は10～29人の規模の事

業所の回答が多くなっている。 

事業所機能としては、本社機能を

有するものが47.2%ある。 

事業所の建物は賃貸のものが半数

を占めている。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所の業種は？

7.5 17.0 17.0 3.824.5 24.5 1.9
3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業

建設業 製造業

電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業
運輸業 卸売・小売業

その他 無回答

従業者数は？

15.1 11.311.3 22.6 34.0

1.9

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業

4人以下 5～ 9人 10～ 29人 30～49人

50～299人 300人以上 無回答

南吹田に立地する事業所の機能は？

15.1

3.8

47.2

32.1

22.6

0.0

20.0

40.0

60.0

企
業

本社 支社・営業所
工場 倉庫・物流機能
無回答

南吹田に立地する事業所の建物の所有形態は？

43.4 52.8 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業

所有 借地 無回答

0          20          40          60         80         100  (%) 

(%) 

0          20          40          60         80         100  (%) 

0          20           40          60         80         100  (%) 

製造業 
情報通信業 
卸売・小売業 
無回答 

建設業 
電気・ガス・熱供給・水道業 
運輸業 
その他 

30～49人4人以下

50～299人

5～9人

300人以上

10～29人 

無回答 

本社

工場

無回答

支社・営業所 

倉庫・物流業 

所有 借地 無回答 
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（５）市民の視点からみた調査区域における課題点 

 

１）自由記入欄による意見の傾向 

 

自由記入欄への記入内容を分類すると下表のような傾向となっている。 

記入内容として多い項目としては、「現状への不満」や「新駅及び周辺のまちづくりへの要望・

期待」が多くなっている。 

全 体
吹南 

地区 

吹六 

地区 

不在 

地主 
企 業

 延べ 

意見数

(割合％)

延べ 

意見数

(割合％)

延べ 

意見数 

(割合％) 

延べ 

意見数 

(割合％) 

延べ 

意見数

(割合％)

現状に満足 
7

(1.2)

2

(0.9)

5 

(1.7) 

0 

(0.0) 

0

(0.0)現状への 

評価 現状への不満(病院・地域交流施設・商業施設等の

要望、近隣でのマナー等) 

97

(16.5)

52

(22.4)

37 

(12.5) 

4 

(16.0) 

4

(11.4)

緑について不満・要望(緑化推進等) 
25

(4.2)

11

(4.7)

11 

(3.7) 

2 

(8.0) 

1

(2.9)

その他、自然に関する提案 

(神崎川の環境整備、潤いのある住環境整備等) 

7

(1.2)

0

(0.0)

6 

(2.0) 

1 

(4.0) 

0

(0.0)

公園整備・管理への不満、要望 
19

(3.2)

7

(3.0)

11 

(3.7) 

0 

(0.0) 

1

(2.9)

公園・緑等 

について 

運動広場代替地について要望 
2

(0.3)

0

(0.0)

2 

(0.7) 

0 

(0.0) 

0

(0.0)

道路整備の早期実現(幹線道路) 
24

(4.1)

11

(4.7)

9 

(3.0) 

1 

(4.0) 

3

(8.6)

道路整備への不満や要望 

(歩道整備、道路幅員、舗装等) 

42

(7.1)

21

(9.1)

18 

(6.1) 

0 

(0.0) 

3

(8.6)
道路 

について 

道路整備が進むことへの不安 

（交通安全、環境悪化） 

47

(8.0)

10

(4.3)

33 

(11.1) 

1 

(4.0) 

3

(8.6)

貨物専用道路の計画への不満・要望 
43

(7.3)

14

(6.0)

26 

(8.8) 

2 

(8.0) 

1

(2.9)
吹田操車場 

跡地利用 

関連について 梅田貨物駅移転への批判 
3 

(0.5) 

1 

(0.4) 

2 

(0.7) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 

新駅及び周辺のまちづくりへの要望・期待 

(安心・安全で住みよいまちづくり、利便性が向上する等) 

135 

(22.9) 

59 

(25.4) 

53 

(17.8) 

12 

(48.0) 

11 

(31.4) 

新駅及び周辺のまちづくりへの不安・批判 

(事業による環境悪化の懸念、騒々しいまちとなる不安等) 

73 

(12.4) 

17 

(7.3) 

54 

(18.2) 

0 

(0.0) 

2 

(5.7) 

新駅への要望・期待(駅の早期開業等) 
12 

(2.0)

9 

(3.9)

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 

3 

(8.6)

新駅への不安・批判(駅の必要性への疑問等) 
13 

(2.2)

8 

(3.4)

5 

(1.7) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0)

まちづくりの進め方への提案(住民意見の反映等) 
15 

(2.5)

7 

(3.0)

7 

(2.4) 

0 

(0.0) 

1 

(2.9)

新駅及び 

南吹田地域の

これからの 

まちづくりに 

ついて 

南吹田地域をあまり知らない、わからない 
5 

(0.8)

1 

(0.4)

4 

(1.3) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0)

行政からの情報提供への不満・要望 
6 

(1.0)

1 

(0.4)

5 

(1.7) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0)

調査・アンケートの意義についての疑問 
6 

(1.0)

0 

(0.0)

5 

(1.7) 

1 

(4.0) 

0 

(0.0)

その他行政 

に対して 

その他市政への不満 
8 

(1.4)

1 

(0.4)

4 

(1.3) 

1 

(4.0) 

2 

(5.7)

                                    計 
589 

(100.0) 

232 

(100.0) 

297 

(100.0) 

25 

(100.0) 

35 

(100.0) 
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２）地図記入形式による課題点の抽出 

 

下記のような地図記入形式により示された、住民の視点での様々な課題点を整理した。 

 

主な記入ポイント 

良いところ 問題なところ 

○十三高槻線の銀杏並木 

○盆踊りなどの地域行事 

○花が美しいポイント 

○公園などの樹木 

○神崎川沿いの景色・自然 

○生活道路における通過交通 

○不法駐車が多い 

○公園の管理、治安などへの不満 

○まちの治安 

○ポイ捨てや犬の糞の問題 

○住工混在の問題（騒音・異臭など） 

 

【記入様式】 

南吹田地域のまちの中で、好きな場所、問題だと思う特定の場所があれ

ば記入して下さい。（●：良いところ ▲：問題なところ） 

 

 
 
 
 

《記入例》 

記入用地図 

※▲印や●印だけでなく、前頁の回答と

照らし合わせられるように簡単な説明

や番号を振るなどして下さい。 
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（６）吹田南小学校におけるまちづくり学習 

 
１）まち歩きで気付いたまちの資源と特徴 

 
小学生が南吹田のまちを歩き、問題に思う点や気になった点、まちの資源などについて、写真を

撮影し、地図上に貼り付けて整理した。 
以下に、整理した課題や資源についてその内容を整理した。 

 コメント例 

上新田公園について ・お年寄りが休める所だからベンチを残してほしい。（修理をして欲しい）

・ゴミがあふれているゴミ箱はいやな気持ちになる。 

・住所のある公衆電話は道に迷った時や非常事態の時に役立つ。 

・急な階段は手すりが必要(特にお年寄り)。 

・障害のある人は階段を登ることが出来ない。 

運動広場について ・トイレが壊れていて不気味な感じがする。 

・出入り口が坂でお年寄りにはきついのではないだろうか。 

・使った道具は道具入れにきちんとしまってほしい。 

歩行者空間について ・壊れているガードレールを直した方がいい。 

・自転車と歩行者の道を分けた方がいい。 

・車いすの人も通りやすいスロープは残して欲しい。 

・車いすでも通れる機械付きの道は残したい。 

・くるくる回る坂はベビーカーも通れる。 

・点字ブロックをつけてほしい。 

自動車・駐車について ・路上駐車は他の人に迷惑をかける。 

環境・美化について ・路上駐車・ポイ捨て・落書きは環境に悪い。 

・水路の水をきれいにして欲しい。 

・畑・コスモス畑・イチョウ並木は残してほしい。 

まちの施設・機能について ・暗くて怖いので外灯がほしい。 

・お地蔵さんを残したい。 

・お医者さんが駅の近くにあるといい。 
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２）子どもの視点から考えた必要なまちの機能（公園・お店・散歩道を中心に） 
 

公園・お店・散歩道を主なまちの機能として、そのほか必要と思われる機能も含めて、それらが

南吹田地域において、どのような場所であればよいかイメージ写真を参考にして考えた。その際に

は、ワークショップのグループ毎に「大人」「子ども」「高齢者」「障害者」など様々な立場に立っ

て考えるようにした。 

 
様々な立場に立って考えたまちの機能について 

 散歩道について 公園について お店について その他 

子どもの立場 ○元気に走る 

○きれいな散歩道 

○小さい子どもが遊

ぶ 

○のびのび遊べる広

い公園 

○いっぱいの店 

○みんなで行けるス

ーパー 

○お使いにいける店 

田んぼ・木登り・花

畑・川遊び・水遊び・

お祭り 

大人の立場 ○きれいな散歩道 

○美しい景色 

○休憩できる 

○水辺や小川 

○椅子に座って日光

浴 

○誰でも自由に使え

る 

○子どもを遊ばせら

れる 

○大きな便利な店、

駐車場がある店、

安いスーパー。 

○お腹が空いたら立

ち寄る店 

○仕事帰りに飲みに

行ける店 

花畑・仕事帰りの癒

し・よい景色 

赤ちゃんのいる

人の立場 

○ベビーカーで通り

やすくのんびり散

歩 

○緑がいっぱい 

○赤ちゃんを遊ばせ

ることができる遊

具。 

○水遊び 

○健康によい食べ物 

○ゆったりできる店 

○いつでも買い物で

きる店 

 

高齢者の立場 ○広い歩道 

○並木や小川がある

気持ちよいみち

（葉っぱやせせら

ぎの音） 

○古い街並み 

○ゆっくり休む 

○孫と遊ぶ 

○昔の遊び 

○和食の店 

○食事をつくらなく

てもすむ店 

○働ける店 

○うっとりする花屋 

伝統を守る・集まる

場所・歩きやすいま

ち・きれいなまち 

障害者の立場 ○広くて通りやすい

○緑や自然 

○平らな道 

○身体が不自由な人

でもゲートボール

○きれいな花が見ら

れる。 

○座れる 

○楽しく遊べる 

○エスカレーター 

○通りやすさ 

○休憩できる 

○人のやさしい 

心が安まる・お祭

り・きれいな花・き

れいな景色 

 

その他の立場

（ペット、自然、

安全） 

○犬の散歩・運動 

○きれいな景色の散

歩道 

○水の流れ、水遊び

○花畑 

○自然が使われる 

○井戸や水の流れが

ある 

○広い公園、昔の遊

び 

○大きなお店 

○自然の材料 

○色々な料理 

○色々なパン 

○横断歩道で安全に

店に行ける 

自然・花畑・広い道・

安全な水場・きれい

な景色・楽しい 

選ばれたイメー

ジ写真の代表例 
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３）物語づくりで出されたまちづくりの考え方 
 

「大人」「子ども」「高齢者」「障害者」など多様な立場に立って、用意したイメージ写真から南

吹田のまちがこんなまちになったらいいなと思う写真を４枚選び、「南吹田のまちづくり物語」を

考え、４コマの紙芝居に仕上げた。 
児童は30のグループに分かれ物語づくりを行い、作成した物語のタイトルは、下表のような内

容となり、「安全なまち」「きれいなまち」「にぎやかなまち」など、様々な視点が出された。 

 
■物語づくりで考えられたタイトル 
タイトル 物語づくりにおいて設定した「立場・テーマ」

1 きれいな散歩道のある吹田 障害者 

2 体の不自由な人でも通りやすい町南吹田 体の不自由な人 

3 障害のある人でも自然がいっぱい南吹田 障害者 

4 自然がたくさんな町南吹田 自然 

5 にぎやかな町南吹田 環境 

6 障害者の人でも豊かに暮らせる町南吹田 障害者 

7 安心できて自然がたくさんある南吹田 大人 

8 にぎやかな町南吹田 環境 

9 安全で楽しい町作り 安全 

10 すてきな町南吹田 お年寄り 

11 お年寄りも楽しく暮らせる南吹田 お年寄り 

12 お年寄りの人も楽しく暮らせる南吹田 お年寄り 

13 お年寄りが昔のことを思い出せる町南吹田 お年寄り 

14 子供が楽しく遊べる町南吹田 子供 

15 お年寄りでも楽しく過ごせる町南吹田 お年寄り 

16 キレイな町南吹田 大人 

17 楽しくきれいな町南吹田 大人 

18 小さい子供も安全に楽しく遊べるまち 子供 

19 家族みんなで楽しくお買い物ができる町南吹田 家族 

20 みんなの町、西吹田～○○家の１日～ 子供 

21 子供も気軽に遊べる町南吹田 子供 

22 大人も楽しめる町南吹田 大人 

23 きれいな町南吹田 障害者 

24 体の不自由な人でも行ける散歩道 体の不自由な人 

25 便利な町南吹田 大人 

26 楽しい町南吹田 お年寄り 

27 安全な町南吹田 安全 

28 旅に行くぞ新たな駅へ ペット 

29 赤ちゃんも楽しめる町南吹田 赤ちゃん 

30 ペットが気持ちよく散歩できる町南吹田 ペット 
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○紙芝居にて、子ども達がまちを表現するイメージポイントは次のような点が挙げられる。 

【駅のあるまち】 

・ 駅のあるまちの誇り。賑やかで、人がいっぱい。便利で楽しいまちの活動をイメージ。 

・ 駅があって便利。仕事場に近くて乗り換えないでいける。 

・ 駅前に買物に行く。駅前にデパートや専門店（マーケットプラザ）がある。コンビニ、マクドナ

ルド、パン屋、ライフ、ミドリ電化がある。 

・ 駅前のパン屋さん、おにぎり屋さん、マクドナルド、焼き肉屋さんのある親しめるまち。 

・ 駅からバス乗る。タクシーにのる。 

・ バスで駅に行こう。 

【ととのったきれいなまち】 

・ きれいな大きな木の並木道（さくら）を歩く。 

・ 駅前にも大きな木があったらいいね。 

・ 駅から散歩道があり、虫がいて、空気がきれい。 

・ 自然がたくさんあって、春はさくら 秋はいちょうでいっぱい。 

・ 平坦な歩きやすいまちに気付く。 

【障害者にやさしく、安全なまち】 

・ 車いすで散歩でき、道が広いてゆったりしている。 

・ 駅にエレベーターがある。    

・ 交番をさがした。 

【憩えて、遊べるまち】 

・ 公園で、野球したり遊べる。ベンチでくつろげる。 

・ 大きな木の下で一休み。 

・ 自然の豊かな、並木道、公園、住宅の緑。 

・ 大きな川の親しみと、ピクニックにいける、いいにおいの川。 

・ きれいな川で、川遊び、魚釣りや魚とりしたい。 

【自然が豊かで、夕日がきれいなまち】 

・ 夕日のきれいなまち。 

・ 夕焼け空にかもなど渡り鳥がとんできれい。 

・ 赤とんぼ、かえる、みみず、カマキリ、トカゲ、ダンゴムシ、バッタ、カブトムシもいる。 

・ 小川がきれい、太陽の光であたたかい、木陰がある。  

・ きれいな住宅地のあるまち。 

 

○避けたいまちイメージでは、次の点が指摘されている。 

・ 駅前で便利だけど、ビルが多くて、自然がない。昔はよかった。 

・ マンションの乱立などがイメージされる。 

・ 橋の下のゴミ 小川のポイ捨てゴミ 西吹田駅にポイ捨て禁止のポスター貼って欲しい。 

・ わたしの子どもの頃の家はこんなんではなかった。 
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○代表的な紙芝居のストーリーの概要を以下に例示する。 

  

  

例１ 

■お年寄りも楽しく暮らせる南吹田 

・南吹田に観光に行きましょう 

・桜の並木の道をと通って 

・坂もなくていいですね 

・きれいな花があります 

・大きな木の下でご飯を食べましょう 

・ベンチがあっていいですね 

・八百屋さんのキュウリ安くて人気のお店 

・目的は 夕日 間に合った きれい 

・近くに新しい駅が出来て 

・電車に乗って帰りましょう 

 

 

 

 

例２ 

■みんなの町・西吹田―○○家の１日― 

日曜日 子ども達はお母さんと一緒に電

車に乗っておでかけ 

・まずは公園に行こう 

・とちゅう 散歩道にさしかかり 広い道

だね 

・公園でお母さんは少し休憩 

・野球するぞ 

・そろそろ買物にいこう デパートで買物

しよう 

・広い いろんなお店があるね 

・レストランでご飯をたべようか 

・西吹田駅にはいろんなところがあります

ね 

 

 

 

① ② 

③ ④ 

⑤ 

② 

④ 

① 

③ 

⑤ 
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例３ 

■ペットが気持ちよく散歩できる町南吹田

サルと大トカゲとイヌと 

・散歩道きれい 

・春は桜を観に行こう きれい 

・マンションがあって、花や木が植わってる

・でも またマンション、ペットにとって自

然破壊は敵 

・自然のいっぱいの川、山がある 

・ここで 寝たい 草を食べる 

・川の温泉に入ろう 

・最終目的地の西吹田駅 きれいなところ 

・吹田市の人はまちが使いやすくなるね 

 

 

 

 

 

 

 

例４ 

■体の不自由な人でも通りやすい町南吹田 

・みんなで車いすに乗って駅に行きます 

・木がいっぱいの道 

・まんなかが広い公園のある住宅街を通って

・この道「いっぱい木があるな」みんなで感

動 

・住宅街は大きな家の一軒家が多いな 

・店がちらほらあります 

・緑がいっぱいあるから、ほんまにきれい 

・この町はいろいろあるからきれい 

・住宅街を抜けて駅がみえてきました 

・駅の前にコンビニがあって、ジュースを買

いました 

・切符を買って電車を待っていました 人が

いっぱい 

・電車に乗って目的地にいきました 今日は

本当に楽しかった 

 

 

 

② 

④ 

① 

③ 

① 

③ 

② 

④ 

⑤ 

⑤ 
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（７）意向調査結果のまとめ 

 

地域住民向け、不在地主向け、企業向けアンケート結果と小学生ワークショップ結果を整理すると

以下のとおりである。 

 

地区 項目 意向調査結果概要 
まちの評価 交通利便性、医療施設・福祉施設、道路の歩行時の安全性に関する評

価が低い。 

どのようなまち

をめざすか 
高齢者や障害者が安心して暮らすことのできるまち(77.3%)、子ども

が安心して遊び・学べるまち(60.4%)、防災や防犯に配慮した安全な

まち(59.1%) 

まちづくりを進

めるために必要

なこと 

歩きやすい安全な歩行者空間の整備(80.0%)、医療・福祉など市民生

活を支える施設の立地(51.6%)、防犯体制の整備、充実(48.9%) 

まちづくりへの

参加 
まちづくり活動に参加したい(8.9%) 活動の内容によっては参加し

たい(41.8%) まちづくりに関する情報はほしい(24.9%) まちづ

くり活動には参加しない(0.9%) 

住み続けたいか ずっと住み続けたい(61.3%) 引っ越したい(3.1%) わからない

(29.3%) 

吹南地区

（南吹田

一～二丁

目） 

指摘されている

地域の問題点 
交差点の事故、歩道等の不足、工場等の振動・臭い など 
 

まちの評価 交通利便性、日常の買い物利便性、医療施設・福祉施設に関する評価

が低い。 
どのようなまち

をめざすか 
高齢者や障害者が安心して暮らすことのできるまち(70.9%)、子ども

が安心して遊び・学べるまち(56.7%)、防災や防犯に配慮した安全な

まち(52.5%) 

まちづくりを進

めるために必要

なこと 

歩きやすい安全な歩行者空間の整備(72.3%)、医療・福祉など市民生

活を支える施設の立地(48.9%)、防犯体制の整備、充実(44.7%) 

まちづくりへの

参加 
まちづくり活動に参加したい(12.1%) 活動の内容によっては参加

したい(47.5%) まちづくりに関する情報はほしい(18.4%) まち

づくり活動には参加しない(2.1%) 

住み続けたいか ずっと住み続けたい(58.2%) 引っ越したい(7.8%) わからない

(28.4%) 

吹南地区

（南吹田

三～五丁

目） 

指摘されている

地域の問題点 
交差点の事故、歩道等の不足、工場等の振動・臭い 不法駐車、治安

への不安 ＪＲガード下の安全 など 

まちの評価 全般的に吹南地区と比較して評価が高い。治安、犯罪の防止、地区内

の道路整備、公園等の緑の充足に関する評価が低い。 

どのようなまち

をめざすか 
高齢者や障害者が安心して暮らすことのできるまち(68.3%)、子ども

が安心して遊び・学べるまち(62.1%)、防災や防犯に配慮した安全な

まち(60.7%) 

まちづくりを進

めるために必要

なこと 

歩きやすい安全な歩行者空間の整備(72.1%)、防犯体制の充実

(55.9%)、医療・福祉など市民生活を支える施設の立地(32.6%)、 

まちづくりへの

参加 
まちづくり活動に参加したい(4.7%) 活動の内容によっては参加し

たい(32.6%) 

住み続けたいか ずっと住み続けたい(51.8%) 引っ越したい(8.9%) わからない

(33.9%) 

吹六地区

（ 川 岸

町・南清和

園町・清和

園町） 

指摘されている

地域の問題点 
交差点の事故、歩道等の不足、工場等の振動・臭い 不法駐車、治安

への不安 など 
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地区 項目 意向調査結果概要 
まちの評価 交通利便性、日常の買い物利便性や治安、犯罪発生の防止に関する評

価が低い。 
どのようなまち

をめざすか 
防災や防犯に配慮した安全なまち(77.8%)、子どもが安心して遊び・

学べるまち(51.9%)、高齢者や障害者が安心して暮らすことのできる

まち(48.1%) 

まちづくりを進

めるために必要

なこと 

防犯体制の充実(63.0%)、歩きやすい安全な歩行者空間の整備

(55.6%)、住宅地内での交通の安全性の向上(40.7%)、医療・福祉

など市民生活を支える施設の立地(37.0%) 

まちづくりへの

参加 
まちづくり活動に参加したい(18.5%) 活動の内容によっては参加

したい(14.8%) 

不在地主 

指摘されている

地域の問題点 
交差点の事故、ゴミの不法投棄 など 

まちの評価 交通利便性、日常の買い物利便性や治安、犯罪発生の防止に関する評

価が低い。 
どのようなまち

をめざすか 
企業と住宅が調和するまち(64.2%)、防災や防犯に配慮した安全なま

ち(64.2%)、子どもが安心して遊び・学べるまち(43.4%)、 

まちづくりを進

めるために必要

なこと 

防犯体制の整備、充実(69.8%)、歩きやすい安全な歩行者空間の整備

(66.0%)、鉄道やバス、タクシーなどの交通機関の充実(39.6%) 

まちづくりへの

参加 
まちづくり活動に参加したい(5.7%) 活動の内容によっては参加し

たい(47.2%) 

操業への意向 今のまま操業を続けたい(64.2%) 移転したい(1.9%) わからない

(17.0%) 

企業 

指摘されている

地域の問題点 
交差点の事故、歩道等の不足、治安への不安 など 

全体 

( 地 域 住

民・不在地

主・企業）

どのようなまち

をめざすか 

高齢者や障害者が安心して暮らすことのできるまち(63.3%) 

子どもが安心して遊び・学べるまち(39.9%) 

防災や防犯に配慮した安全なまち(34.4%) 

緑や水辺などうるおいある快適なまち(17.0%) 

人情味あふれる助け合い・支え合いのまち(13.9%) 

多くの人が利用する便利で賑やかなまち(9.2%) 

企業と住宅が調和するまち(5.0%) 

地域の歴史や文化をいかしたまち(1.9%) 

   

どのようなまち

をめざすか 

きれいなまち、障害者やお年寄りにもやさしい安全なまち、憩えて遊

べるまち、自然が豊かで夕日がきれいなまち、便利なまち  など 
小学生 

指摘されている

地域の問題点 

不法駐車、まちのバリアフリー、交通事故、ゴミのポイ捨て、落書き 

など 
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４．調査区域の特性  

 

前章までで、調査区域を自治会の範囲や鉄道線による地域の状況等を勘案した、吹南地区（南吹

田一・二丁目付近）、吹南地区（南吹田三丁目付近）、吹六地区（川岸町、南清和園町、清和園町付

近）の３地区に分け、地区の位置付け、現況・意向調査を行いその結果を示した。 

ここでは、これらの結果を踏まえ、地区ごとの課題を抽出し、調査区域全体の特性を総括し、対

応すべき課題の整理を行う。 

 

（１）地区ごとの特性 

調査区域の３地区ごとの特性を、下記のとおり整理する。 

 

 各地区特性の概要 

1）吹南地区 

（南吹田一・二丁目

付近） 

○住宅と工業・流通・業務機能が混在するエリア 

○倉庫等の流通・保管施設の立地が進むエリア 

○共同住宅の立地が進むエリア 

○新駅の整備により鉄道利用の利便性が高まるエリア 

○低未利用地が点在し、鉄道・道路の整備効果により、土地利用が劇的に変化する可

能性のあるエリア 

○緑道や神崎川などがあるが緑地が少なくアメニティ性が低いエリア 

○不法駐車が多いなど治安や生活環境面で課題のあるエリア 

2）吹南地区 

（ 南 吹 田 三 丁 目

付近） 

○住宅と流通・業務機能が混在するエリア 

○流通・業務施設の立地が進むエリア 

○共同住宅の立地が進むエリア 

○幹線道路等の整備、江坂への近接性から利便性の高いエリア 

○フラワーロードなどがあるが緑地が少なくアメニティ性が低いエリア 

○西吹田駅前線の整備により鉄道利用の利便性が高まるエリア 

○低未利用地の敷地規模が小さく、大規模土地利用転換の可能性が低いエリア 

3）吹六地区 

（川岸町・ 

南清和園町・ 

清和園町付近） 

○住宅と工業・流通・業務機能が混在するエリア（川岸町） 

○狭隘な道路と老朽化した木造住宅が建て込んだエリア（南清和園町・清和園町） 

○阪急吹田付近への近接性が高く利便性の高いエリア 

○倉庫等の流通・保管施設の立地が進むエリア（川岸町） 

○共同住宅の立地が進むエリア 

○十三高槻線の開通により地域東部との接続性が高まるエリア 

○低未利用地が点在する十三高槻線は、鉄道・道路の整備効果により、土地利用が劇

的に変化する可能性のあるエリア 

○隣接して中の島公園や神崎川などがあるが緑地が少なくアメニティ性が低いエリア 

＊アメニティ：緑の豊かさや水辺、景観など、居住環境の快適さやうるおい
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１）吹南地区（南吹田一・二丁目付近） 

 

○住宅と工業・流通・業務機能が混在するエリア       ○倉庫等の流通・保管施設の立地が進むエリア 

○共同住宅の立地が進むエリア             ○新駅の整備により鉄道利用の利便性が高まるエリア 

○低未利用地が点在し、鉄道・道路の整備効果により、土地利用が劇的に変化する可能性のあるエリア  

○緑道や神崎川などがあるが緑地が少なくアメニティ性が低いエリア    ○不法駐車が多いなど治安や生活環境面で課題のあるエリア 

 

 現況 動向(想定)・計画  課題  
 人口(人) 人口密度（市平均）(人/ha) 世帯人員（市平均）(人／世帯) 老年人口率（市平均）(%) 年少人口率（市平均）(%)

H8 994 31.4(94.0) 2.0 (2.5) 24.6(10.8) 12.6(15.5) 

H18 1,000 31.5(97.3) 2.0 (2.3) 28.3(17.2) 12.0(14.8) 

人口構成(H8～H18) 

・総人口は横ばいだがH13をピークに近年は微減傾向である。 

・老年人口率は28.3％と市平均に比べ高い比率であるが、近年横ばい傾向である。 

・年少人口率は12.0％と市平均に比べ低い比率であるが、近年横ばい傾向である。 

・団塊の世代の高齢化により老年人口率はさ

らに上昇することが予測される。 

・少子高齢化に対応したまちづくりの視

点が必要となる。 

社
会
条
件 

小学校区 吹田南小学校区 ・周辺地域での住宅開発により、児童数が増

加傾向。 

・開発による人口増加への対応。 

地域地区 第一種住居地域、第二種住居地域、工業地域   

道路率（市平均） 狭隘道路率（市平均） 

一丁目：22.2% 二丁目：11.3% (10.8%) 一丁目：9.4% 二丁目：22.0% (22.4%) 
道路 

・土地区画整理事業実施区域では、基本的な生活道路は整備されている。 

・南吹田二丁目南側の街区では、４ｍ未満の狭隘な道路が存在する。 

・大阪外環状線鉄道が平成２３年度に完成予

定であり、現在の南吹田運動広場付近に新

駅が設置される。 

・（都）西吹田駅前線の整備。 

・（都）西吹田駅前線が開通するまでは、

新駅利用も含め、東西間のアクセスが

弱い。 

公園面積 

地区公園：0カ所（0ha）   近隣公園：0カ所（0ha）   街区公園：1カ所（0.37ha） 生産緑地：3カ所（0.48ha） 
公園緑地等 

・街区公園である上新田公園が整備されている。 

・コスモス畑として活用し、周辺住民へうるおいを提供している生産農地もある。 

・（都）西吹田駅前線整備に伴う上新田公園の

再整備。 

・駅前立地やまちの方向性に対応した公

園のあり方の検討と再整備。 

供給処理施設 上水：整備済 下水：泉町処理分区（合流） ガス：プロパンガス（一部都市ガス）   

河川・水路 神崎川、東西新井路水路(開渠)、馬廻り水路(開渠)  ・河川や水路を生かしたまちづくりの視

点が必要となる。 

都
市
基
盤 

市街地の防災性 ・南吹田二丁目南側の街区においては、小規模な住宅等が４ｍ未満の狭隘道路に面して立地する街区がある。   

業務施設件数 運輸施設件数 工業施設件数 

H元：46件 H15：36 件 H 元：14件 H15：57 件 H 元：17件 H15：10 件 
事業所等 

・倉庫や物流センターなどの流通機能が立地している。業務施設、工業施設は減少傾向にある。 

・南吹田二丁目には大規模な工場（ネオマックス）が立地している 

共同住宅件数 木造率（市平均） 

H元：5件 H15：15件 一丁目：7.9% 二丁目：20.4%  (21.1%) 
住宅・建物等 

・低未利用地などが土地利用転換され、賃貸マンションの供給がいくつか見られる。 

・共同住宅は、3階～6階建て賃貸マンションや２階建てハイツ、木造アパートなどの賃貸共同住宅である。 

低未利用地率（低未利用地総面積/区域面積） 件数 1,000 ㎡以上 500～1,000㎡ 500 ㎡未満 

10.8% 68 件 5 件 20 件 43 件 

土
地
利
用 

低未利用地 

・低未利用地は農地、駐車場などの土地利用がされている。 

・1,000㎡以上の低未利用地も５箇所あり、そのうち2箇所は2,000㎡以上の敷地である。低未利用地が連担する所もある。 

・住宅と業務、工業が混在して立地しており、

業務車両の生活道路への進入など、住環境

面での課題が起こる可能性がある。 

・低未利用地が点在し、鉄道や道路整備によ

り、土地利用が劇的に変化する可能性があ

る。 

・2000 ㎡以上確保できる敷地もあり、商業

施設や分譲マンションなど、多様な機能立

地の可能性がある。 

・道路や鉄道整備により、今後も流通系をは

じめとし、業務施設等の立地需要も高まる

と予測される。 

・住宅と業務、工業が混在し、住環境面

への配慮という視点が必要となる。 

 

・土地利用転換など開発に対応したまち

づくりの視点が求められる。 

 

・開発による人口増加へ対応したまちづ

くりの視点が必要となる。 

生活利便施設等 コンビニ：1件  病院・診療所：1件  保育所：0件   

歴史・文化 吹田くわい   

地域資源 ・馬廻り緑道、くるくる遊園 ・新大吹橋からの眺め、螺旋歩道 ・神崎川、水鳥の道 ・南吹田運動広場（駅前広場用地） ・点在する農地空間 ・東西新井路水路 ・馬廻り水路 ・大阪外環状線新駅 

地域住民意向 

 

過半数が不満・やや不満と評価した項目：交通機関(89.3%)、日常の買い物(79.5%)、医療施設・福祉施設(73.7%)、道路の歩行時の安全性(69.5%)、地区内移動(61.7%)、 

防犯(61.7%)、防災(53.3%)、市民サービス(61.7%) 

どのようなまちをめざすか：       高齢者や障害者が安心して暮らすことのできるまち(70.9%)、子どもが安心して遊び・学べるまち(56.7%)、防災や防犯に配慮した安全なまち(52.5%) 

まちづくりを進めるために必要なこと： 歩きやすい安全な歩行者空間の整備(72.3%)、医療・福祉など市民生活を支える施設の立地(48.9%)、防犯体制の整備、充実(44.7%) 

まちづくりへの参加：          まちづくり活動に参加したい(12.1%) 活動の内容によっては参加したい(47.5%) まちづくりに関する情報はほしい(18.4%) まちづくり活動には参加しない(2.1%) 

住み続けたいか：           ずっと住み続けたい(58.2%) 引っ越したい(7.8%) わからない(28.4%) 

指摘されている地域の問題点：     交差点の事故、歩道等の不足、工場等の振動・臭い 不法駐車、治安への不安 ＪＲガード下の安全 など 

 

【概要】 
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２）吹南地区（南吹田三丁目付近） 

 

○住宅と流通・業務機能が混在するエリア       ○流通・業務施設の立地が進むエリア 

○共同住宅の立地が進むエリア                ○幹線道路等の整備、江坂への近接性から利便性の高いエリア 

○フラワーロードなどがあるが緑地が少なくアメニティ性が低いエリア                         ○西吹田駅前線の整備により鉄道利用の利便性が高まるエリア  

○低未利用地の敷地規模が小さく、大規模土地利用転換の可能性が低いエリア 

 

 現況 動向(想定)・計画  課題  
 人口(人) 人口密度（市平均）(人/ha) 世帯人員（市平均）(人／世帯) 老年人口率（市平均）(%) 年少人口率（市平均）(%)

H8 1,069 56.3 (94.0) 2.6 (2.5) 10.9(10.8) 13.0(15.5) 

H18 1,060 55.8 (97.3) 2.1 (2.3) 22.8(17.2) 10.8(14.8) 

人口構成(H8～H18) 

・総人口はほぼ横ばい。少子化、高齢化が市平均以上に進んでいる。また世帯人員の縮小が進んでいる。 

・団塊の世代の高齢化により老年人口率は

さらに上昇することが予測される。 

・少子高齢化に対応したまちづくりの視

点が必要となる。 社
会
条
件 小学校区 吹田南小学校区 ・周辺地域での住宅開発により、児童数が

増加傾向。 

・開発による人口増加への対応。 

地域地区 第一種住居地域、準工業地域   

道路率（市平均） 狭隘道路率（市平均） 

15.8%(10.8%) 13.4% (22.4%) 
道路 

・土地区画整理事業実施済みであり、基本的な生活道路は整備されている。 

・（都）西吹田駅前線の整備。 ・（都）西吹田駅前線が開通するまでは、

新駅利用も含め、東西間のアクセスが

弱い。 

公園面積 

地区公園：0カ所（0ha）   近隣公園：0カ所（0ha）   街区公園：0カ所（0ha）  生産緑地：１カ所（0.06ha） 
公園緑地等 

・隣接する南吹田５丁目に下新田公園（0.25ha）、南金田１丁目に南吹田公園（2.3ha）が近隣公園として整備されている。 

  

供給処理施設 上水：整備済 下水：泉町処理分区（合流） ガス：プロパンガス（一部都市ガス）   

河川・水路 大井路、東西新井路水路、馬廻り水路   

都
市
基
盤 

市街地の防災性 南吹田三丁目南部から南吹田四丁目にかけて小規模な住宅等が4ｍ未満の狭隘道路に面して立地する街区がある。 

 

  

業務施設件数 運輸施設件数 工業施設件数 

H元：23件 H15：35 件 H 元：21件 H15：34 件 H 元：6件 H15：3件 
事業所等 

・倉庫や物流センターなどの流通機能と、業務施設が立地している。 

・流通、業務機能は事業所が入れ替わりながらも機能的には継続するとともに、新規立地も進んでいる。 

・小曽根南泉線（フラワーロード）沿いには商店などの立地も見られる。 

・工業施設は数件の立地にとどまっている。また周辺の穂波町ではアサヒビール関連の大規模な物流企業も立地している。 

共同住宅件数 木造率（市平均） 

H元：15件 H15：23 件 20.1% (21.1%) 
住宅・建物等 

・低未利用地などの土地利用が転換して、賃貸マンションの供給が活発である。 

・共同住宅は、3階建て程度の賃貸マンションや2階建てハイツ、木造アパートなどの賃貸共同住宅である。 

・小曽根南泉線（フラワーロード）沿道（南金田一丁目）には9階建ての賃貸マンションや10階建ての分譲マンションなど、高

層マンションも立地している。 

低未利用地率（低未利用地総面積/区域面積） 件数 1,000 ㎡以上 500～1,000㎡ 500 ㎡未満 

5.0% 20 件 1 件 8 件 11 件 

土
地
利
用 

低未利用地 

・低未利用地は、主に駐車場としての土地利用がされている。 

・1,000㎡以上の低未利用地は1箇所だけであり、500㎡未満の比較的小規模な敷地が多い。 

（※調査区域外であるがエリア西側に、ゴルフ練習場など企業保有の大規模敷地がある） 

・幹線道路などのアクセスがよく、また江

坂エリアと近接している立地であり、今

後も流通系・業務系の立地需要はあると

予測される。 

 

・低未利用地の敷地規模が小さいため、鉄

道などの整備によるインパクトがあっ

たとしても、大規模な土地利用転換の可

能性は低い。 

・住宅と業務施設、運輸施設、工業施設

等が混在して立地していることから、

業務車両の生活道路への進入や振動

など、住環境面での対応が必要であ

る。 

 

・開発による人口増加へ対応したまちづ

くりの視点が必要となる。 

 

（※企業保有の大規模敷地の動向によ

っては、南吹田地域に大きな影響を及ぼ

す可能性があるため、注視する必要があ

る。） 

生活利便施設等 コンビニ：1件  病院・診療所：0件  保育所：0件   

歴史・文化 吹田くわい   

地域資源 ・緑豊かな歩道のあるフラワーロード（小曽根南泉線）  ・水道部泉浄水所  ・吹田南小学校  ・江坂エリアとの近接性  ・下新田公園  ・南吹田公園 

地域住民意向 

（南吹田三～五丁目） 

過半数が不満・やや不満と評価した項目： 交通機関(75.6%)、医療施設・福祉施設(64.4%)、道路の歩行時の安全性(62.2%)、防災 (53.3%)、地区内移動(52.4%) 

どのようなまちをめざすか：       高齢者や障害者が安心して暮らすことのできるまち(77.3%)、子どもが安心して遊び・学べるまち(60.4%)、防災や防犯に配慮した安全なまち(59.1%) 

まちづくりを進めるために必要なこと：  歩きやすい安全な歩行者空間の整備(80.0%)、医療・福祉など市民生活を支える施設の立地(51.6%)、防犯体制の整備、充実(48.9%) 

まちづくりへの参加：          まちづくり活動に参加したい(8.9%) 活動の内容によっては参加したい(41.8%) まちづくりに関する情報はほしい(24.9%) まちづくり活動には参加しない(0.9%) 

住み続けたいか：            ずっと住み続けたい(61.3%) 引っ越したい(3.1%) わからない(29.3%) 

指摘されている地域の問題点：      交差点の事故、歩道等の不足、工場等の振動・臭い など 

 

 

【概要】 
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３）吹六地区（川岸町・南清和園町・清和園町付近） 

 

○住宅と工業・流通・業務機能が混在するエリア（川岸町）    ○狭隘な道路と老朽化した木造住宅が建て込んだエリア（南清和園町・清和園町） 

○阪急吹田付近への近接性が高く利便性の高いエリア    ○倉庫等の流通・保管施設の立地が進むエリア（川岸町） 

○共同住宅の立地が進むエリア             ○十三高槻線の開通により地域東部との接続性が高まるエリア 

○低未利用地が点在する十三高槻線は、鉄道・道路の整備効果により、土地利用が劇的に変化する可能性のあるエリア  

○隣接して中の島公園や神崎川などがあるが緑地が少なくアメニティ性が低いエリア    

 

 現況 動向(想定)・計画  課題  
 人口(人) 人口密度（市平均）(人/ha) 世帯人員（市平均）(人／世帯) 老年人口率（市平均）(%) 年少人口率（市平均）(%) 

H8 3,518 106.2(94.0) 2.4(2.5) 14.2(10.8) 10.1(15.5) 

H18 3,264 98.6(97.3) 2.2(2.3) 24.5(17.2) 11.5(14.8) 

人口構成(H8～H18) 

・総人口は近年は微減傾向 

・団塊の世代及びその子どもである団塊ジュニアの世代共に人口が減少し、老年人口が増加している。 

・団塊の世代の高齢化により老年人口率は

さらに上昇することが予測される。 

・少子高齢化に対応したまちづくりの視

点が必要となる。 
社
会
条
件 

小学校区 吹田第六小学校区   

地域地区 第二種中高層住居専用地域、第一種住居地域、第二種住居地域、準工業地域   

道路率（市平均） 狭隘道路率（市平均） 

川岸町：17.9% 南清和園町：18.2% 清和園町：16.2% (10.8%) 川岸町：22.1% 南清和園町：17.8% 清和園町：13.7% (22.4%)
道路 

・土地区画整理事業実施区域では、基本的な生活道路は整備されている。 

・清和園町、南清和園町では６ｍ未満の狭隘な道路が多い。 

・（都）十三高槻線が阪急千里線をアンダーパスするための工事が進んでいる。 

・（都）十三高槻線の整備 

・阪急千里線連続立体交差事業 

・貨物専用道路出入口の整備 

・清和園町、南清和園町における防災面

の課題があり、修復型の改善が求めら

れる。 

・（都）十三高槻線では総合的な交通処

理(信号設置等)が必要である。 

公園面積 

地区公園：0カ所（0ha）   近隣公園：0カ所（0ha）   街区公園：2カ所（0.57ha） 生産緑地：1カ所（0.27ha） 
公園緑地等 

・南清和園町の吹田第六小学校南側に南清和園公園（0.32ha）、川岸町には川岸公園（0.25ha）が整備されている。 

・隣接する中の島町には地区公園の中之島公園（6.4ha）が整備されている。 

  

供給処理施設 上水：整備済 下水：泉町処理分区（合流）、川面処理分区（合流） ガス：プロパンガス（一部都市ガス）   

河川・水路 東西新井路水路、馬廻り水路、神崎川  ・河川や水路を生かしたまちづくりの視

点が必要となる。 

都
市
基
盤 

市街地の防災性 ・清和園町、南清和園町では６ｍ未満の狭隘な道路に面して、小規模な住宅等が多く立地する街区がある。   

業務施設件数 運輸施設件数 工業施設件数 

H元：31件 H15：28 件 H 元：3件 H15：15件 H 元：13件 H15：8件 

事業所等 

（川岸町・ 

南清和園町） ・川岸町には倉庫や物流センターなどの流通機能が立地しており、業務施設、工業施設は減少傾向にある。 

・十三高槻線沿道に業務施設が立地している。 

共同住宅件数 木造率（市平均） 

H元：17件 H15：25 件 川岸町：27.0% 南清和園町：47.3% 清和園町：69.7% (21.1%) 

住宅・建物等 

（川岸町・ 

南清和園町） ・低未利用地などの土地利用が転換して、賃貸マンションの供給がいくつか見られる。 

・共同住宅は3階建賃貸マンションや2階建ハイツ、木造アパートなどの賃貸共同住宅である。 

低未利用地率（低未利用地総面積/区域面積） 件数 1,000 ㎡以上 500～1,000㎡ 500 ㎡未満 

7.6% 66 件 3 件 16 件 47 件 

土
地
利
用 

低未利用地 

・低未利用地は農地、駐車場などの土地利用がされている。 

・1,000 ㎡以上の低未利用地も３箇所あるが、清和園町、南清和園町では小規模な敷地が多い。十三高槻線沿道や川岸町では低

未利用地が連担している所もある。 

・住宅と業務、工業が混在して立地してお

り、業務車両の生活道路への進入など、

住環境面での課題が起こる可能性があ

る。 

・低未利用地が点在し、鉄道や道路整備に

より、土地利用が劇的に変化する可能性

がある。 

・十三高槻線沿道など低未利用地が連担す

る所では、商業施設や分譲マンションな

ど、多様な機能立地の可能性がある。 

・十三高槻線沿道におけるロードサイド店

舗の立地 

・道路や鉄道整備により、今後も流通系を

はじめとし、業務施設等の立地需要も高

まると予測される。 

・住宅と業務、工業が混在し、住環境面

への配慮という視点が必要となる。 

 

・土地利用転換など開発に対応したまち

づくりの視点が求められる。 

 

・開発による人口増加へ対応したまちづ

くりの視点が必要となる。 

生活利便施設等 コンビニ：0件  病院・診療所：0件  保育所：1件   

歴史・文化    

地域資源 ・神崎川、水鳥の道 ・中の島公園 ・点在する農地空間 ・阪急吹田方面への近接性（市役所・商業施設など） ・吹田第六小学校 ・川岸町公園 ・南清和園町公園 ・川面下水処理場 ・南工場跡地 ・緑風橋

地域住民意向 

 

過半数が不満・やや不満と評価した項目： 防災(50.7%) 

どのようなまちをめざすか：        高齢者や障害者が安心して暮らすことのできるまち(68.3%)、子どもが安心して遊び・学べるまち(62.1%)、防災や防犯に配慮した安全なまち(60.7%) 

まちづくりを進めるために必要なこと：   歩きやすい安全な歩行者空間の整備(72.1%)、防犯体制の充実(55.9%)、医療・福祉など市民生活を支える施設の立地(32.6%)、防犯体制の整備、充実(55.9%) 

まちづくりへの参加：           まちづくり活動に参加したい(4.7%) 活動の内容によっては参加したい(32.6%) 

住み続けたいか：             ずっと住み続けたい(51.8%) 引っ越したい(8.9%) わからない(33.9%) 

指摘されている地域の問題点：       交差点の事故、歩道等の不足、工場等の振動・臭い 不法駐車、治安への不安 ＪＲガード下の安全 など 

【概要】 

129



130



（２）調査区域全体の特性と課題 

各地区の特性を総括し、調査区域全体の対応すべき課題が次のように整理される。 

 
 概  要 動向(想定)  課題  

地区の位置づけ 

（上位計画・ 

関連計画） 

【土地利用】 

○利便性の高い市街地環境を形成する市域南部の地域拠点 

○産業機能と居住機能が調和した市街地の形成 

○駅前としての土地の有効・高度利用と魅力的なまちづくり 

【立地機能など】 

○工業者と商業者の交流の場づくりを進め、製販連携による新たな商品やサービスの創造

を図り、公的機関による技術指導や市内に立地する大学や研究機関との交流活動を通じ

て、製品の高付加価値化を進め、本市の商工業の核となるよう支援策を検討する。 

【活用する資源】 

○神崎川の自然を活かしたまちづくり。 

○水辺と緑を活かした潤いのある景観をはぐくむ。 
【推進方策】 

○市民、事業者の参画の下で、協働により取り組む。 

○地域特性を生かす。 

 現  況 
沿革 

 

○明治期までは湿田地帯となっており、大正期からは神崎川沿岸に工場や社宅が立地しは

じめた。新御堂筋の開通や土地区画整理事業を機に江坂を中心に都市型産業の立地が進

んだ。また、住宅市街地が既存駅前を中心に形成し、この地域にも及んできている。 

○新駅予定地周辺では、区画整理事業により基盤整備がなされ、農地が徐々に転用され、

流通・業務や倉庫などとともに賃貸住宅が立地してきている。近年十三高槻線「新大吹

橋」の開通もあり、コンビニエンスストアなどのサービス機能の立地が見られる。 

都市基盤施設等 

 

○区画整理事業により基本的な基盤は整備されているが、吹南地区では過半数が歩行時の

安全性を不満と評価している。 

○小学校の教室数に余裕がない中、吹田南小学校では児童数が増加傾向である。 

居住環境 

 
○南吹田一・二丁目は過半数が、日常の買い物、医療福祉施設、市民サービスの利便性を

不満と評価している。 

○全体として緑地などのアメニティ性への評価は低い。 

○吹田市の南端下流部に位置し、下水処理場などの処理施設が立地し、居住環境としての

地域イメージを阻害している面が伺える。 

操業環境 

 
○地価や業務床の賃貸料が安く、大阪市との近接性など利便性が高く、操業環境としての

評価が高い。 

○神崎川沿いの工場立地は後退する傾向にあるが、依然、比較的規模の大きい工場が操業

し大阪圏における産業集積地となっている。 

○神崎川沿いでは工場などによって臭気など居住環境などへの影響がみられる。 

土地利用需要 

 
○供給物件は、賃貸マンションが比較的多く、建て売り住宅の開発もみられる。 

○農地や駐車場などの低未利用地が、賃貸共同住宅や倉庫等の流通・保管施設などへ転換

している。 

○南吹田三丁目付近では業務系の施設立地が進んでいる。 

交通アクセス 

 
○吹南地区では過半数が地区内の道路整備、地区内移動の利便性を不満と評価している。

○新駅整備への期待としては通勤や通学の利便性の向上への期待が最も高い。(33.6%) 

地域の資源 ○農業地域の名残である「馬廻り水路」が残り、名産の「吹田くわい」の保存活動がなさ

れている。 

○神崎川は以前と比べると水質や匂いも改善しており、緑道等の整備が進んでいる。対岸

にはレガッタの艇庫が立地し、河川のスポーツ等への利用も進んでいる。 

○吹田発祥の歴史ゾーンである「吹田」とともに新しい賑わい拠点ゾーンとしての「江坂」

にも近接しているといえる。 

 

 

・大阪外環状線鉄道の開通、新駅の開設、（都）十三高槻線、（都）

西吹田駅前線の開通などによる、立地ポテンシャル、交通利便

性の向上。 

 

 

・鉄道開通により交通利便性の高いエリアとして、高まる住宅需

要を反映した住宅立地。 

 

 

・敷地規模や収益性のみに偏った視点から画一的な住宅供給や、

画一的で個性のない市街地の形成等が懸念される。 

 

 

・江坂、新大阪の縁辺部としての倉庫及び関連企業やベンチャー

企業等の業務機能の立地 

 

 

・十三高槻線沿道におけるロードサイド店舗の立地 

 

 

・新駅周辺における通勤客等を対象とした店舗・サービスの立地

 

 

・外環状線鉄道の開業により、新大阪及び東大阪・八尾の工場集

積地域と直結し、市南部の業務機能との相互交流が活性化。 

 

 

・道路アクセスの改善により、より一層需要が高まる倉庫等の立

地と、それに伴う住環境への影響が懸念される。 

 

 

・無秩序な土地利用、開発圧力の懸念。 

 

 

 

 

■現状の問題に対応 

・交通や生活サービスなどの利便性の向上。 

・少子高齢化に対応したまちづくり。 

・安心、安全な生活環境整備、防災と防犯への配慮。 

・業務系、住居系の住みわけと生活環境面への配慮。 

 

 

■地域の主体性を創出 
・地域の歴史やコミュニティを継承・持続し、地域の主体性を大切にする。 

・市民、企業、行政との協働によるまちづくり。 

 

 

■現状の資源を生かす 

・水と緑を活かしたアメニティの向上。 

・神崎川や、水路、吹田くわい等、地域の歴史や地域資源をまちづくりに生かす。

・神崎川沿いの産業集積地という立地特性をまちづくりに生かす。 

・商工業の交流や研究機関等との交流などによる産業の発展・立地。 

 

 

■立地の特性を生かす 

・市南部の新たな地域拠点としての市街地の形成。 

・南吹田らしさの創出。 

・吹田の南の玄関口を演出。 

 

 

■立地変化に対応する 
・新駅や広域幹線道路整備に伴い駅前広場、道路、公園などの再編整備。 

（駅前広場へのアクセス・鉄道東西市街地間の動線確保・運動広場機能の確保など）

・魅力的な市街地の形成を進めるため、特徴ある公共施設の整備や土地利用、景観

形成などを含めた総合的な全体構想を持つ。 

 

 

■開発圧力への計画的対応 
・開発が進むことによる人口増加等の影響を受け止める計画的視点を持つ。 

（開発圧力の戦略的誘導、都市基盤の整備、サービス機能の導入など） 
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５．まちづくりの視点  
 

調査区域の特性から、まち（区域）の抱える課題について、いくつかの項目に分けて整理してき

た。今後、南吹田地域のまちづくりを進めるに当たっては、これらの課題への対応や、地域に求め

られる「まちの方向性」を検討していく必要がある。 
ここでは、まちづくりの課題への対応や、まちの方向性を検討するためのまちづくりの基本的な

視点を整理するとともに、今後これを踏まえた「まちづくり構想」策定に向けて、その視点に対す

る具体的なまちづくりの展開例を整理する。 

 
（１）まちづくりの基本的視点 
１）まちづくりの視点整理 

南吹田地域では、住民意向として交通機関や日常の買物・医療・福祉・市民サービスなどの利

便性と交通・防犯・防災などの安全性に対する不満が高く、問題点として、交差点の事故、歩道

等の不足、工場等の振動・臭い、不法駐車、治安への不安、ガード下の安全などが具体的に示さ

れている。また、まちづくりの課題も、これらに対応した安心・安全なまちを志向し、歩きやす

い安全な歩行者空間の整備、医療・福祉など市民生活を支える施設の立地、防犯体制の整備・充

実を掲げている。一方、過半の人がこのまちに住み続けたい思いを持ち、まちづくり活動への関

心も高いといえる。 
従って、これらの課題に対応しつつ、新駅開設など交通利便性の向上を踏まえ、吹田市南部の

立地を活かした、安心・安全、かつ、特徴と賑わいのある誇れるまちづくりを進めることが求め

られ、次の５つの視点が基本的なまちづくりの方向として整理される。 
 

 
 

  

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■現状の問題に対応 

■地域の主体性を創出 

■立地の特性を生かす 

■現状の資源を生かす 

●安心・安全、快適な環境と機能をより

充実させる 
 

●地域が主体のまちづくりを推進する 
 

●地域拠点としての空間形成を進める 
 

●高い交通利便性等、立地特性を最大

限に生かす 
 

●「南吹田」としての良好な地域イメージ

（地域アイデンティティ）を創出・発信

する 

《 調査地区全体の課題 》 《 まちづくりの基本的視点 》

■立地変化に対応する 

■開発圧力への計画的対応 
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●安心・安全、快適な環境と機能をより充実させる 

●地域が主体のまちづくりを推進する 

●地域拠点としての空間形成を進める 

●高い交通利便性等、立地特性を最大限に生かす 

●「南吹田」としての良好な地域イメージ（地域アイデンティティ）を創出・発信する 
 

２）まちづくりの基本的視点 
今回の調査においてこれまで整理してきた地域の抱える課題に対応し、調査区域及びその周辺地

域における今後のまちづくりを考える上での基本的視点の具体的内容は下記のとおりである。 
今後は、地域の参加とともに総合的な施策の検討の中で、まちづくりのコンセプトと具体計画を

定めていくこととなる。 

 
 

 
・南吹田はこれまでも暮らしの場として多くの市民が生活しており、今後も暮らし続けることが基

本である。また、これまで以上に多くの市民の居住が進む可能性がある。そのため、暮らしの場

として必要な機能と環境をまちの基礎的条件として備えるとともに、より安心で快適な生活環境

を充実させるという視点。 

 

 
 
・地域住民や地域に立地する企業等が互いに協力し、自らが主体となって地域に根ざした「協働の

まちづくり」を推進するという視点。 

 

 
 
・南吹田は吹田市南部の地域拠点として発展することが求められており、そのためにふさわしい空

間形成を進めるという視点。 

 

 
 
・大阪外環状線鉄道や（都）十三高槻線の開通、江坂や新大阪との近接性、神崎川沿いへの産業集

積、リバーフロントなど、立地環境のポテンシャルを最大限に生かし、南吹田のまちの発展を促

すという視点。 

 
 
 
・現状では「南吹田」としての明確な地域イメージはないが、ハード・ソフト両面からのまちづく

りを進めることにより、良好な地域イメージを創出し、地区内外に発信することにより、南吹田

のイメージアップを図るという視点。 
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（２）まちづくりの展開例 
これからの南吹田地域のまちづくりは、市民と市が共有した「まちづくり構想」をもとに進めて

いくことが求められる。 

今後、南吹田地域の「まちづくり構想」を市民参加で検討するための、まちづくりの基本的視点

を踏まえた、より具体の話し合いができる題材として、まちづくりの展開例とそれらの目指すべき

まちの姿の例を次のように提案する。 

今後は、これらを活用し、「まちづくり構想」を検討していくものとする。 

 

    
【南吹田地域で考えられるまちづくりの展開例】 
~市民参加で「まちづくり構想」を検討する題材~ 

 
 
 

 
 

 

１）駅前として魅力的な空間の形成 

 

２）居住環境の充実 

 

３）緑と水に親しむ自然環境の創出 

 

４）界隈性のあるまちの形成 

（界隈性：人の気配や賑わいが感じられること） 

 

５）都市型産業の創造・育成 

 
 

 

 

●安心・安全、快適な環境と機能

をより充実させる 
 
●地域が主体のまちづくりを推進

する 
 
●地域拠点としての空間形成を

進める 
 
●高い交通利便性等、立地特性を

最大限に生かす 
 
●「南吹田」としての良好な地域

イメージ（地域アイデンティティ）を

創出・発信する 

《 まちづくりの展開例 》 《 まちづくりの基本的視点 》
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１）駅前として魅力的な空間の形成 

 
【目指すべきまちの姿】 
鉄道や幹線道路の整備を前提として、鉄道による「新大阪」「東大阪・八尾方面」との接続、「江

坂」やシビックゾーンである「阪急吹田」との近接性など、多くの人が行き交う場として、人が集

まる活気と賑わいのある魅力的な空間形成を進める。 

 
 
【具体例】 
○求心力のある都市機能の立地誘導を図る。 

 
○市南部の玄関口として建物のデザイン誘導を促進するなどアメニティの向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考事例】 
○駅前広場や歩行者空間へのアート・モニュメントの導入（京都市山科区 山科駅前地区） 

山科駅前地区の再

開発事業によるまち

づくりにおいて、京

都の東の玄関口にふ

さわしい魅力あるま

ちづくりをめざし、

広場や歩行者空間に

モニュメント・彫刻

を設置することとし

た。 
導入にあたっては

「モニュメント・彫

刻導入検討委員会」

を設置し、彫刻等の

選定を行っている。 
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【参考事例】 
○地域の居住を支える住民主体の取り組み（東京都多摩市 NPO FUSION） 

２）居住環境の充実 

 

【目指すべきまちの姿】 
鉄道アクセスのよい利便性の高さや、都市基盤整備による公園や街路樹のアベニューが彩り、リ

バーフロントエリアとしての広がりのある空間が身近にあることなどを魅力として、子育て層から

高齢者層まで、多様な世代の居住を想定した誰もが住みやすい、安心、安全な高質な都市型住宅地

としての整備を図る。 

 
 
【具体例】 
○住宅地としての魅力を向上させるため、歩道整備や公園再整備などの都市基盤施設のリニュー

アルを図り、地域全体における住環境の向上を図る。 
 
○潤い豊かで良好な住宅地景観をはぐくみ、地域全体における住環境の向上を図る。 
  
○自治活動や防災・防犯活動、地域福祉活動をはじめとする、地域の住民主体の活動を総合的に

推進するエリアマネージメント機能を育成し、住民主体のまちづくりを推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

多摩ニュータウン南西部の長池公園を中心

に、住民の暮らしを様々な角度から支援する

ことを目的に活動を行っているNPO（特定非
営利活動法人）。 
「住民としての実感」から出発し、草の根

的な活動を展開しながら、地域との信頼関係

を構築して事業を推進。事業ごとに専門家を

含むチームを結成している。地域活性化支援

を行う「地活隊（ちいきたい）」、住宅管理支

援を行う「住見隊」、住まい作り支援を行う「夢

見隊」、高度情報化支援を行う「高支隊」など、

地域での生活全般に関わる事業を展開してい

る。 
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３）緑と水に親しむ自然環境の創出 

 

【目指すべきまちの姿】 
公園や緑地などの緑の空間と神崎川などの水辺空間に親しむことのできるよう、身近な自然環

境の保全、創出と活用を進める。また、河川と一体となった開放的な空間を有するなど、南側に

神崎川を臨むリバーフロントエリアとして魅力的な環境の創出を図る。 

 
 
【具体例】 
○緑豊かなまちづくりを進めることにより、地域イメージを向上させる。 

 

○水や緑で構成される「アメニティーネットワーク」の形成を進め、地域の自然環境、野鳥や昆

虫など生物の生息環境（ビオトープ空間）の維持、創出を図る。 

 

○「馬廻り水路」、「吹田くわい」など地域の歴史を伝える資源を活用して、環境共生をテーマと

した地域アイデンティティの再生を図る。 

 

○神崎川と市街地との空間的な連携を図り、親水性の向上など「リバーフロント」として付加価

値の高い環境の創出を図る。 

 
 
【参考事例】 
○三島グラウンドワークの取組による農業用水の再生（静岡県三島市「源兵衛川」） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

源兵衛川は、湧水を水源として、市街地を通る全

長1.5kmの農業用水路である。 

かつては美しい水辺空間が保たれていた源兵衛川

は、1960年代から湧水の減少が進み、渇水期には

家庭雑排水の垂れ流しやゴミの放置により水辺環境

が悪化し、汚れた川のシンボルになっていた。 

そこで、ふるさとの原風景を取り戻そうと多くの

市民が立ち上がり、身近な環境改善を進める新たな

市民運動であるグラウンドワーク活動に取り組み、

この活動をきっかけとして、グラウンドワーク三島

実行委員会（現 NPO 法人グラウンドワーク三島）

が誕生した。 

８つのゾーンからなる親水施設が整備され、お互

いが協力し合いながら源兵衛川の水辺環境の再生に

努力し、事業終了後も、「源兵衛川を愛する会」等、

地域住民の手によって生態系を守り育てる地道な活

動が続けられており、今では自生したホタルが乱舞

する自然度の高い川に変貌しつつある。 

ゴミや家庭雑排水でドブ川と化し

た整備前の源兵衛川（1980年代）

「水の都・三島」の清流のシンボル

として蘇った源兵衛川（2002年）
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４）界隈性のあるまちの形成 

 
【目指すべきまちの姿】 
人の気配やぬくもり、安らぎが身近に感じられ、来街者にも住んでみたいと感じさせる界隈性の

ある空間形成を進める。また、居住者と来街者の交流と活動が生まれ、暮らすことが楽しいと思え

るまちを目指す。 

 

 

【具体例】 
○街角広場の整備など地域の暮らしが感じられる、歩いて楽しい「しかけ」がある空間の形成を

図る。 
 
○暮らしを支える地域密着型の商業機能の立地誘導を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【参考事例】 
○住民同士の交流が生まれる場（ひがしまち街角広場 大阪府豊中市） 

 

 

 

 

千里ニュータウンの地域の人た

ちが、住民の交流の場となる「ひが

しまち街角広場」を開設していま

す。新千里東町の近隣センターの空

き店舗を利用したものです。 
住民のボランティアで運営され

ており、朝はご近所のお年寄り、昼

はこの地域で働いている人たち、そ

して午後からは学校帰りの子供た

ちでにぎわっています。世代を越え

た住民たちのふれあいが見られま

す。 
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５）都市型産業の創造・育成  

 

【目指すべきまちの姿】 
ソフト系 IT産業の集積が見られる江坂との近接性や、業務機能の集積する新大阪駅や東大阪・

八尾の工場地域と鉄道で直結する立地特性、比較的安い地価を生かし、それらの拠点と連携しサ

ポートする都市型産業のサブ拠点としての役割を担う産業振興を図る。 
 

 

【具体例】 
○ベンチャー企業などを育成するエリアとして、創業支援を進めるための施設、機能の充実を図

る。 
 

○立地する企業も市民としてまちの環境向上活動などへ参加、貢献して、企業が地域との共生を

図る。 
 
＊都市型産業：都市圏において、産業集積、人材、知識などの都市のストックを経営資源として活用しつつ、都市

圏の多様なニーズを受け止める高付加価値な産業機能 

 
 

【参考事例】 

○IT分野における創業を促進する創業支援施設 

（大阪府 ITビジネスインキュベータ「incueit」（大阪市淀川区））

IT 技術を活用したビジネスアイデアと強い起業意

欲を持つ起業家に、活動の場を提供することにより、

IT分野における創業の促進を図るため、平成13年5

月に大阪府が設置した創業支援施設で、財団法人大阪

産業振興機構が運営している。 

利用者間の交流やコラボレーションも活発に行な

われており、平成17年1月には、incueit 出身企業

家が力を結集し協力して共同事業を行うため、「大阪

ITビジネス協同組合」を設立している。 

１階：共用スペース（会議室・多目的ホール） 

２階：オープンオフィス（リフレッシュルームなど）

３階：個室ブース（8～12㎡ 21室） 

地下鉄御堂筋線 西中島南方駅から500ｍ

阪急京都線 南方駅から500m 

１階 

２階 

３階 
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（３）まちづくり構想に向けて 
 
今回の調査では、調査区域の現況、意向調査等を踏まえた地域の抱える課題をもとに、５つの

「まちづくりの基本的視点」を整理した。さらに、今後、「南吹田地域のまちづくり構想」を住民・

企業等、地域の皆さんとともに考えていくための題材として、５つの「まちづくりの展開例」を

提案した。 

  今後、これらの展開例を話し合いの題材にして、議論を深め、地域住民・企業等の意向を反映

させながら、まちの方向性を導きだし、実現方策を踏まえた「まちづくり構想」を策定していく

こととする。 

 
 

 

図）「南吹田地域のまちづくり構想」策定への流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちの方向性 実現方策 

まちづくりの 

基本的視点 

今後の 

まちづくりを

考える上での

基本的視点 

南吹田地域のまちづくり構想 

まちづくりの展開例

「まちづくり構想」を

検討する題材 

市民意向 

地域住民、企業など 

話し合い
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まちづくり構想に向けての留意点 

 

「南吹田地域のまちづくり構想」策定にあたり下記のような点に留意する必要がある。今後、これ

らを踏まえ、市南部の玄関口としてふさわしい顔となるまちづくりを進めていく必要がある。 

 
○ 歩いて暮らせるまちづくり 

徒歩圏内において日常生活が満足できるような生活利便性の向上やコミュニティの充実を図る

ことが必要である。 

 
 

○ 地域におけるまちづくり意識の向上 

「まちの方向性」等を話し合う中で、地域住民のまちづくりに対する主体性を育むことが必要

である。 

 

 

○ 多様な主体との連携 

市民・事業者・行政・専門家等との協働による連携を検討する中で、居住環境の充実・界隈性

の創出・産業振興等、総合的なまちづくりを進めていく必要がある。 

 

 

○ まちづくりに関連するルールづくり 

「まちの方向性」の共有を進めるとともに、それを具体化するため、土地利用等に関する地域

独自のルールづくりを検討する必要がある。 

 

 

○ 大阪外環状線鉄道の整備にあわせた都市基盤の整備 

大阪外環状線鉄道が開通する際には、その効果がすぐに発揮されるよう、駅前広場など関連す

る都市基盤の整備をあらかじめ進めておく必要がある。特に、都市計画道路西吹田駅前線は、新

規バス路線の導入や駅周辺の活性化に重要な役割を担うため、早期の整備が望まれる。 
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